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特長

Intelligent Digital Enhanced Communications System 

高性能な16bitDigital Signal Processor 

-.._ DSPはこんなところで｛動いています......-

...... 、

惨伊

'-，， 
......_ 

脚伊

7調
．受信フィルター （→p.49) 

．ビートキャンセル L→p.50) 

．ノイズリダクション 〔→p.51)

．イコライザ－ (-+p.60) 

Cコ
Cコ
Cコ
~ 

・帯域分割型スピーチプロセッサー（→p.26)

．オートゼロイン （→p.28〕

57600bpsの高速パソコンーコントロール

プリセット型オートアンテナチューナー

使いやすいメニュー（→p.94)

付属品

（→p.79) 

（→p.52) 

DC電源コード 予備ヒューズ（プレード型）
DC電源コード用

保証書

?PINフラク

住~⑫

4 

TS-570SG ...・ H・－－…...・a・.25A
TS-570MG ....・ H・－－….25A
TS-570VG ....・H・.....・H・.ISA 

ヒューズを交換するときは

キャップを外してください。

サービス拠点一覧

JARL入会申込書

取扱説明書（本書）

参考・ダンボール箱などは、移動やア
回同開醐 フターサービスのご依頼などの

ために、保管しておくことをお

薦めします。

－回路図（有償）をご希望の方は、

お買い上げ‘の販売店または当社

サービスセンターにごj主文くだ

さ＼，¥ 0 

（部品番号： 8520610『10) 



本書の読み方

構成

「安全上のご注意」を p.6～p.9に記載しています。本機をご

使用になる前に必ずお読みくださしL

準備編

本書をお読みいただくために必要な「各部の名称」と、本機

を実際にお使いになるために必要な各種機器の接続方法を説

明しています。

基本編

切
電源を入れたり、周波数を変えるなど、

最も基本的な操作を説明しています。

オールモード機は初めてという方は基本

中高からお言売みください。

モードごとの操作編

SSB、cwなどのモ ドごとの基本操作と、モードに独特な
機能をまとめています。

使いこなし編

いくつかのモードまたは全てのモ ドで共通に使える機能を

まとめています。混信対策はここをお読みください。

オプション編

オプション一覧と、組み込みが必要なオプションの取り付け

説明をしています。

保守編

思ったように動作しないときはここをお読みくださ l¥o

参考編

開局申請書の書き方や、本機をパソコンでコント口 ルする

ための資料を載せています。

メニュー操作は、検索性を考慮して、参考編に集録しまし

た。

表記上の約束

スイッチやつまみの表記法

操作手）II買、キー・スイッチ・つまみは、パネル上の名前を

枠で囲んで表わしています。説明文では、名前を［ ］で

囲んでいます。

同調つまみはパネル上での名前はありませんが包重吾、

［同調つまみ］と書いています。

~ 

メニューのアイコン

メニュー操作の説明と一覧は、文中では下記のアイコンで

説明しています。

1⑨函日〉

2 QMULTI CH) 

~笹画面

4⑩国⑨

MULTI / CH 

凡1RSPLIT北

メモリーチャンネルとの

たすきがけ運用の(W(J下
初期値 OFFR 

Memory VFO ;plir ope，白tion
＋ 

サブ表示部にスクロールする文

一一三重rプ一一一一一一

コンビューターコマンドのアイコン

コンヒ。ューターコマンドがある機能はコマンドのアイコン

を配置しました。

例 メモリーの読み出しコマンド（→p.39)

剛
d
z
E

M
－
 
t
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安全上のご注意

製品を安全にご使用いただくため、この「安全上のご注意」をご使用の前によくお読みくださ l,¥ 0 

絵表示について

この「安全上のご注意」では、製品を安全に正しくお使い頂き、あなたや他の人々への危害や財産へ

の損害を未然に防止するために、いろいろな絵表示をしています。その表示と意昧は次のように

なっています。内容をよく理解してから本文をお読みください。

A危険

& 

& 

霊室生．
昌吉 a::::l

注意

絵表示の例

A
⑮

e
 

この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人が死亡または重傷

を負う危険が差し迫って生じることが想定される内容を示してい

ます。

この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人カf死亡または重傷

を負う可能性が想定される内容を示しています。

この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人が、傷害を負う可能

性が想定される内容および物的損害のみの発生が想定される内容

を示しています。

ム記号は注意（警告を含む）が必要な内容があることを告げるもの

です。図の中や近くにある絵や文章は具体的な注意内容を示して

います。

0記号は禁止の行為であることを告げるものです。図の中や近く

に具体的な禁止内容（左図の場合は分解禁止）を示しています。

．記号は必ず守っていただきたい内容を告げるものです。図の中

や近くにある絵や文章は具体的な指示内容（左図の場合は電源プ

ラグをコンセン卜から抜いてください）を示しています。

・ お客様または第三者が、この製品の誤使用・故障・その他の不具合およびこの製品の使用によって受けられた損害につ

きましては、法令上の賠償責任が認められる場合を除き、当社は一切その責任を負いませんので、あらかじめご了承く

ださい。
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ム危険

．リニアアンプ（Tし922）の使用について

． リニアアンプの電源プラグをACコンセントに差し込ん
だ状態で、入力整合回路のコアーおよび真空管には、絶
対に触れないでください。
高圧の高周波および直流電圧により死亡、感電、けが、
故障、火災の原因となります。入力整合回路のコアーは
完全調整済であり、ブロードな特性のため調整の必要は
ありません。また真空管の使用電圧は、品種により
200～300Vから50,000V以上にも達します。
お客様による修理は危険ですから、絶対におやめくださ
い。もし不具合の場合は、お買い上げの販売店または当
社サービスセンターにご連絡ください。
．真空管を取り扱うときには、傷っけないよう十分に注意

してください。
真空管はガラスの真空容器でできているため、ガラスが
破損するとガラスの破片が爆発的に飛散し、けがの原因
となります。

③ 

ム

A警告

園使用環境・条件

．アマチュア局は、リニアアンプ使用の有無にかかわらず
自局の発射する電波がテレビやラジオやステレオ等の受
信や再生に障害を与えたり、障害を受けているとの連絡
を受けた場合には、電波法令（運用規則258条）に従っ
て直ちに電波の発射を中止し、障害の程度、有無を確認
してください。
・電子機器（特に医療機器）の近くでは使用しないでくだ
さい。
電波障害により機器の故障・誤動作の原因となります0

・空港敷地内、中継局周辺では絶対に使用しないでくださ
い（電源も入れないでください。）。
運行の安全や無線局の運用・放送の受信に支障をきたす
原因となります。

．この製品を使用できるのは、日本国内のみです。外国で
は使用できません。

＠ 

③

③

③

 

・設置されるとき

・電源コードを接続する前に、必ず取扱説明書をお読みに
なり、電源電圧を確認してください。
．送信時には大きな電流が流れますので、 DC電源コード

接続の際は、必ず付属のDC電源コードを使ってくださ

＠ 
＠ 

火災・感電・故障の原因となります。

・ DC電源コード接続の際は極性を間違えないように十分 ／れ
注意してください。 ／！＼ 
火災・感電・故障の原因となります。赤の配線はプラス
（＋）極、黒の配線はマイナス（ー）極です。

e DC電源コードやAC電源コードを傷つけたり、破損し rヘ
たりしなし、でください。 l "v 
また、重いものをのせたり、加熱したり、ひっぱったり、 一
無理に曲げたり、ねじったりすると、コードが破損し、
火災・感電・故障の原因となります。
e DC電源コードを加工したり、ヒューズホルダーを取り rヘ
除いて使用することは、絶対にしないでください。火 l'1 
災・故障の原因となります。 ） 

・この製品は布や布団で覆ったりしないでくださいo k、
熱がこもり、火災の原因となります。直射日光を避け、 ＼..、J
風通しの良い状態でご使用ください。
．ぬれた手でDCコネクターや電源プラグに触れないでく バi、
ださい。感電の原因となります。 '¥..Y 

安全上のご注意

A警告

・使用方法について

．長時間の連続送信はしないでください。
発熱のため本体の温度が上昇し、やけどの原因となりま

す。
．この製品に水をかけたり、水が入ったりしないよう、ま
たぬらさないようにご注意ください。
火災・感電・故障の原因となります。
．この製品を水などでぬれやすい場所（風呂場など）では
使用しないでください。
火災・感電・故障の原因となります。
．この製品の近くに小さな金属物や水などの入った容器を
置かないでください。
火災・感電・故障の原因となります。
・この製品は調整済です。分解・改造して使用しないでく
ださい。
火災・感電・故障の原因となります。

S

S
⑧

③

⑮

 

IDC安定化電源の使用について

．指定以外のDC安定化電源は使用しないでください。
火災・感電・故障の原因となります。
e AC100V以外の電圧で使用しないでください。
火災・感電・故障の原因となります。
・出力端子に接続する DC電源コードは、必ず付属の
ヒューズ入り DC電源コードをご使用ください。
火災・感電・故障の原因となります。
．ぬれた手でDC安定化電源の電源プラクに触れたり、抜
き差ししないでください。
感電の原因となります。
e DC安定化電源の電源プラグと他の製品の電源プラグを
タコ足配線しないでください。
過熱・発火の原因となります。

e DC安定化電源の電源プラグを ACコンセントに確実に
差し込んでください。
電源プラグの刃に金属などが‘触れると、火災・感電・故
障の原因となります。
e DC安定化電源の電源プラグの刃にほこりが．付着したま
まイ吏用しないでください。
ショー卜や過熱により火災・感電・故障の原因となりま
す。
・出力端子には定格（出力電圧、出力電流）を越えないよ
うに機器を接続してください。

電源トランスに内蔵されている温度ヒューズが切れる原
因となります。この温度ヒューズは交換不可能ですの
で、ご注意ください。

③

③

＠

③

③

＠

③

A
 

．オプションの取り付けについて

＠ 
．オプションの組み込みでケ スを開ける場合は、必ず電
源スイッチを切り、 DC電源端子から DCコネクターを
とりはずして（または電源プラグをACコンセントから
抜いて）、取扱説明書をよくお読みになり行ってくださ
い。その際、指定以外の場所には、絶対に触れないでく
ださい。

火災・感電・故障の原因となります。

7 



安全上のご注意

A警告

・異常時の処置について

．万一、異常な音がしたり、煙が出たり、変な臭いがする
などの異常な状態になった場合は、すぐに電源スイッチ

を切り、 DC電源端子から DCコネクターをとりはずし、
DC安定化電源の電源プラクを ACコンセントから抜い
てくださし、。そして煙が出なくなるのを確認しでからお
買い上げの販売店または当社サ ビスセンタ にご連絡
ください。お客様による修理は、危険ですから絶対にお
やめください。

そのまま使用すると、火災・感電・故障の原因となりま
す。
．万一、内部に水や異物か‘入った場合や、落としたり、

ケースを破損した場合は、すぐに電源スイ yチを切り、
DC電源端子から DCコネクタ をとりはずし、 DC安定
化電源の電源プラグをACコンセントから抜いて、お買

い上げの販売店または当社サービスセンターにご連絡く
ださい。
そのまま使用すると、火災・感電・故障の原因となりま

す。
．ヒュースが切れたときは、切れた原因を調べて対策した
後、必ず指定容量のヒュ スと交換してくださ l1o原因
を調べてもわからない場合やヒュースを交換しでもすぐ
にヒュースが切れる場合は、すぐに電源スイッチを切
り、 DC電源端子から DCコネクターをとりはずし、 DC
安定化電源の電源プラクを ACコンセントから抜いて、
お買い上げの販売店または当社サ ビスセンタ にご連
絡ください。
そのまま使用すると、火災・感電・故障の原因となりま
す。

．雷か‘鴫り出したら、安全のため早めに電源スイッチを切
り、無線機およびDC安定化電源の電源プラグを ACコ
ンセントから抜いて、ご使用をお控えくださし、。またア
ンテナには触れないでください。

雷によっては、火災・感電・故障の原因となります。

・この製品を持ち運ぶときは、落としたり、衝撃を与えな
いようにしてください。けが・故障の原因となります。
万一、この製品を落としたり、ケースを破損した場合
は、すぐに電源スイッチを切り、 DC電源端子から DCコ
ネクタ をとりはずし、 DC安定化電源の電源プラグを

ACコンセントから抜いて、お買い上げの販売店または
当社サービスセンターにご連絡ください。

そのまま使用すると、火災・感電・故障の原因となりま
す。
e DC電源コードまたは AC電源コードが傷んだら（しん
線の露出、断線など）、お買い上げの販売店または当社

サ ビスセンタ にζ連絡ください。
そのまま使用すると、火災・感電・故障の原因となりま
す。

ε 

ε 

＠ 
宰

~ 

6 
ε 

＠ 

・保守・点検

0 
．この製品のケースは、別売のオプションを取り付ける場
合以外には、開けないでくださし、。

けが・感電・故障の原因となります。内部の点検・修理
は、お買い上げ‘の販売店または当社サービスセンタ に
ご依頼ください。

8 

A注意

・設置されるとき

．この製品とRTTY装置やTNCなどの外部機器のDC電源
を共通にしないでくださしL
火災・故障の原因となることがあります。

．この製品の DC電源コードや DC安定化電源のAC電源
コ ドを熱器具に近づけないでくださしL
コードの被ふくが溶けて火災・感電・故障の原因となる

ことがあります。
．テレビやラジオの近くには設置しないでください。
電波障害を与えたり、受けたりする原因となることがあ
ります。

e RTTY装置やパソコンの近くには設置しないでくださ
し、。

ノイスを受信する原因となることが、あります。
．直射日光が当たる場所など、異常に温度が、高くなる場所
には設置しないでくださ l1o
内部の温度が上がり、ケ スや部品が変形・変色した

り、火災の原因となることがあります。
・湿気の多い場所、ほこりの多い場所、風通しの悪い場所
には設置しないでください。

火災・感電・故障の原因となることがあります。

． ぐらついた台のよや傾いた所、振動の多い場所には設置
しないでくださし、。

落ちたり、倒れたりしてけか‘の原因となることがありま

す。
・調理台や加湿器のそばなど油煙や湯気が当たるような場
所には設置しないでください。

火災・感電・故障の原因となることがあります。

・この製品のDC電源端子から DCコネクタ をとりはず
すときや、 DC安定化電源の電源プラグを ACコンセン
トから抜くときは、コードを引っ張らないでください。
火災・感電・故障の原因となることがあります。必ずDC
コネクタ または電源プラグを干寺って抜いてくださし、0

．この製品を移動させる場合は、必ず電源コ ドやケーフ
ル等をとりはずしてから行ってください。
電源コ ドやケ ブルが傷つき、火災・感電・故障の原

因となることがあります。

③

③

③

③

③

③

③

③

③

 

。
．アンテナを設置されるとき

．アンテナコネクターには 50Q系の同軸ケーブルを使用
して、 50Qのアンテナを接続してくださ l1o また同軸
ケーフルやアンテナのインピーダンスマッチンクをと
り、 SWR=1.5以下でご使用くださし、。

送信出力の低下や電波障害の原因となることがありま
す。

・容易に人体などに触れることができないように設置して
くださし、。

アンテナ線は非常に高い電庄（数kV）になることがある
ため、けが・感電・故障の原因となることがあります0

・通常、人が出入りできるような場所（屋上やベランタな
ど）にアンテナやアンテナチューナーを設置する場合

は、その高さが人の歩行、その他起居する平面から2.5m
以上離して設置してくださし、（電波法施工規則第22条、
第25条参照）。
けが・感電・故障の原因となることか‘あります。

・テレビやラジオの近くには設置しないでくださ l1o
電波障害を与えたり、受けたりする原因となることがあ
ります。
・火災・感電・故障・けがに対する保護のため避雷器をご
イ吏用ください。

＠ 

＠ 

＠ 

0 
＠ 



ム注意

・良好なアースをとってください。
感電やテレビ、ラジオなどへの電波障害の原因となるこ
とがあります。
．アースをとるときには、ガス管、配電用のコンジットパ
イプ、プラスチック製水道管などに、絶対に接続しない
でください。また、空調機や給水ポンプなど、他の機器

のアースと共用しないでください。
他の機器が誤動作する原因となることがあります。

＠ 
(S) 

・使用方法について

．アンテナを接続しない状態で、送信しないでください。
火災・故障の原因となることがあります。
・ MIC（マイクロホン）端子には指定のオプション以外は
接続しないでください。
故障の原因となることがあります。
e EXT SP端子にヘッドホンを接続しないでください。
EXT SP端子は外部スピーカー専用端子で、大出力が出
て、耳を悪くする原因となることがあります。ヘッドホ
ンは、 PHONES端子に接続してください。
・ハンディートランシーバーをこの製品に近づけないでく
ださい。
ハンディートランシーパーから雑音が聞こえる原因とな
ることがあります。その場合は、ハンディートランシー
バーをこの製品から離してください。
．旅行などで長期間この製品をご使用にならないときは、
安全のため必ず電源スイッチを切り DC電源端子から
DCコネクターをとりはずし、DC安定化電源の電源プラ
グを ACコンセントから抜いてください。

8
8
8
＠
③
 
C 

安全上のご注意

A注意

．リニアアンプの使用について

e TL-922の真空管を取り付ける前に、必ず次のことを確
認してください。
・電源プラグがACコンセントから抜かれていること
• METERスイッチを HVとし、その指示が“0”を指
していること

． リニアアンプを設置されるときは、リニアアンプの取扱
説明書に従い、周辺に通風スペースを十分にとってくだ
さい。
．リニアアンプは重量がありますので、設置されるとき
は、しっかりとした水平な台または机に設置してくださ
し、。

＠ 

＠
＠
＠
ム

．電源は、リニアアンプの定格より余裕のあるものを用意
してください。
たとえば、家庭用の30AブレーカーによるACラインに
て、リニアアンプと他の製品（クーラーや冷蔵庫など）
を共用した場合には、それぞれの定格電流の合計が30A
以内でも、それぞれの電源スイッチ、またはサーモス
タッ卜が入った瞬間に、ブレーカーが作動してしまうこ
とがありますので、ご注意くださ L1o
． リニアアンプとアンテナ、無線機との接続は確実に行っ
てください。
火災・感電・故障の原因となることがあります。

． リニアアンプを使用されるときのアンテナは、許容入力
電力がリニアアンプの最大出力以上のアンテナをご使用
ください。
ビームアンテナ等で、トラップやコイルが挿入されてい
るアンテナの場合、入力電力がアンテナの規格を越える
と、それらのコイルが焼損する原因となることがありま
す。
． リニアアンプを使用されるときのアンテナは、 SWRの 4官h
低い（1.5以下）アンテナをご使用ください0 ・tt,
火災・感電・故障の原因となることがあります。

．良好なアースをとってください。 ，、‘
感電やテレビ、ラジオなどへの電波障害の原因となるこ ．． 
とがあります。 一
． リニアアンプによってはcwフルブレークイン動作でき ，、
ない機種があります（TL-922はできません）。リニアア ．． 
ンプの取扱説明書をご確認の上、操作してください。 一
故障の原因となることがあります。

＠ 

＠ 

・保守・点検

．お手入れの際は、安全のため必ず電源スイッチを切り -
DC電源端子から DCコネクターをとりはずし、 DC安定 ~ 
化電源の電源プラグをACコンセントから抜いてくださ 司 F

・水滴が付いたら、乾いた布でふきとってください。汚れ A 

のひどいときは、水で薄めた中性洗剤をご使用くださ ／『＼
い。シンナーやベンジンは使用しないでくださし、。 』ーー
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各部の名称

前面パネル

LL MODE MUL Tl BANDER TS-S70S 

＠ 

⑧ 

記号 名称と操作説明での表示 ぺージ ⑫ MIC ⑨~ 25 

① POWER ・2引1市 18 ⑫ PWR 密画む 19 

② PF 

ーー〉
61 ⑫ KEY 逗昼D 55 

③ PRE-AMP (PRE-AMP) 48 ⑫ DELAY (DELAY) 28,58 

④ ATT @D  48 ⑬ LSB/USB (LS町use) 25 

⑤ PROC (PROC) 26 ⑬ CW/FSK ( CW/FSK) 27,35,37 

⑥ vox ③盃む 28,58 ⑬ FM/AM (FM/AM) 30,33 

⑦ ATTUNE (ATTUNE) 52 ⑭ MENU (MENU) 94 

⑥ SEND (SEND) ⑮ 1MHz ( 1 MHz) 21 

⑨ PHONES 17 ⑮ 同調つまみ 。同調〉 22 

⑩ MIC 17 ⑫ 一／DOWN ⑨ DOWN) 20,21 
⑪国1CH 1 ⑬CH 1) 55,62 ⑫ +!UP ~ 20,21 

⑪－2 CH2 ⑬CH2) 55,62 ⑫ SPLIT (SPLIT) 24 

⑪－3 CH 3 ⑬CH3) 55,62 ⑫ TF-SET (TF-SET) 24 

⑪－4 ANT 使亙D 52 ⑫ A/B ⑤⑥ 23 

⑪－5 REC ⑬REC) 55,62 ⑫ RIT ーむ 59 

⑪－6 FINE ⑬FINE) 22 ⑫ M/V ⑨ーD 23 

⑪－7 NB 乞唖む 47 ⑫ A=B ＠至む 23 

⑪－8 AGC ⑬AGC/TONE) 60 
』ー－－ －・ －・ - ーーーーーーー－ －・ －・ - ーーー 一一一一一一

⑫ CLEAR (CLEAR) 59 

⑪ TONE ⑬AGC/TONE) 31,32 ⑫ XIT ＠里う 59 

⑪－9 REV ⑨REV) 27,35 ⑬ SCAN (SCAN) 43,45 

⑪ーO F.LOCK ⑥F.LOCK) 58 ⑬ M>VFO (M>VFO) 41 

⑪ CLR 。CLR) 22,41,42,44,94 ＠ M.IN ⑨五む 38,39,41 

⑪ ENT (QENT) 22 

10 



＠ 

＠ 

＠ 

＠ 

＠ 

＠ 

⑮ 

＠ 

＠ 

＠ 

⑮ 

⑮ 

＠ 

＠ 

＠ 

QUICK MEMO MR 

~I1I園田l~~t·I MR) 42 

QUICK MEMO M.IN 

<:l'lt33~1~~t·I M.IN) 42,64 

FILTER (FILTER) 30,47,49 

CW TUNE (CW TUNE) 28 

B.C. 

ーー
50 

N.R. ([[) 51 

DSP SLOPE HIGH 

@ DSP SLOPE HIGH) 
49 

DSP SLOPE LOW 。DSPSLOPE LOW) 
49 

AF ~ 18 

RF ~ 60 

IF SHIFT 。IFSHIFT) 46 

SOL @saL) 19 

RIT ORIT/XIT) 59 
いーーー ーーーー ーーーー ーーーー ーーーー ーーーー ーーーー ーーー・ 園園薗圃 圃園自圃 圃圃圃圃 圃圃圃 一一一一
XIT ORIT/XIT) 59 

MULTI/CH 19,21,28, 

0MULTICH) 30,55,58,94 

補助足を引き出すとディスプレイが見やすくなります。

同調つまみの回転トルク

つまみの下にあるレバーを反

時計方向に回すと、トルクが重

くなります。

重い 時計方向に回すと、トルクが軽

くなり早く回せます。

各部の名称
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各部の名称

表示部

⑧⑩⑧⑧⑨（3$ 

番号 記号 機能

① 
メター 5種類のメーターカf状況に応じて

点灯します。 （→p.57) 

② 
m 送信状態になると点灯します。

⑮ TX EQ. 送信イコライザーがONのとき点

灯します。 （→p.60) 

⑮ N.R.回目 選択されているノイズリダクショ

ン番号が点灯します。 （→p.51) 

③ 
ml 受信状態になると点灯します。

⑫ BEAT CANCEL ビートキャンセルがONのとき点

出Tします。 （→p.50) 

④ 
回 アンテナチューナーが ONのとき

点灯します。 （→p.52) 

⑤ 
AN丁目目 使用中のアンテナ（端子）番号が

点灯します。 （→p.52) 

⑥ 
ATT アッテネーターがONのとき点灯

します。 （→p.48) 

⑦ 
PRE-AMP プリアンプがONのとき点灯しま

す。 （→p.48) 

⑥ 
vox VO X運用のとき点灯します。

⑬ 8.8. メモリーチャンネル番号または

メニュ一番号が点灯します。

ロックアウト表示
（→p.38,94) 

メモリーチャンネルがロックア

ウ卜されているときは、右下の

ドットが点灯します。

⑬ M.CH メモリーチャンネルが呼び出され

ているとき点灯します。

p.38,39) 

＠ MENU メニュ モ ドのとき点灯しま

⑨ 
PROC スピーチプ口セッサーがONのと

き点灯します。 （→p.26) 

⑩ 
NB ノイズフランカーがONのとき点

灯します。 （→p.47) 

⑪ 
SPLIT スプリット運用のとき点灯しま

す。 （→p.23,24) 

⑫ 
FAST AGCの時定数か、FASTのとき点灯

し、 SLOWのとき消灯します。

（→p.60) 

す。 （→p.94) 

＠ BBBBBBB 
シンプレックス運用中は送受信周

ーーーーニーー 』ーーーーーー一一一ー」」 ーーーー」一ー“ j皮数が点灯します。
MHz kHz Hz スプリッ卜運用中は、 RX時は受

信周波数が、 TX時は送信周波数

が点灯します。 （→p.23) 

メニューモ ドのときは、メ

ニューの選択肢が点灯します。

（→p.94) 

⑬ 
RIT RITがON のとき点灯します。

（→p.59) 

⑭ 
XIT XITがON のとき点灯します。

（→p.59) 

12 



各部の名称

＠ 
.,.A炉 VFO Aの周波数が使われている

とき点灯します。 （→p.23) 

.... s悟 VFO Bの周波数が使われている

とき点止丁します。 （→p.23) 

..,.M’ メモリーチャンネルの周波数が

イ吏われているとき，点灯します。

Mの両側に（....炉）マークが点

灯しているときは、スプリッ卜

メモリーで運用していることを

示します。 （→p.24) 

＠ 画題．歯．密画．盤底．
スプリッ卜運用時は周波数が点

灯します。 （→p.24) 
MHz kHz Hz 

メニューモードのときはメ

ニュー概要をスクロール表示し

ます。 （→p.94) 

RIT/XITがONのときはオフセッ

卜している周波数カf点灯しま

す。 （→p.59) 

＠ 
争特 受信イコライザーがONのとき点

灯します。 （→p.60) 

＠ 
M.SCR メモリーチャンネルをスク口一

ル中に点灯します。 （→p.38) 

⑮ 
LSB 電波型式がLSBのとき点灯しま

す。 （→p.25) 

＠ 
USB 電波型式がUSBのとき点灯しま

す。 （→p.25) 

＠ 
cw 電波型式がcwのとき点灯しま

す。 （→p.27) 

R cwリバース、またはRTTY通信

＠ で極性を反転しているとき点灯

します。 （→p.27,35) 

＠ FSK 電波型式がデータ通信のとき点

灯します。 （→p.34) 

⑪ FM 電波型式がFMのとき点灯しま

す。 （→p.30) 

＠ AM 電波型式が'AMのとき点灯しま

す。 （→p.33) 

F.LOCK 受信周波数の操作を口ックして

＠ いるときJ有~:tT します。

p.58) 

＠ FINE 周波数微調整モードのとき点灯

します。 （→p.22) 

⑮ 1MHz 周波数ステップが1MHzのとき

点灯します。 （→p.21) 

T 送・受信ともにFMモードでス

＠ プリッ卜運用中に点灯し、サブ

トーンが付加されていることを

示します。 （→p.32) 

CTCSS FMモードでCTCSS（トーンス

⑨ ケルチ）がONのとき点灯しま

す。 （→p.32) 

CTRL スプリッ卜転送またはパソコン

⑮ コントロールで、データを送受

信しているとき点灯します。

（→p.63 ,80) 
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設置と接続

3 

① 電源端子 13.8V 

付属のDC電源コードを接続する端子です。別売の DC安定化電

源に接続します。 Eヲヲヲヒューズホルダー

黒

DC安定化電源 TS・570

注意・電源コードを接続する前に、トランシーパーおよびDC
＂＂＂＂＇輔副 安定化電源の電源を切ってください。

・全ての接続が完了するまでDC安定化電源のプラグを

ACコンセントに差さないでください。

－指定以外のDC安定化電源は使用しないでください。

（→p.65) 

③ アンテナ端子 ANT 1 ANT2 

ANT1、ANT2はともに500のアンテナ端子です。M型同軸コネク

タで50Qの同軸ケーブルを使ってアンテナと接続します。

ANT 1,ANT2は前面パネルの［ANT］で切替わります。

注意 ・火災・感電・人体への障害または機器への損傷に対する

~保護のために、避雷器をご使用ください。
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＠窃⑪

② アンテナチューナ一端子 AT 

ATはアンテナチューナー（AT-300）のコントロールケーブルを

接続する端子です。

注意・アンテナチューナー（AT-300）は必ずANT1端子に接
園田園ー続してくださし、。 ANT2端子ではAT-300は動作しませ

ん。

・AT端子にAT-300を接続すると、ANT1端子を使用して

いるときの内蔵アンテナチューナーは、スルーになり

ます。

• AT-300のチューニング範囲は1.8MHz帯カ3ら29.7MHz
帯までです（定格）。50MHz帯には対応していません。

TS・570

外部アンテナチューナー



設置と接続

アース端子④ 

外部スビーカ

GND 

アース端子です。必ず良好なアースに接続してください。

注意 ・ガス管・配電用のコンジットパイプ・プラスチック製の

－水道管などには絶対に接続しないでくださ＼，'o 

KEY端子⑤－1 ¢ 3.5 

市販の件3目5mmのフ。ラグを使用して、同軸ケーブルまたはシール

ド線で、縦振れ電鍵や外部工レク卜口ニックキーヤーと接続しま

す（右図）。接点、は＋sv、接点電流は約1mAで、す。 TS-570 

PADDLE端子⑤ー2

市販の¢6mmのステレオプラグを使用して、内蔵エレクト口
二ックキーヤーと接続します（右図）。長点、短点ともに＋sv、接
点電流は約1mAで、す。

EXT.SP端子⑥ 

市販の¢3.5mmのオーディオプラグを使用して、 SQの外部ス
ピーカーと接続します（右図）。プラグを差し込むと、内蔵のス

ピーカーからは音は出なくなります。

参考・ EXT.SP端子は外部スピーカ一専用の端子です。大きな

欄岡田町音を出せるので、ヘッドホンに接続すると、耳を悪くす

ることがあります。ヘッドホンには接続しないでくだ

さし、。

• J＼ドjレ・縦振れ電鍵
・パクキー

・外部エレク卜口ニックキーヤー
• MCP CW出力

COM端子⑦ 

パソコンコントロール用（→p.79）、またはスプリッ卜転送用（→p.63）の接続端子です。

パソコンコントロールにはRS-232Cポートにストレートケーブルで接続してください（→p.79）。

スプリッ卜転送のときは、転送相手により接続は以下のように異なります。

COM端子と配線

②
③
⑤
⑦
⑧
 

TS-570/870S TS・570

TS-450S/690S/850S/ 
950SDXの ACC1 
背面パネルから見たところ

NC⑥ 

RTS⑤／よ① GND

CTS④／＼斗ン、②TXD

③ RXD 

15 

TS-450S/690S/850S/950SDX 

ストレートケーブル

IF-232C 
IF 232Cのマニュアルを
ごらんくださし、。

TS-570 

クロスケーブル



設置と接続

③ ACC2端子

データ通信用の入出力端子です。パケット・SSTVなどの多機能TNCと接続します。モードはUSB/LSBまたはFMを使用します。
IN/OUTはいずれもトランシーパー側から見た入出力です。

ピン No. ピン名

① NC 
② RTK 
ANO 

③ 

④ GND 
PSQ 

⑤ 

⑥ SMET 
⑦ NC 
(8) GND 

PKS 

⑨ 

⑬ NC 

⑪ 
PKD 

⑫ GND 

⑬ ss 

16 

（背面パネルから見た図）

ACC2用接続プラグをご希望の方は最寄りの
当社サービスセンターにお問い合わせくださ

い。部品番号 E0?-1351・05

機能

無配線

RTIY キ一周入力

受信機からのAF出力
・データ通信のため TNCや MCPの受信端子に接続します
• AF出力レベルは AFつまみとは無関係です
AF出力レベルはメニュー No.34.で設定できます

・出力インピーダンス： 4.7 kQ 
ANO端子のシールド用

スケルチ用出力
・データ通信のため TNCや MCPのスケルチ端子に接続します． スケルチが聞いている聞は TNCが送信しないようにします
スケルチが聞いているとき : Lowインピーダンス
スケルチが閉じているとき : Highインピーダンス

Sメーター用出力

無配線

シャーシーのアース

データ通信用のPTI入力
• TNCや MCPの PTT出力に接続します． トランシーバーが送信中はマイクロホンからの音声は遮断されます
無配線

データ通信用のMIC入力
• TNCや MCPの MIC出力（データの出力）に接続します
PKD端子のシールド用

PTI入力（前面パネルのMIC端子と同じ）



設置と接続

⑨ REMOTE端子

外部コントロール機器との接続端子です。

リニアアンプをコントロ ルするためのリレーは、メニューNo.39でON（送受切り替え時にテ、イレイあり）／OFFが切替えられます。

送受信の遅いリニアアンプはメニュ No.39をONにして、セミフレ クインでご使用ください。（メニュ 操作→p.94)

OFF 

ON 

信号立ち上がり時間［ms]

セミフレークイン時 ｜ フルブレークイン時

15 I 15 

30 I 15 

TS-570 リニアアンプ

参考・ TL-922以外のリニアアンプと接続する場合は、本機に

付属の？PINDINプラグを利用して、REMOTE端子の結

線図に従って結線してください。

結線前に、ご使用になるリニアアンプの取扱説明書を

よくお読みください。

リニアアンプによって制御方法（＝接続方法）が異なる

場合があります。

例 送信時の制御を「GNDショ 卜」で行うタイプの

場合は、2番ピンをGNDヘ、4番ピンをリニアアン

プの制御端子に接続します。

⑬ MIC端子

SSB/FM/AMで交信する場合は250から600Qのマイ

ク口ホンをこの端子に接続してくださし、。

⑪ PHONES端子

PHONES端子には、市販の<f,6.0mmのヘッドホンや

ステレオ用ヘッドホン（4～320）が使用できます（右

図）。

プラクを差し込むと、内蔵／外部スピーカーからは音

は出なくなります。

マイクロホン

REMOTE端子
（背面パネルから見た図）

コントロールリレ
RX 
COM 
TX 

J
l
 

Av

、、，J
 
、／f々
7
「

ス
山
而
4
u
p
 

外部ALC
入力

外部コント口 ル

① スピーカー出力

② コモン

③ スタン／＼イ：

GNDとショー卜すると送信します。

④ TX（送信）時、コモンと接続されます。

⑤ RX（受信）時、コモンと接続されます。

⑥ リニアアンプからのALC入力

⑦ 送信時約12 Vが出力されます。

(MAX.10mA) 

TS・570

MIC① 

PTT② 

DOWN③ 

UP④ 

⑥ GND(STBY) 

⑦ GND(MIC) 

⑥ NC 

⑤ 8 V(10 mA max) 

MIC端子（前面パネル側から見た図） 17 



電源を入れる・音量を調節する

電源を入れる Pミj

C冨m,を、電源が入るまで押す（約0.5秒）
．約2秒間 HELLOと表示されます。

－周波数等が表示されると、受信を開始します。

υLI I ,, 
’tζLL  Lt 
.... 

nu 

pnu 

mnu 
n
u
 

園
内
U
N
M守．四一

回

一

l
i
l－
l
i
l
i－
－
ト

もう一度・：.＇.・ l＇，＇』司 z・を押し続けると、電源が切れます。

注意・無信号でもSメーターが1～2目盛振れることがありま
園田四回すが、故障ではありません。

・表示カずおかしいときはリセッ卜してみてください（→

p.69）。

・［POWER］を押し続けると、電源が切れます。

• 18Vを超える電圧が加わると、電源は自動的に切れま
す。

18 

音量を調節する Aqj 

園
~（;j"-'fイオ引ン）つまみを時計方向に回す
．スピーカーの音量が大きくなります。

－反時計方向に回すと音量が小さくなります。

注意・ AFつまみを時計方向いっぱいに回しでも、何も聞こえ

圃圃圃聞 ないか、ザーッという小さな音しか出ない場合は、スケ

ルチがかかっている可能性があります。（SQLを調節す

る→p.19)

• RFゲインつまみは時計方向に回し切ってくださし、0
．ビープ音、サイドトーンおよび録音再生（→p.56,62）の

音量は、AFつまみでは変わりません。



スケルチを調節する・送信出力を調節する

スケルチを調節する Sq.( 

信号のないチャンネルから聞こえる「ザー」という雑音をなくす

機能を、スケルチと呼びます。

FMモードとFMモード以外では、スケルチ・（スレッショルド）レ

ベルが異なるため、下記を参考に設定してください。

FMモード以外

信号のない周波数を選んで（→p.20)

1⑥量五〉を反時計方向いっぱいに回す
・スピーカーからザーという音が聞こえます。

2 ((c]亙⑥を少しずつ時計方向に回す
－ある位置（スケルチ・スレッショルド・ポイント）で雑
音が聞こえなくなります。

3さらに少しだけ時計方向に回す

．．．．．．．．．．．． 

参考・ PFキーに受信モニタ一機能を設定すると、SOLつまみ

ーーー圃の位置は変えずに、スケルチを一時的に解放できます

（→p.61）。

送信出力を調節する ui 
n
r
f
E
 送信出力は、モードとバンドによって下記のように変わります。

単位［W]

TS-570 TS-570 TS-570 

SG MG VG 

AM MAX. 100 50 10 
モード

1.9MHz～ 以外 MIN. 5 

30MHz AM MAX. 25 5 

モード MIN. 5 

AM MAX. 100 50 20 
モード

50MHz～ 以外 MIN. 5 2 

54MHz AM MAX. 25 5 

モード MIN. 5 

δ 
問

O
m
O0(5 

§昼〉を押す
・サブ表示部に現在のパワーが表示されます。

ロIl白血
I 1，’唱，, inn I LI LI 

2 QMULTICH）を回す
－希望の送信出力にします。

3~ を押す
－もとの表示に戻ります。

－量盟国周E・・
注意・移動局のためにSOWにパワーダウンする場合はp.72を
圃園田E ご覧ください。
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周波数を合わせる

周波数を合わせるには下記の方法があります。

ヲ
ハ
回・え越国切

す

を

押

ド

h

’
h
有」

山
四
一一N

一

一

W
一
日

一、Ed
－－＝一口

町
一
右

§

h

 
MHz単位で‘周波数を切替える

任画~を押してから笹亘同信事を押す

10kHzステップで周波数を切替える

0MULTI CH）を回す

（→p.21) 

相手の周波数にチューニングする

色里ぜを回す、

またはマイクロホンの⑪maを押す

周波数を直接インフ。ツ卜する

C画むを押してからテンキーを押す
（→p.22) 

注意・送信中の送信周波数は［UP][DOWNJでは変わりませ
~ん。

~仁田正道ほ

参考・一度合わせた周波数は、メモり しておくと、次回は呼

び出すだけで目的の周波数にできます（→p.38）。

・周波数をロックすると誤操作を防止できます（→

p.58）。

20 

バンドを切替える

DO色白

VFOモードのとき（→p.23)

ε画型〉笹⑨を押す
・［U円を押すと高いバンドに、［DOWN］を押すと低いパン
ドに切替わります0
．スイッチを押し続けると連続的に変わります。

初期値 マチュアバンド

1.91 (CW) 1.9075～ 1.9125 

3.5 (LSB) 3.500～ 3.575 

(LSB) 
3.747～ 3.754 

3.8 
3.791 ～ 3.805 

7.0 (LSB) 7.000～ 7.100 

10.1 (CW) 10.100～ 10.150 

14.0 (USB) 14.000～ 14.350 

18.1 (USB) 18.068～ 18.168 

21.0 (USB) 21.000～ 21.450 

24.9 (CW) 24.890～ 24.990 

28.0 (USB) 28.000～ 29.000 

29.0 (FM) 29.000～ 29.700 

50.0 (USB) 50.000 ～ 51.000 

51.0 (FM) 51.000 ～ 52.000 

52.0 (USB) 52.000～ 54.000 

注意・ 1MHz表示が点灯しているときに［UP][DOWN］を押す

- と別の動作をします（→p目21）。
・非常連絡設定周波数4,630kHzはバンド切り替え操作で

は選択できません。（→p目27)



MHzステップで周波数を切替える

VFOモードのとき（→p.23)

任両三〉を押す
・lMHz表示が点灯し、 MHzモードになります。

2痘亙画〉毎事を押す
・［UP］を押すと高いほうに、［DOWN］を押すと低いほう

に、 MHzステップで切替わります。

・スイッチを押し続けると連続的に変わりますo

l (9-0 f 9"5.[J [J :~'!', I j♂0 20 0 
1MHz 

~e画函〉を押すと馳ステ 7 プで変わります。

解除には

3~⑥を押す
・lMHz表示が消灯します。

周波数ステップを切替える

MHzモードの周波数ステップは、メニューNo.02で、500kHzまた

は100kHzに変更できます。

1 同調つまみ左下の［MENU］を押す

2 MULTI/CHつまみでメニューNo.02を選ぶ

3 [UP] [DOWN］で100/500/1000 kHzから選ぶ

4 [MENU］または［CLR］を押す

1M/500K 

MULTI / CH 
］司波数ステップの選択
100/500/lOOOkHz 
初期値 lOOOkHz⑨
 

UP/DOWN button Frequency step size in the I MHz mode 盟国圃

周波数を合わせる

10kHzステップで周波数を切替える

。
VFOモードのとき（→p.23)

QMULTICH）を回す
－時計方向に回すと高いほうに、反時計方向に回すと低い

ほうに、 lOkHzステップで切替わります。

周波数ステップを切替える

MUL TI/C Hつまみの周波数ステップは、FMモード以外はメ

ニューNo.03で、FMモード時はメニューNo.04で、変更で、きます。

1 同調つまみ左下の［MENU］を押す

2 MULTI/CHつまみでメニューNo.03または04を選ぶ

3 [UP] [DOWN］で周波数ステップを選ぶ

メニューNo.03 1、5,10 kHz 

メニューNo.04 1,5、10、12.5、20、25 kHz 

4 [MENU］または［CLR］を押す
CH.STEP 

MULTI/CH~ 周波数ステップの選択

FM以外 1/5/IOkHz
FM l/5/I0/12.5/20/25kHz 
初期値 IOkHz

MULTI/CH control Frequency step size for SSB, CW, FSK, or AM mode 

MULTI/CH control Frequency step size for FM mode 

下位閤波数の丸め

周波数ステップ以下の桁は、整数倍に丸めていますが、メニュー

No.05で、この機能をOFFにできます。

丸めがONのときとOFFのときの、周波数の変わりかたの遣

いを、14.26173MHzを例に示します。

ONのときMULTI/CHつまみを回すと、

14.26000 ← 14.26173 → 14.27000 

OFFのときMULTI/CHつまみを回すと、

14.25173 ← 14.26173 → 14.27173 

1 同調つまみ左下の［MENU］を押す

2 MULTI/CHつまみでメニューNo.05を選ぶ

3 [UP] [DOWN］でON/OFFを選ぶ

4 [MENU］または［CLR］を押す

STEP.ADJ 

MULTI / CH 

⑧
 

Frequency Rounding off when using MULTI/CH control in VFO mode 
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周波数を合わせる

周波数を直接インフ。ツ卜する相手の周波数にチューニングする

交信する周波数カず決まっているときは、テンキーで目的の周波

数を直接インプットできます。

①①① 
0R1R 
0AGc~r0 
G①⑪ 

む

J
I
l
l－
f
l
l
1
i
 

A

一

叫

一

－一－一

p

－
 

J

－
－
 

um

－－ 

R

－
 

p

－
 

－一－一

回

一

一

－

一

川

・

由

一

d

u

一
－
 

国

一一歩

1 (Q亘りつを押す

肘

VFOモ ドのとき

5望事Dを回す
－時計方向に回すと高いほうに、反時計方向に回すと低い

ほうの周波数にチューニングできます。

－同調つまみ一回転の変化量はモードによって異なりま

す。また、［FINE］を押してFINE機能をONにすると、変化
量を1/10に変えて微調節できます。 （下表参照）

（→p目23)

国（：1.°-＿＂：~~・－！

Jol／－＇プーJ 
jo-＿＇＂プー 1 

lllJ 

一一》

⑨⑦⑨→ 

④⑨ 
割－
E

E
－－ 

①⑤① 
lllJ 

⑦ 一一歩

－送受信の範囲外の周波数がインプットされたときは、エ

ラー音で警告し、入力はキャンセルされます。

. I～6MHzは01～06とインプットしてください。

・間違えてインプットしたときは、［CLRJ、［SEND］または
マイクロホンの［PTT］を押すと、もとの周波数に戻りま

す。

3 (Q亘りつを押す
．インプyトは終了します。

・インプットの途中で［ENTER］を押すと、残りの桁は0にな

ります。

FINE [kHz] 

OF~「ーON

注意・ FINEがONのときはRIT/XITキーのステップも1/10に

なります（→p.59）。

または

10 

10 

100 

同調つまみ
一回転の変化量

SSB/CW/FSK 

FM/AM 

＼ 

DNJ,d 
マイクロホンの⑪、maを押す
・［U円を押すと高いほうに、［DOWN］を押すと低いほうの
周波数にチューニングできます。

・スイ yチを押し続けると連続的に変わります。
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VFO AとVFOB 

FAj VFO AとVFOB UE望
E
E
－－且

受信・送信周波数やモードの設定は、基本的にはVFOモードで行

います。本機にはVFOAとVFOBの2つのVFOがあります。

8888 
eeee 

シンプレックス運用

シンプレックス（受信周波数＝送信周波数）のときは、現在運用し

ているVFOが、メインバンドに表示されます。

例 VFOA: 14.000、VFOB: 21.280 

VFO Aで運用していることを示す

A
 n
u
 

pnu 

mnμ 

目

n
u

則
一

U
t．畑

VFO AとVFOBを切替えるには

ーーを押す
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凹／BJを押すたびに、VFOAとVFOBが切替わります。

~RJ スプリッ卜運用 ~TJ 
スプリッ卜（受信周波数学送信周波数）のときは2つのVFOを使

用します。

注意・ VFOとメモリーチャンネルを使ったスプリッ卜につい
幅四ー圃てはp.24をご覧ください。

例現在はVFOAで周波数は14.000、VFOBは21.280のとき

シンプレックスとスプリットを切替えるには

逗匝号を押す
－もう一方のVFOが、送信周波数としてサブ表示されま
す。

AN丁目 PRE-AMP 

I LI ,-, ,-, ,-, ,-, ,-, ;~LIT 

t守.LI LI LI. LI LI B’♂｛♂El DO 0 

・［SPLIT］を押すたびにサブ表示（＝送信砂）がON/OFFし
て、シンプレックスとスプリットが切替わります。

ー（送面信D惨を押すたびに、サブハンド
）がON/OFFする

く:JA ー画む寸 A ー亘⑥＜コ A

B’ （元に戻る）メイン／＼ンド

（＜］受信）は
変わらない

A’ くlB ヨ唖至〉寸 B ー匝DくIB
（元に戻る）

スプリッ卜のまま、 VFOAとVFOBを入れ替えるには
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開／BJを押すたびに、メイン表示のVFOと、サブ表示のVFOが
切替わります。

ーーの操作

[A=B］は、VFOモードで受信中に、VFOAとVFOBを同じデータ

にするキーです。

シンプレックス時は、VFOAとVFOBが、ともに表示中のVFO

と同じデータになります。

スプリッ卜時は、VFOAとVFOBが、メイン表示のVFOと閉じ

データになります。

注意・メモリーチャンネルで受信しているときは、［A=B］は働

きません。
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VFO AとVFOB 

VFOとメモリーチャンネルの切替え

VFOモードで設定した周波数等は、必要に応じてメモリーチャ

ンネルに登録します。

（登録についてはメモリーチャンネル→p.38）。

eeee 
8888 

⑨きりの操作

VFOからメモリーチャンネルに切替えるには

⑨通りを押す
・最後に使ったメモリーチャンネルが呼び出されます。

メモリーチャンネルがシンプレ yクス（CH.JO）の場合

,11; c' '. 3 rirla a‘M J回；
メモリーチャンネルがスプリット（CH.17）の場合

H ・~I Iヲ，－，,-, ，－，門 SPLIT1回；lワζ ，.ゴLtLt.Lt Lt‘M’，：＇ l]OE.50 
[M/V］を押すたびに、VFOとメモリ チャンネルが切替わりま

す。

唖匝ちの操作
メニュー07をONにすると、2つのVFOとメモリーチャンネルを

組み合わせたスプリッ卜運用もできます（→p.40）。

ー亘Eを押す
・［SPLIT］を押すたびにサブ表示がVFOとメモリーチャンネ

ルに切替わります。
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TF-SET機能

TF-SET機能は、主にスプリッ卜運用で、送信しようとしている周

波数を受信してみたり、送信周波数だけを変更するための機能で

す。

θeee 
eeeθ 

送信周波数を聞いてみる

スプリッ卜運用中に

E図 ANTO PRE-AMP 

・~I I可，，L ,: ,-, !~LIT 

ζ t.j Lt D.コ，＿， s炉，：＇f ]0000 
USB 

③壬亘喧〉を押し続ける
－押している聞は送信周波数で、受信します。

ffiJ AN丁目 PRE-AMP 

コI :1 ,-, ,-, ,-, ,-, S~L!T 『 a 『門戸戸門
ζ I. J LI LI. LI LI .,. B C’i. :I LI t':,. ':, LI 

年ぞ孟ちを押し続けている聞は

［同調つまみ］、［MULTICH］やマイクロホンの［UP/OWN］で、

周波数を変更できます。



SSBで交信する

SSBの基本操作

ー言亙言うを押す
・ LSBまたはUSB表示にします。モードのl文字自のモール
ス符号が聞こえます（モードモールス→p.57）。

LSB （・ー・・） USB ( ・ ・ ) 

・ SSBモードでは、周波数＜9.5MHzではLSB、周波数主主
9.5MHzではUSBになります。

ID AN丁目

コtコ
ζ I.♀ 
USB 

A
 

2交信したい周波数に合わせる。

－目的の信号が明瞭に聞こえるようにします。

－受信フィルターについてはp.46をご覧くださし、

送信するときは

3 C§:画⑥またはマイクロホンのGaを押す
－送信中はTX表示が点灯し、 PWRメーターが送信出力を示
します。

咽－s-7-9-20-,n ~ 

S’f~~~：恒ls~I！！！！！：’rife山
。哨＂： '.:--1.s一一一3一一～～芝町
S世相、 叩一一一 山

_ .. .，－「二ーーム <OctR 

c件川百・・・ － 

・号号い信号の相手に送信するときはスピーチ・プロセッサ

ー［PROC］が有効です（→p.26）。

・［SEND］を押さずに、話すだけで送信することもできます

(VOX → p.58）。

・メニューNo.47(TXモニター→p.62）で、変調前のAF信号

をモニターできます。

4マイクロホンに向かつて話す

~~· Micゲ、インの調節

山

O
m
O。。

⑨至。を押す
・現在のゲインが表示されます。

... A '"' T「ーI IよL --
en :.:., ,_, 

言言しながら

2 QMULTICH）を回す

・ ALCメーターを見ながら、 ALCが軽く振れる程度にMIC
ゲインを調整します。

・ MICゲインは0～100の範囲で調整できます。

3⑩⑨を押す
・ MICゲインの調節は終了します。

注意・スピーチプロセッサー（→p.26）がONのときとOFFの

- ときで、MICゲインは別々の設定になります。

・あまり大きな声で話したり、マイクロホンとの距離が

近すぎると、明瞭度が低下したり、倶IJ波帯か、広がる場合

か、あります。マイクロホンと口元の間隔は5cmi:立が適

当です。

• AFアンプを内蔵しているマイクロフォンの場合は出力

レベルにご注意くださ l¥o

• ALCのレベルは、MICゲインを上げすぎている場合で
も、当社の従来機に比べて制限されています。これは

DSPによる送信ゲインコントロールが働くためです0

• MICゲインを上げすぎると周囲の雑音を拾いやすくな
ります。
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SSBで交信する

コンブレッションレベルはメニューNo.15で選択します。

PROC.LOW/HI 
SSB/AMの送信音質

~FU 

』F
コンフレッションレベル
O～25dB,5dBステップ
初期値 lOdB

MULTI / CH 

/" No "" 

( 15 J 
Speech processor compression level 

スピーチプロセッサーのON/OFF

本機はSSB/AMモードの音声信号処理にDSPを使用しています。

このため、声の特徴や好みに合わせた音質で送信できます。

口 カルQSOなど、比較的強く安定した相手と交信する場合

は、帯域幅を広げてください。低域から高音までワイドレン

ジな音質で送信できます。

DXへのパイルアッフ。時や、7MHzの圏内QSOなどの混んでい

るバンドでの運用時は、帯域幅を狭くして隣接局への混信を

少なくします。さらに、TX.EQと組み合わせると、パイルアッ

プに強い音質にできます（→p.60）。

帯域幅は2.4kHz(NORMAL）と2.0kHz(NARROW）があり、設定は

メ二ュ No.13でf子います。

TX.WIDTH 

呈ピ
・・...... B.P.F.の選択
2.4, 2.0 

初期値 2.4[kHz] 

MULTI/ CH 

/ No. "" 

( 13 ) 
TX filter bandwidth for SSB or AM mode 

SSB/AMモードで

ーーー〉を押す
・ PROC表示が点灯します。
・ SWRメーターはCOMPメーターに変わります。

二ぷ選沼田園圃・・・・

スピーチプロセッサーをONにすると専用のフィル

タ が入ります。

帯域幅を大きくすると、口ーカット周波数は変化せずにハイカッ

ト周波数が変化します。

注意
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スピーチプロセッサー

注意・スピーチプロセッサ がONのときとOFFのときで、

置－ MICゲイン（→p.25）は別々の設定になります。

スピ チプロセッサーをOFFにするときは

ーー⑤を押す2 

SSB/AMモードでは話し手の声の大小が出力の変化となって直

接伝わるため、聞きづらいことがあります。

スピーチプロセッサーを通すと、リミッタ（※）が働き、音声の周

波数帯域を3つに分割します。それぞれの出力レベルが一定レベ

ルになるように声の大小を平均化し、平均電力を上げて送信しま

す。

相手にたいして信号が弱いときや、弱し、信号の相手に送信すると

きは、スピーチプロセッサーをONにすると了解度が上がります。

※リミッタ（Limitter)

信号波形が一定値以上になると、それを超えないように
制限する回路

OFF 

時間

スピーチプロセッサー
送信出力

F 時間

'hJul一八一一－
U¥/V_V ＿＿一一一

ON 
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cwで交信する

cwの基本操作

3亘⑨を押す
・CW表示にします。モードのl文字目のモールス符号が聞
こえます（モードモールス→p.57）。

cw （一・一・）

ml ANT目, ,-, 
I LI. 
cw 

I ,, L ,, ,-, <14A 
I LI ~.LI LI 

2交信したい周波数に合わせる。
－受信音（CWピッチ）は、メニューNo.20で、周波数を変更

できます（→p.29）。
・受信フィルターについてはp.46をごらんください。

送信するときは

3③函匝〉を押す
－送信中はTX表示が点灯し、メーターはPWRメーターに変
わります。
－受信周波数に送信周波数を合わせるにはオートゼロイン
（→p.28）をごらんください。
・［SEND］を押さずに、キーダウンするだけで送信すること
もできます（ブレークイン→p.28）。

4電鍵またはパドルによりキーイングする
－サイドトーンが聞こえないときはメニューNo.21で音量を
調節します（→p.29）。 （本機は、 cwピyチとサイドト
ーンの周波数は同じです。）

CW-R (CWリバース）

cwモードでは、信号を復調するために通常USB側で受信してい
ます。この周波数の位置関係を逆（リパース）にして、LSB側で受

信することもできます。片側に混信信号があるときは、反転させ

ると混信を除去できる場合があります。

USB側で聞くのがゾーマル

LSB側で聞くのがリパース です。

⑦①① 

cwモードのとき

笹言⑥を押す
・CW R表示になります。モードのl文字目のモールス符号
が聞こえます（モードモールス→p.57）。

CWR （一・一・ ・ー・）

ml ANT目, ,-, 
I LI. 
I,-, L ,-, ,-, ... A 
I LI ~I.LI LI 
CWR 

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 
非常連絡設定周波数 ｜ 

4,630kHzは、非常通信の連絡を設定する場合に使用する周

波数です。連絡設定後の通信は、通常使用する周波数で‘行っ

てください。
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注意・内蔵のオートアンテナチューナーは非常連絡設

置ー 置周波数4,630kHzでは動作しません。（→p.52)
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cwで交信する

ブレークイン ANT O PRE・AMP VOX 

I 1-1 I 1-1 L 1-1門 <4A
' '-'・ ' ,_, ♀－ ,_, ,_, 
cw 

ml 

送信モードがcwモードのときは、キーダウンするだけで送信す
るようにできます。ディレイタイムの設定によって、フルブレ

クインとセミブレークインか、あります。

送信モードをcwにして

2キーヤーを押して送信する
UEE 
C
M目
E
E
 

テJイレイタイムの設定

フル／セミブレークインを解除するときは

＠）を押す3 

川

O
M
O
w
O

一o
C生jー亘盃むを押す

．サブ表示部に現在の設定値が表示されます。 オートゼ口イン

オートゼ口インは、相手局が送信してきた閏波数に自局が送信す

る周波数を合わせる機能です。

を押す

自
由
自
由

日

2 QMU印 CH）を回す
－フルブレークインのときはFBKにします。

・セミブレークインのときは5～100(50～lOOOms）の中から

選べます。

設定を終了するには

S亘⑨を押す

U .. CTIV 
:.J I 』 1’

FAST 

II L 
<4A 

T II Id C 
I Lll•IL 

FAST 

「II

'-'"' 
<4A 

3 

・送信周波数が自動的に変化して、設定しであるcwピッチ
（二サイドトーン）と受信中の信号のピッチを合わせま

す。

－ゼロインが完了したらCWTUNE表示は消えます。

－ゼロインできなかったときは、元の周波数に戻ります0
．オートゼ、ロインを中断するときはもう一度［CWTUNE］を

押します（元の周波数には戻りません）。

注意・ DSP受信フィルターを1kHzまたは2kHzに設定してあ

醐醐聞幽 るときは、オートゼ口インは動イ乍しません。

－相手局のキーイングスピードが遅すぎる場合や、混信

がある場合はオートゼ口インできないことがありま

す。

－オートゼ口インできない場合は、サイドトーンを出し

てビートピッチと聞き比べるか、cwモードとCW-R
モードでのビートピッチ同士を比べて合わせます。

－オートゼ口インが動作する範囲は、cwピッチ周波数
に対して土300Hz以内です。

フル／セミブレークイン

呈亡
逗雪むを押す
. vox表示にします。
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RIT周波数にオートゼ口インさせる

RITをONにしているときは、メニューNo.48（→p.59）をONにす

ると、RIT周波数に対してオートゼロインが働きます。

RITZEROJN 

MULTI/CH 

⑥
 

RIT周波数がオートゼロイン
する（ ON) Iしない
初期値 OFF

CW tune available for RJT 

サイドトーンと聞き比べる

③⑧をOFFにする

・ブレークインを解除します。 （→p.28) 

2⑧⑥をOFFにする

－送信周波数と受信周波数の聞に差を作らないようにしま
す。（→p.59)

3キーダウンする

－サイドトーンをモニターします。

4 (2璽主を回す
・サイドトーンと同じ周波数に聞こえるように合わせま
す。

cwモードとCW-Rモードを比べる

ゼ口インしているときはcwモードとCW-Rモードのビートピッ
チは同じ音になります。

これを利用してcwとCW-Rを交互に切り替え、周波数が閉じに
なるように同調つまみで合わせると、正確にゼ口インできます。

cwで交信する

cwピッチの変更 ~IJ 
cwモードのように、搬送波を直接キーイングする電信では、こ
れを可聴音に変換するためにBFO（※）があります。

※ Beat Frequency Oscillator 

BFOと受信周波数の差がビート音として聞こえてきます。本機

ではこの周波数差を「cwピッチ」と呼び、メニューNo.20で
400Hz～1 OOOHz (50Hzステップ）で変更できます。聞きやすい周

波数に設定してください。

cwピッチ

BFO周漉数 自局の受信周波数

（＝＝表示周波数）

PITCH 

MULTI / CH 

R 
CW RX pitch/ TX side tone frequency 了翠轡箇園国園圃

サイドトーンモニター

サイドトーンモニターは、送信中のキーイング信号を聞くための

機能で、メニューNo.21で、OFFまたはON（＝音量1～9）が選べま

す。

cwモードでキーダウンすると設定しであるサイドトーンが聞
こえます。本機のサイドトーンはcwピッチと同じ周波数です。

送信しないときは全モードでcwキーイングをモニターできま
す。ゼ口イン、キー操作の練習またはメニュー操作でサイドトー

ンを選択するとき試聴するのに使います。

CW  VOL* 

MULTI/CH 

サイドトーンの音量
OFF，！～9 

初期値5⑨
 

TX sidetone volume 
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FMで交信する

FMの基本操作

ー匝~を押す
・FM表示にします。モードのl文字目のモールス符号が聞
こえます（モードモールス→p.57）。

FM （・・ー・）

@:I AN丁目

コCIC
ζ .：.，. ,:, 

A
 t

’－
 pnu 

mnμ
剛

2信号の出ていない周波数に合わせる

3 （＠竺⑥を回す
・O目盛からゆっくり目して、ノイズの消える点（スレッシ
ョルド・ポイント）で止めます。

IF SHIFT ~SOL 

4交信したい周波数に合わせる。

・FMモードの運用は29MHz/51MHz帯で、行います。

・Sメーターを見ながら、目的の信号が明瞭に聞こえるよう

にします。

－受信フィルターについてはp.49をごらんくださし、

送信するときは

5 ＠：匝⑧またはマイクロホンのGaを押す
－送信中はTX表示が点灯し、メーターはPWRメーターにな

ります。
・ 29MHz帯の送信帯域幅はナローですが、ワイドに変更で

きます（→右記）。

・［SEND］を押さずに、話すだけで送信することもできます

(VOX → p.58）。

・メニューNo.47(TXモニター→p.62）で、 FM変調前のAF信

号をモニターできます。

6マイク口ホンに向かつて話す

注意・感度が低いマイクロホン（MC90等）を使用している時

は、十分な変調がかからない場合があります。

パネルのMIC（マイクゲイン）つまみではFMモードのマイクゲ

インは変化しません（マイクゲインの調節→右記）。
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FMマイクゲインの調節

FMモ ドのマイクロホンゲインはLOWに初期設定しでありま

す。感度が低いマイク口ホン（MC90等）を使っているためゲイン

を上げたい場合などはメ二ュ No.17でゲインをHI（約12dBアッ

プ）に切替えられます。
FM.MIC 

MULTI / CH 
FMマイクゲインの切替え
L / H 
初期値 L⑦ 

Microphone gain for FM mode :~ 

ドI」ナ口一／ワイドの切替え

本機は、FMモード、の29MHz帯ではより多くのアマチュア局が交

信できるように、ナ口一送信にしてあります。

相手局がワイド送信のとき、ナ口ーで受信すると、受信音カf聞き

づらくなります。

また、相手局がワイド受信のとき自局がナ口一送信すると、相手

局での受信音量は小さくなってしまいます。

これらの場合は、相手局に合わせてワイドにしてください。

注意・ 50MHz帯で、はワイドに初期設定しであります。

回
日
日
由

FMモ ドのとき

生亘匝〉を押す

－サブ表示部に現在のフィルターが表示されます。

<lllA 
C 1,,1 一川口口
f’ I I --I •I rt ff 

2 QMULTICH〕を回す
－時計方向に回すとWIDE、反時計方向に回すとNARROW

になります。

3 (ill肩〉を押す
・もとの表示に戻ります。



レピーター

29MHz帯のレピーターは電離層反射を利用するため広い地域の

アマチュア局と交信できます。レピーターは、一般に送信周波数

と受信周波数が異なり、また送信信号にサブトーンが付加されて

いるとき動作します。

（日本のHFのレピーターは100kHzシフト、サブトーン88.5Hz、

連続です）

日本のレピータ－

レピータ－

JP8YCV 

受信周波数29.550MHz

送信周波数29.650MHz

ウ~~：I <fl' 受信周波数29.570MHz

lA 送信周波数29.670MHz

FMで交信する

サブトーン周波数 .i:~ 
本機はサブトーン周波数（＝CTCSS周波数）として下表の39波
を内蔵しています。（CTCSS周波数のときは1750Hzは使えませ

ん。）

メニューNo.18でサブトーン周波数が選べます。

コンビューターコマンドで使用するときはNo.を選択してくだ

さい（→p.79）。

トーン周波数

No 周波数［Hz] No 周波数［Hz] No 周波数［Hz]

0001 6 7. 0 0014 1 0 7 2 0027 1 6 7. 9 
0002 7 1 . 9 0015 1 1 0. 9 0028 1 7 3. 8 
0003 7 4. 4 0016 1 1 4. 8 0029 1 7 9. 9 
0004 7 7. 0 0017 1 1 8 8 0030 1 8 6. 2 

0005 7 9. 7 0018 1 2 3. 0 0031 1 9 2. 8 
0006 8 2. 5 0019 1 2 7. 3 0032 2 0 3. 5 
0007 8 5. 4 0020 1 3 1. 8 0033 2 1 0. 7 
0008 8 8. 5 0021 1 3 6. 5 0034 2 1 8. 1 
0009 9 1 5 0022 1 4 1目 3 0035 2 2 5. 7 
0010 9 4. 8 0023 1 4 6目 2 0036 2 3 3. 6 
0011 9 7. 4 0024 1 5 1. 4 0037 2 4 1 . 8 
0012 1 0 0 0 0025 1 5 6. 7 0038 2 5 0. 3 
0013 1 0 3. 5 0026 1 6 2. 2 0039 ( 1 7 5 0. 0) 

SUB.TONE 

MULTI / CH 

⑨
 

Subaudible tone for FM mode 

サブトーン周波数の種類

レピーターによってサブトーン周波数の種類が異なり、メ

ニューNo.19で種類を変更できます。（CTCSS周波数は常にcで
す。）

種類 c : continuous （連続）

b : burst（パース卜）

SUB.TONE 

加町LTI/ CH 

サフトーンモードの切り替え
b（バスト） , C （連続）
初期値 c⑨
 

Type of subaudible tone for FM mode 一；；三週遡．．． 

サフトーンのON/OFF ,:o~ 
送信と受信がともにFMモードのときサブトーンを送信できま

す。

注意・ FMモード以外でもサブトーン周波数の選択はできま

す。

送・受信ともにFMモードにして

⑬AGC/TONE）を押す

・T表示にします。 (CTCSS表示が点灯しているときはさら
に2回押します。）
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FMで交信する

レピーターへのアクセス

888の
のeee

送受信ともにFMモ ドにして

ーーを押す
・ VFO Aを表示させます。

2 cr画面Dを回す
－レピーターの送信周波数を設定しますo

(~ fi c'9.5ワ10[I ‘A 
3③瓦を押す
・ VFO Bを表示させます。

4 0:亘曾を回す
・レピーターの受信周波数を設定しますo

l~州出
5 （§亘Eを押す
．スプリット表示になり、 SPLITが点灯します。

6⑬AGC/TONE）を押す
・T表示が点灯します。

－サブトーンは、送信時のメニューNo.18/19のデータで

す。
メモリーチャンネルから送信する場合は、メモリーチャ
ンネル登録時にメニューNo.18に設定しであったトーン周

波数です。

/29.E唱raa ~iL!T♂ 9.~ 170.00 
－この状態で［M.IN］を押し、［MULTI/CH］で00～89の中のチ
ャンネルを選んで再度［M.IN］を押すと、メモリーチャン

ネルに登録されます。
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7マイクロホンのmaを押しながら話す
・TXが点灯し、サブパンドにあった送信周波数がメインパ
ンドに移ります。

OJ ANT目 PRE・AMP

守口C,-, ,-, ,-, ,-, ：~LIT 「，－，，－ F 『『四
ζ .：：：..， . .:::.., ' L.t. L.t L.t s .. C.1 :l.b’IUUU 

FM T 

CTCSS co『 OLIST叫 O「11「
圃F ＝圃

本機のCTCSSは、送信と受信がともにFMモードのとき動作しま

す。

CTCSSをONにすると、音声信号にCTCSS周波数を付加して送

信し、受信時はCTCSS周波数が一致している信号に対してだけ

スケルチ（トーンスケルチ）が聞きます。このため、交信相手をあ

る程度特定できます。

注意・ CTCSS周波数はサフトーン周波数と同じですが、
開隅隅時 1750Hzの場合はCTCSSは動作しません（→p.31)。

・スケルチつまみを時計方向に回し切っている場合は、

CTCSS周波数が一致している信号でもスケルチが聞

かないことがあります（→p.19）。

⑦①①  

送・受信ともにFMモ ドにして

包瓦を調節する

・スレッシヨルドレベルに合わせます （→p 19）。

2⑬AGC/TONE）を押す

・ CTCSS表示が点灯します。 (T表示が点灯しているときは
もう一度押します。）

-<4A 

T表示のときは
もう一度押す

CTCSS 



AMで交信する

AMの基本操作

1 e画~を押す
・AM表示にします。モードのl文字目のモールス符号が聞
こえます（モードモールス→p.57）。

AM （・一）

liEI AN丁目 PRE・AMP 

I l I I ,-1 C ,-1 ,, 咽A
I ,. I I ~- LI LI 

2交信したい周波数に合わせる。

・Sメーターを見ながら、目的の信号が明瞭に聞こえるよう
にします。
－受信フィルターについてはp.46をごらんください。

送信するときは

3⑧匝⑥またはマイクロホンのGaを押す
－送信中はTX表示が点灯し、メーターはPWRメーターにな
ります。
－弱い信号の相手に送信するときはスピーチ・プロセッサ
ー［PROC]が有効です（→p.26）。
・ DSPによる送信AGCにより、変調度は一定に制限されて
います。

・［SEND］を押さずに、話すだけで送信することもできます
(VOX → p.58）。

4マイクロホンに向かつて話す
・AMモードではALCメーターはほとんど変化しません。

マイクロホンに向かつて、 PWRメーターが軽く変化する
程度にMICゲインを調整します（マイクゲインの調節→
p.25）。

・ MICゲインを上げすぎると、明瞭度が低下します。

・メニューNo.47(TXモニター→p.62）で、 AM変調前のAF
信号をモニターできます。

・・・圃．．．．．．．． 

注意・あまり大きな声で話したり、マイク口ホンとの距離が

一一近すぎると、明瞭度が低下したり、側波帯が広がる場合

があります。マイクロホンと口元の間隔は5cm1立が適

当です。

AM BC帯を9kHzステップにする

[MULTI/CH］つまみは通常は10kHzステップですが、AMモードで

BC帯（下記）になると9kHzステップになります。

BC帯 522 kHz手 f孟1710kHz 

この機能はメニューNo.06で、10kHzステップにもできます。

BC.STEP 

MULTI / CH 

⑧
 

BC帯 9/lOkHzステップの
選択
初期値 9kHz

MULTI/CH conlrol Frequency slep size for AM mode in AM broadcas/ band 
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RTTY通信をする

円TTY装置

Multim8d巴

Communications 

Pre c巴sso「S

RTTY(Radio Teletypewriter）は、音声や電鍵のかわりにキーボー

ドを操作して、それを符号に変換して送受信する、データ通信

の1方式です。
RTTY装置は背面のACC2端子と接続します。端子の詳細につ

いてはp.16をごらんください。

シフト幅

FSKモードで5単位のRTTY信号を使用する場合、マーク周波数

（表示周波数）とスペース周波数は、一般的には170Hzシフトして

います。

工場出荷時のシフト幅は170Hzですが、メニューNo.29で

200Hz、425Hz、850Hzに変更できます。

FSK.SHFT 

MULTI / CH 

弓空〉
FSK shift 

周波数関係は下記のとおりです。

シフト幅
』

『

スペース周波数 マーク周波数
＝表示周波数

キーオープン キーショート
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注意・本機とRTTY装置の電源を共通にしないでくださいo

=-= ・ RTTY装置に本機を近づけすぎると、ノイズを受信する

ことがあります。

ATTY符号のキ一極性反転

工場出荷時は、キーショー卜時にマーク周波数、キーオープン時

にスペース周波数が送信されます。接続するRTTY装置の極性が

反転している場合は、メニューNo.30をON（＝スペース送信）にし

てください。

キーショー卜

マーク

スペース

キーオープン

スペース

マーク

MARK.POL 

MULTI / CH 

⑧
 

Key down polarity for FSK mode 法... ・E・－

受信トーンの変更

FSKの受信トーンは工場出荷時は2125Hz(HIGH）ですが、メ

ニューNo.31で1275Hz(LOW）に切替えられます。

FSK.TONE 

MULTI / CH 

弓む
Tone frequencies for FSK mode 



リバース

標準状態のBFO(RXCARRIER）は、LSB側を使用しています。

相手局が逆シフトの場合は、BFOがUSB側にリパ スし、受信側

で極性を合わすことができます。

L :,,7 i--~m 』！

マーク周波数 スペース周波数
＝表示周波数

キーオープンキーショート

注意・送信時はキ オ プン時がマ ク信号になり、逆シフ

- 卜します。表示周波数はスぺ ス周波数になります。

FSKモードで

使函量〉を押す
・ RFSK表示になります。

ml AN丁目 PRE・AMP 

1υ，－， ,-, L ,-, ,, 叫A
I I.LI I ♀.LI LI 

2＠亘⑧を押す
．ノーマルに戻ります。

AF出力レベルの調節

本機のAF信号はACC2端子（ANO→p.16）からRTTY装置に出

力されます。このレベルはメニューNo.34で0～9まで10段階の調
節ができます。ご使用になるRTTY装置に合わせてください。

PKT.OUT 

MULTI / CH 

AF信号の出力レベル調節
O～9 
初期値レベル4⑨
 

AF output level for digital operation 湯温・闘．．．．．．．．．．．．．．．．． 

注意・ AFつまみではACC2端子の出力レベルは調節できませ
ー圃醐醐ん。

RTTY通信をする

RTTYの基本操作

②画唇⑥を1または2回押す
・ FSK表示にします。モードのl文字目のモールス符号が聞

こえます（モードモールス→p.57）。

FSK （・ー・）

ml ANT目 PRE・AMP

I LI,-,,-, L ,-, ,, 司 A
I I.LI I コ.LILI 

・ FSKモードにすると、 MIC端子からの音声入力信号は自動

的にOFFになります。

2交信したい周波数に合わせる。

－相手局に合わせる場合は、 RTTY装置のチューニングイン

ジケータ一等を使って、ゆっくりチューニングします0

・送信する前にしばらく受信して、他局の交信に混信を与

えないことをお石在かめください。

－表示周波数はマーク周波数です（ノーマルシフト時） 0 

・AF信号はACC2端子から出力されます。 AFつまみを回し

でもRTTY装置への音量は変わりません。

送信スタンパイには

3逗唖⑧を押すか、 RTTYターミナルを操作する

（一般的にはキーボードから入力します。）

・送信中はTX表示が点灯し、 SメーターはPWRメーターに
変わります。
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パケット通信をする

AFSK方式のターミナル、データ通信、SSTVなどを含みます。

コンビュータ一等

(Multimod巴
Communications 
P「ocesso「s)

パケット通信は、音声や電鍵のかわりにパソコンなどのキー

ボードを操作して行うデータ通信の1方式です。

TNCは背面のACC2端子と接続します。端子の詳細について

はp.16をごらんください。

モードと通信速度

HF帯のパケット通信のモード・通信速度・電波型式は下記のとお

りです。

モード 方式 通信速度［bps] 電波型式

USB&LSB AFSK 300 Fl 

USB&LSB PSK 1200 F 1 

FM AFSK 1200 F2 

パケッ卜フィルターの選択（SSB,FMのみ）

SSBモードの音声受信用の帯域は、パケット通信に使用するには

広すぎるので、メニューNo.32で‘パケット通信用に受信フィル

ターを設定してください。OFFまたは1200•300•PSKモデム用の

4つのフィルターから選べます。

フィルターを選択して、SSBモードにするとSSB表示とFSK表示

が、FMモードにするとFM表示とFSK表示が点灯します。

注意・パケットフィルターは、音声通信には帯域カf狭すぎま

一一一← す。パケット運用時以外はOFFにしてください。

• I＂＼ケットフィルターをONにするときは、受｛言イコライ

ザーはOFFにしてください（→p.60）。

おすすめ
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・メニューNo.41で、メニューNo.32をPFキーに設定する

と、簡単にフィルターを切替えられます（→p.61）。

注意・本機とTNCの電源を共通にしないでください。
週園田園・パソコンに本機を近づけすぎると、ノイズを受信する

ことがあります。

GEi ANT圃 PRE・AMPコtJココ，.＿，,._, ,._, .,. A 
ζ I.♀ ♀ L.t. L.I L.I 
use FSK 

PKT.FIL 

肌JLTI/ CH 

弓D
データ通信のフィルタ切替え

OFF（音声I, 1200, 300, P 
初期値 OFF

Filter bandwidth for diRital oμeratwn 述調・・圃

MENU 
帯域幅

No.32 

OFFのときはSSBモードの受信フィルタ
OFF ーが働き、［DSPSLOPE］つまみで帯域幅

を変更できます。

1200 
1200bpsでパケット運用するとき選択し
ます。 (WIDE : 1.7kHz二回.2kHz)

パケット運用時に、混信があったり、信
300 号が弱いときなどに選択します。

(Narrow: 2.1 ?kHz二回.45kHz)

p PSKモードでパケット運用するとき選択
します。 (1.6kHz二回.OkHz)

SSTV等のフィルター

SSTV等には専用のフィルターはありません。スロープチューン

を調節して混信を除去してください。



表示周波数と実際の送信周波数

SSBモードのときは、表示周波数はキャリアポイントの周波数で

す。

電波が送信される実際の周波数は、

USB時 表示周波数十変調周波数

LSB時 表示周波数一変調周波数になります。

例表示周波数 14.100.00 

サブキャリア 2210 (Hz) 
シフト幅 ±100 (Hz) の場合

ロ ロ
14.097.69 14.100.00 14.102.31 

14.097.89 表示周波数 14.102.11

注意・変調周波数はTNCによって異なります。ご使用のTNC
E園田山の取扱説明書をごらんください。

AF入力感度の調節

TNCから出力されるAF信号は、ACC2端子のPKO（→p.16)

から本機に入ります。この入力感度はメニューNo.33で3段階

に切替えられます。
PKT.IN 

MULTI / CH 

R 
AF inpllt level for digitαl operatwn 

表示 。
入力感度 イ丘 中

[mV] 100 30 

君臨醐悶眠回開

事勢纏調圃・・・・・・・・・・鳩

2 

ロ
『盲1

10 

注意・ ALCゾーンを超えないように考慮して、入力感度はで
部臨山脇 きるだけ低くしてご使用ください。入力感度が高いと

歪や回り込みが起きやすくなります。

入力感度を下げ‘てもALCゾーンを超える場合は、TNC

の出力レベルを下げてください。

• MICつまみではACC2端子の入力感度は調節できませ
ん。

パケット通信をする

AF出力レベルの調節

本機のAF信号は ACC2端子（ANO →p.16）から TNCに出

力されます。このレベルはメニューNo.34でO～9まで10段階

の調節ができます。ご使用になる TNCに合わせてくださし、。

PKT.OUT 

IHJLTI / CH 

AF信号の出力レベル調節
O～9 
初期値レベル4⑨
 

AF output leνel for digital aperσtl0/1 

注意・ AFつまみでは調節できません。

パケットの基本操作

使用するモードに合わせて

壬雪画言うまたはー唖~押す
－モードのl文字目のモールス符号が聞こえます（モードモ
ールス→p.57）。

2交信したい周波数に合わせる。
・パケ y ト通信では表示周波数と実際の周波数は異なりま
す。
・ TNCのインジケータまたはX-Yスコープを見なカfら｛故調

節します。 （詳細はご使用のTNCの取扱説明書をごらん
ください。）

・送信する前にしばらく受信して、他局の交信に混信を与
えないことをお確かめくださし、

・ AF信号はACC2端子から出力されます（→p.16）。 AFつ
まみを回しでもTNCへの音量は変わりません。

送信スタンバイには

3通信ターミナルを操作する
（一般的にはキーボードから入力します。）
・送信中はTX表示が点灯し、メーターはPWRメーターにな
ります。

－送信すると、 MIC端子からの音声入力信号は自動的に

OFFになります。
・ ALCメーターがALCゾーン内で振れるようにAF入力感度
を調整します（左記）。
・ TNCからの変調信号が大きすぎて変調が歪む場合は、 AF
入力感度を調節します。それでも大きすぎる場合は、
TNC側の変調出力を一度しぼり切って、徐々にあげてく
ださし、

注意・実際の運用には、使用するターミナルの取扱説明書に

車四E 且 従い、正しくセッ卜したうえで送信するようにしてく

ださし、。
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メモリーチャンネル

本機には3種類のメモリ があり、それぞれ登録できる内容や登

録方法などが異なります。

メモリーの種類とチャンネル数

メモリーの種類とチャンネル数は下記のとおりです。

．標準メモリー………… CHOO～CH89（合計90)

．区間指定メモリ ……. CH90～CH99 （→p.41) 

．クイック・メモリー......01～05 （→p.42) 

登録できる内容

標準メモリーとクイック・メモリー

シンプレックス・データを登録するとき

・受信周波数 （＝＝送信周波数）

．モード （電波型式）

スプリッ卜・データを登録するとき

．受信周波数とモ ド

．送信周波数とモ ド

このほかに標準メモリーには、サブトーン周波数が登録され

ます（レピーター→p.31）。

区間指定メモリー

・開始周波数とモード

．終了周波数

メモリーのバックアップ

本機はリチウム電池でVFOデータやメモリーのパックアップを

しています。このため電源を切ってもメモリーした内容は保持さ

れています。

工場出荷時の初期値

標準メモリ一、クイック・メモリ一、区間指定メモリーい

ずれもデ タは登録されていません。

リチウム電池の寿命

リチウム電池の寿命は約5年です。リチウム電池の交換に

ついては、購入店または最寄りの当社サービスセンタ に

ご相談くださし、。

参考・本機の電源を切った後も、13.8Vの電源をONにして
弘判明！ おくと、リチウム電池は消費しません。

メモリーのリセット

メモリーを工場出荷時の状態にもどす方法については p.69

をごらんください。
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標準メモリー ｜ 
最も標準的なメモリーが、CHOO～CH89です。ここにはシンプ

レックス・データでもスフリット・デ タでも登録できます。

おすすめ・標準メモリーは10チャンネルごとのグループス
醐欄嗣闇帽 キャンができます。グループ分けして登録すること

をおすすめします（グループスキャン→p目43）。

8888 
eesθ 
(SCAN) (M,VFO) ( M.IN ) 

シンプレバス・データを登録する M咽
正一ーニ亘

送信と受信の周波数が同じシンプレックスの場合は、受信周波数

だけをVFOAまたはVFOBに設定して、メモリーに登録します。

ーーを押す
・ VFOAまたはBで、メモリーしたい周波数、モードを設定
する

2⑨瓦を押す
・メモリースクロールモードになり、最後に操作したメモ
リーチャンネルが表示されます。

メモリースクロールモード

メモリースクロールモードはメモリーの内容を確認する
ためのモードで、受信周波数はM.SCRモードに入る前の
ままです。

[CLRJを押すとメモリースクロールモードは解除されま
す。

例 工場出荷時のチャンネル00を表示

m:I ANT目

メ’モリスク
ロール表示

メモリ
チャンネル

PRE・AMP 

..,.M 

メモリーチャンネル
モ ドを示す

3 QMULTI CH）、マイク口ホンの個2・ea
などで希望のチャンネルを表示させる

・スクロールモードでは、テンキーの2桁入力でメモリーチ
ャンネルを呼び出すこともできます（例 SCHの場合05と

入力する）。

4再度⑨瓦を押す
－登録が終わり、メモリースクロールモードも終了しま
す。
－前に登録されていたデータは消去されます。



スプリッ卜・データを登録する 剛．d

一
送信と受信の周波数が異なるスプリッ卜の場合は、2つのVFOを

使用します。

一方のVFOに受信周波数とそのモード（電波型式）、他方に送信周

波数とそのモード（電波型式）を設定します。その後、VFOモード

でスプリッ卜状態にし、最後にメモリ に登録します。

ーーを押す
・受信（または送信）周波数とそのモード（電波型式）を設

定します。

2 (lーを押す

3冠昼うを押す
－送信（または受信）周波数とそのモード（電波型式）を設

定します。

4 ⑩屋台、次にS亘空うを押す
・ SPLIT表示が点灯します。

I c' '3 ,-, ,-, ,-, ,-, S~L~T 

I I.~ LI LI.LI LI ... a♂ iコnccnI.」LILI. ::.J LI 

メインバンドの周波数が受信周波数に登録される

－このときメインバンドに表示されている周波数が受信周波

数として登録されます。入れ替えるには［A/BJを押しま
す。

5⑩亙〉を押す
・メモリースクロールモードになり、最後に操作したメモリ

ーチャンネルが表示されます。

6 0 MULTI CH）、マイクロホンのm、ma
などで希望のチャンネルを表示させる

・キーで2桁入力することもできます（例SCHの場合05と入

力する）。

7再度⑨亙〉を押す
・登録が終わり、メモリースクロールモードも終了します0

．前に登録されていたデータは消去されます。

注意・ FMモードのサブトーン（＝CTCSS周波数）は、受信周波

叩幽醐即数設定時の値がメモリーに登録されます。 FMモード

以外でも登録されていますが、動作するのはFMモード

の時だけです。

メモリーチャンネル

メモリーチャンネルを呼び出す 問~－M国
メモリーチャンネルモードでは、［MULTI/CH］・マイクロホンの

[UP/OWN］でメモリーチャンネルを呼び出せます。

VFOモ ドのとき

⑨きりを押す
・メモリーチャンネルモードになり、最後に呼び出したメ

モリーチャンネルが表示されます。

－モードキーで電波型式を一時的に変更できます。

・メニューNo.08をONにすると、周波数も一時的に変更で

きます（→下記）。

ml 

M.CH 

15 M
 

t
U
 

M

U

 

削

ro
r
コ

目間

n
g畑
aaa－－
a

’
 

2 QMULTI CH）を回す
・メモリーチャンネルが順次表示されます。

・マイクロホンの［UP/DWN］でもメモリーチャンネルを呼び

出せます。

・データが登録されていないチャンネルは表示されませ

ん。

－送信中はメモリーチャンネルは変えられません。

VFOモードに戻るには

3⑨⑥を押す

周波数を一時的に変更する

メモリーされた周波数は登録し直さない限り変わりませんが、標

準メモリーの場合は、メニューNo.OSをONにすると、メモリー

チャンネルを呼び出している間だけ［同調つまみ］や［テンキ－］で

一時的に変更できます。

この機能は、近接の周波数をチェックしたり、メモリーするとき

使います。
CH.SHIFT 

MULTI / CH 

や
⑨

Tunable 111emo1y cha1111elfrequencies ；ヨ滋掴圃園周岡田園

注意・変更した周波数は、メモリーチャンネルを変えると消

えますが、その前に別のメモリ チャンネルに登録し

ておくことはできます（チャンネル間コピー → 

p.40）。
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メモリーチャンネル

チャンネル聞でコピーする

メモリーチャンネルのデータを直接別のメモリーチャンネルに

登録できます。

メニューNo.08をONにして（→p.39）メモリーチャンネルの周波

数を一時的に変更した場合や、メモリーチャンネルの整理、消去

（空きチャンネルをコピーする）に使います。

す土品1レ
h
h
a
 

モーν、キ

は

す

け

ー
一
押
十

川

寸

」

ノ

イ
「

N
）
干

干

f
M」
メ

0

1

 

E
E
 

U
v
 

2 0MULTI CH）を回す
－希望のメモリーチャンネルを呼び出します。

・マイクロホンの［UP/DWN］でもメモリーチャンネルを呼び

出せます。

「周波数を変更jする場合は、あらかじめメニューNo.08
をONにしておいて、周波数を変更します（→p.39）。

3⑩主むを押す
．メモリースクロールモードになります。

4 QMULTICH）、マイクロホンのe，、 tmD
などで新たに登録するチャンネルを選ぶ

－キーで2桁入力することもできます（例SCHの場合05と入
力する｝。

5再度⑨垂〉を押す
・手！｜｜買2のメモリーチャンネルのデータが、手Jll買6で選んだ
メモリーチャンネルに登録されて、メモリースクロール

モードは終了します。

－前に登録されていたデータは消去されます。

酒~璽豆望室雪四億

注意・区間指定メモリー（→p.41）を標準メモリーにコピーす

阻盟盟E る場合は、表示中の周波数がコピーされます。
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メモリーチャンネルとVFOのたすきがけ運用

メニューNo.07をONにすると、一方をメモリーチャンネル、他方

をVFOにしたスプリッ卜運用ができるようになります。

MR  SPLIT* 

MULTI / CH 
メモリーチャンネルとの
たすきがけ運用の酌αF
初期値 OFF⑨
 

Memo，）’－VFO split operation 

1受信周波数をメインバンドに表示させます

2③亘むを押す
－押すたびに送信周波数が→VFOA/VFOB→メモリーチャ

ンネル→に切替わり、たすきがけ運用になります。

3⑨⑧を押す
．たすきがけ運用は終了します

・メインバンドの状態が、メモリーチャンネルοVFOに切

り替わって終了します。



メモリーをVFOにシフ卜する

表示中のメモリーチャンネルのデータをVFOに転送できます。

C SCAN ) (M>VFO〕（ M.IN ) 

メモリーチャンネルを運用中に

⑨豆函〉を押す
・シンプレックスメモリーのデータは、最後に使用してい

たVFOに転送されます。

－スプリットメモリーの場合は、 VFOAに受信周波数が転

送されます。

・メモリーチャンネルとVFOでたすきがけ運用中の場合
は、メモリーチャンネルのデータが、運用中でない側の

VFOに転送されます。

注意・ロックアウト（→p.44）されているメモリーチャンネル
E園田園田 のデータもシフトします。

・空チャンネルは転送できません。

データを消去（クリア）する

メモリーチャンネルに登録しであるデータを1チャンネル単位で

消去できます。

全データの消去はリセットをごらんください（→p.69）。

VFOモードのときは

1⑨⑥を押す
・メモリーチャンネルモードにします。

2 0MULTI CH）を回す
－希望のメモリーチャンネルを呼び出します。

・マイクロホンの［UPρWN］でもメモリーチャンネルを呼び
出せます。

3 (Q面を約2秒押し続ける
・データを消去し終わるとビープ音が鳴ります。

メモリーチャンネル

｜ 区間指定メモリー ｜ 
区間指定メモリー（CH90～CH99）は，ある範囲内で周波数を操作
したいときや、プログラムスキャン（→p.45）させるときなどに使

用します。

区聞は、VFOAにプログラムスキャンの開始周波数、VFOBに終

了周波数を設定して、メモリーに登録します。

開始周波数と終了周波数には大小の制限はありませんが、両者の

モードなどが異なっていた場合は開始周波数の設定が優先され

ます。

区間を指定する

VFOモードで

1 ⑨⑥を押す
－開始（または終了）周波数とそのモード（電波型式）を
設定します。

2逗ーを押す

3 ⑤⑥を押す
－終了（または開始）周波数とそのモード（電波型式）を
設定します。

4⑨⑥、次に⑧瓦むを押す
・ SPLIT表示が点灯します。

I ANT目 PRE-AMPIi' '3 ,, ,, ,-, ,-, S~L!T 

I I.=; LI LI. LI LI --B ,? /. / D fi 5 D 

メイン表示の周波数が開始周波数に登録される

－このときメイン表示に設定した周波数が開始周波数とし
て登録されます。入れ替えるには［A/BJを押します。

5⑩Eむを押す
・メモリースクロールモードになり、最後に操作したメモ
リーチャンネルが表示されます。

6 0MULTICH）、マイクロホンの－、 tm!D
などで希望のチャンネルを表示させる（90～99)

・テンキーで2桁入力することもできます。

7再度⑩五むを押す
－登録が終わり、メモリースクロールモードも終了しま
す。
－前に登録されていたデータは消去されます。
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メモリーチャンネル

区間指定メモリーを呼び出す 凹当
標準メモリーチャンネルの場合と同様、メモリーチャンネルモー

ドでは、［MULTI/CH］・マイクロホンの［UP/OWN］で区間指定メモ
リーを呼び出せます。

さらに、区間指定メモリーを呼び出している聞は、開始・終了周波

数が簡単に確認できます。

VFOモードのとき

⑨⑤を押す
・メモリーチャンネルモードになり、最後に呼び出したメ
モリーチャンネルが表示されます。

2 QMULTI CH）を回す
・マイクロホンの［UP/DWN］でもメモリーチャンネルを呼び
出せます。

－送信中はメモリーチャンネルは変えられません。

ここで

開始周波数の確認

煙草を押す

終了周波数の確認

使亙唖〉を押す

モードの変更

モードキーを押すと一時的にモードが変わります。

周波数の変更

指定された区間内で、包亘瓦または C画Dと
テンキーで周波数を変更できます。

VFOモードに戻るには

3⑩②を押す

データを消去（クリア）する

VFOモードのときは

1 （亘②を押す
・メモリーチャンネルモードにします。

2 QMULTI CH）を回す
－希望のメモリーチャンネル（CH90～99）を呼び出します0

．マイクロホンの［UP/DWNJでもメモリーチャンネルを呼び
出せます。

3 (Q面を約2秒押し続ける
・データは消去し終わるとピープ音が鳴ります。
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｜ クイ yク・メモリー ｜ 
クイックメモリーは、VFOデータを素早く一時的に保存するため

のメモリーです。

5つのメモリーチャンネル（01～05）がありますが、新しくメモ
リーされるたびに、前のデータは次のメモリーに順送りされて、

05のデータは次には消去されます。

E’I・M・陣E・，•， 1:IMIJ

(Q)Q 

クイック・メモリーに登録する

送信・受信ともにVFOモードのとき

l•l・I【吋：・川司円【・E M.IN）を押す

・ビープ音が鳴って、表示中の周波数と電波型式がQIに登
録されます。

・すでにQI～Q4に登録されていたデータは、それぞれQ2～
QSに順送りされ、 QSのデータは消去されます。

注意・送信・受信いずれかがメモリーチャンネルモードのと
圃圃岨園田 きはクイックメモリーできません。

クイック・メモリーを呼び出す

E’1lll 【岡沼川司M•I MR）を押す

－最後に操作したクイックメモリーが呼び出されます。

2 QMULTICH）を回す

・データの入っているクイックメモリーが順次呼び出され
ます。

ここで

モードの変更

モードキーを押すと一時的にモードが変わります。

周波数の変更

。璽量Dまたは C型むとテンキーで周波数を
変更できます。

元のモードに戻るには

3 l•l・l【叫沼川司川E MR）を押す



スキャン

スキャンは周波数を自動的に変化させて信号を探す機能です。

本機にはメモリースキャンとプログラムスキャンの、2つのタイ

プのスキャンがあります。

｜ メモリースキャン
メモリースキャンの場合は、データが登録されているメモリー

チャンネルを0.4sec/CHづっ停止しながらオールスキャンまた

はグループスキャンします。

BUSY信号があるとスキャンは一時停止し、受信します（BUSYス

トップ）。

その後、選択された条件にしたがってスキャンを再開します。

・スキャン中はSCAN表示が点灯します。
・チャンネル番号が大きくなる方向にスキャンします。ス
キャン方向の変更はできません。
・メモリーチャンネルがすべてロックアウト（→p.44）され
ているときは、スキャンにはならず、エラー音で警告し
ます。

オールスキャン／グループスキャン

下記のいづれかのメモリースキャンをします。

オールスキャン

データが登録されているすべてのメモリーチャンネルをス

キャンします。

グループスキャン

100のメモリーチャンネルは 10のグループに分かれていま

す。 (0: 00～09、1:10～19、2:20～29、・・・）グ

ループを選択すると、そのグループ内だけをスキャンしま

す。

グループ9のスキャン

グループ9の90～99チャンネルは、区間を指定する特殊

なメモリーのため、グループスキャン時はそれぞれのチャ

ンネルの表示周波数をスキャンします。

例 CH93、CH95、CH97が区間指定されている場合

⑩
 

7.270 （開始周波数）

14.200 （表示周波数）

(ch95) f マ

一一 14.150 （開始周波数）
吋

14.300 （終了周波数）

一ー 21.300 （表示周波数）

(ch9計！ マ刈
ーー 21.200 （開始周波数） 21.350 （終了周波数）

オールスキャンさせる -~CJ 

(SCAN) (M>VFO) ( M.IN ) 

メモリーチャンネルモードで

1⑧亘⑥を押す

,,-r1,i1 
..,.M J L I 1 I •I 

スキャン表示

スキャンを止めるには

2⑨唖⑨を押す
・ [CLR］、［PTT］または［SEND］でもスキャンは終了します。
スキャン中に押した［PTT］、［SEND］では送信しません。

グループスキャンを設定する

メモリーチャンネルモードで

1 ⑧唇~を押しながら希望のグループ番号（⑥～
⑨）を押す

－最大10グループまで選べます。複数選択した場合は、小
さいグループ番号から／II買にスキャンします。

グループスキャンを解除する

③亘匝〉を押しながらグループ番号（⑥～⑨）

をすべて押す
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スキャン

BUSYストップの再開条件 B'!.f 
BUSYストップさせる信号の強さは［SOLつまみ］で設定します

（→p.19）。

・ストップしているとき、［MULTI/CH］つまみを回すか、マ
イクロホンの［UP/DWN］キーを押すと、次のチャンネルに

切替わります。

信号が無いチャンネルに切替わった場合は、スキャンを

再開します。

BUSYストップの再開条件は、タイムオぺレートかキャリアオベ

レートかによって変わります。

タイムオベレート（to)

BUSY 信号があると 3秒間ストップした後、信号がないと

きはスキャンを再開する。

信号が続いているときは、再度3秒間ストップするが、最大

約6秒後にはスキャンを再開する。

キャリアオベレー卜（co)

BUSY 信号が続いている聞はストップしている。信号がな

くなってから約2秒後に、スキャンを再開する。

BUSYストップの再開条件は、メニューNo.10で選びます。

CAR.SCAN 

MULTI/CH 

⑨ 
守ャリアオベレート（∞）とタイム
オベレート（to）のαvα干
初期値to

Scan resume method 
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メモリーチャンネルのロックアウト

現在必要なメモリーチャンネルだけをスキャンさせるために、飛

び越したいメモリーチャンネルを指定する機能です。

注意・メモリーチャンネルが全てロックされているときは、ス

園田園幽 キャンにはならず、エラー音で警告します。

⑦①① 
⑪①⑪  

VFOモードのとき

⑨②を押す
－最後に操作したメモリーチャンネルが表示されます。

2 QMULTICH）を回す。
－ロックアウトするメモリーチャンネルにします。

3 C亙⑧を短く押す。
－ロックアウトされると、メモリーチャンネルの下に小さ

な．が点灯します。

GEi 

M.CH 

a 5. M
 

n
u
 

肺
門
U
H
r
o
 

pr
コ

田川

n
Q畑

注意・［CLR］を2秒以上押し続けると、登録されているデータ

ーーは消去されます。

解除には

操作1～3を繰り返します。



スキャンスピード

FMモード以外でプログラムスキャンしている時は、RIT/XITつま

みを回すと1ステップ切り替えのスキャンスピードがP1(20ms) 

～P9 (400ms）まで変わります。

スキャン

プログラム・スキャン ｜ 

⑬Y 

CH90～99は区間指定メモリーで、各々のチャンネルに開始／終了

周波数をメモリーできます。

プログラムスキャンは、この2つの周波数で区切られた区聞を、開

始周波数から終了周波数に向かつてスキャンします。周波数の登

録についてはp.41の区間指定メモリーをご覧ください。

川町－
a
i
a
即
日

s
r
L叶

プログラム・スキャンさせる

ロr
I J 

スキャンスピード表示

て「口t、l~,,_ Ill唱

スキャン表示

<llA 

受f言周波数をVFOモードにして

ー雪型〉を押したまま、区間指定メモリーチャンネ

ル番号をインフ。ッ卜する

FMモードのスキャンスピードは変えられません。

CTCSSをONにしているときは500ms、OFFのときは200msで

す。

・チャンネルがlつのときはチャンネル番号をそのままイン

プットします。

・2つ以上のチャンネルをプログラムスキャンさせるとき

は、下l桁を続けてインプットします。
例 537とインプットする。若いチャンネル番号からCH93

→CH95→CH97をスキャンする。

一7.070（開始周波数）
｜＼＼「一一J ｜ 

ヤ030（終了周波数） : 

ド4.150（開始周波竿） （ 

;14.300（終了周波数） : 

21.200：（開始周波数） ｜ 

DN/ 
U恒E

スキャンホールドは、プロクラムスキャン中に同調つまみ

[MULTI/CH］つまみ、マイク口ホンの［UP/OWN］キーを操作して、

スキャンを約5秒間停止させる機能です。

スキャン中に信号が聞こえたときや、特定の周波数を詳しく調

べたいとき使います。

メニューNo.09でONにできます。

PG.S.HOLD 

スキャンホールド

．血..............
3畑掴闇圃圃圃園
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~キャンホールドの
ON/OFF 
初期値 OFF

MULTI / CH 

/ No. "-

( 09) 

Program scαn hold 

21.350 
（終了周波数）

開始周波数の電波型式でプログラムスキャンを開始しま

す。

~を離す
．プログラムスキャンを開始します。

・FMモード以外では、選択されたスキャンスピードでプロ

グラムスキャンします（次項参照）。

・FMモードのプログラムスキャンは、メモリースキャンと

同様にBUSYストアプになります（前ページ参照）。 SQL

つまみを絞りすぎないようにしてください。

－区間指定メモリーにデータが登録されていないときは、

表示中のVFO周波数から30kHz～60目000MHzの聞をスキャ

ンします。
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快適な交信のために

混信を取り除くため下記のIFフィルタ を内蔵しています。

SSB /CW/ FSKモード…… 2.4kHz

AMモド……………………… 6kHz、2.4kHz

目的信号の片側にSSB/CW/ FSKモードの混信信号がある場合

は、フィルターをシフトさせることで混信を除去できます（IFシ

フト）。

オプションのナ口 ・フィルターを組み込むと、両サイドに混信

信号がある場合も、フィルタ一幅を狭めて混信を除去できるよう

になります。

IFシフ卜 1sJ 
目的信号の片側にだけ混信信号があるときは、IFシフトが効果的

です。

仔リ

目的信号

IF SHIFTーさ＞－SOL

IFフィルターがシフ卜する 混f言｛言号

fふ汁、／目的信号 V 竃．． 

。IFSHIFT）を回す。
－目的信号より高い周波数の混信があるときは反時計方向
に回します。
－目的信号より低い周波数の混信があるときは時計方向に

回します。
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帯域幅の切替え

IFフィルターのNarrow/Wideを切替えるには、あらかじめオプ

ションのナ口一・フィルタ を組み込んで、次にメニューNo.46

で組み込んだフィルタ を選択しておきます。

組み込みについては68ペ ジをご覧ください。

SSBとAMモードの場合

混信の状況または必要に応じて NarrowとWideを切替えま

す。

(YK-88SN-1を組み込んでメニュー No.46で1800を選択し

た場合）

SSB 

AM 

cwとFSKモードの場合

Narrow 

1.8k 

2.4k 

Wide 

2.4k 

6k 

オプションフィルターの Narrow/Wideは、そのとき選択さ

れている受信フィルター （→p目49）の帯域幅によって自動
的に切替わります。

オプションフィルターごとの帯域幅は下表のとおりです。

SSB-N 1 .8kHz CW  500Hz CW-N 270Hz 

Narrow Wide Narrow Wide Narrow Wide 

cw 重1.0k 2.0k 壬600 1.0k孟 二重200 300孟
FSK 豆1.0k 1.5k 二五500 1.0k豆

/I ~ 目的信号 "" / ¥ 週邑
／ i掴邑 / ,u. . . 
混信信号 混信信号

IFフィルターの帯域幅を狭める

吟／一＼＼争

／ 組 目的信号 、／ 調・且
／君a. ＼／週．．．． 
／週‘」圏
’ t 
混信信号 混信信号



IFフィルターの選択

組み込んだIFフィルターの選択はメニューNo.46で行います。

OP IF FIL 

MULTI / CH 
オプションのIFフィルター設定
OFF, 1800.500.270 
初期値 OFF⑧
 

IF filter bandwidth 

注意
．．．．．．．．．．． 

メニューNo.46はリセッ卜されません（→p.69）。

SSB/AMモードのNarrow/Wide切替え

SSB/AMモードでIFフィルターのNarrow/Wideを切替えるには、

あらかじめオプションのナ口一・フィルタ (YK 88SN 1）を車且み

込んで、さらにメニューNo.46で1800を選択する必要がありま

す。

窃
SSBまたはAMモ ドでi毘f言が、あるとき

1⑤肩曾を押す

'4A F IL .. t,/ I II 

2 0MULTI CH）を回す

'4A C T I •• Id O Cl 
I l.L 1111111 

3 CE函唇むを押す
．元の周波数モードに戻ります。

快適な交信のために

Noi;・e仏壇｜
NBは、「パリパリ」と言う車のイグ二ッションノイズのような、パ

ルス性のノイズを少なくする機能です。

FMモードでは動作しません。

⑦①① 

σ画を押す
NB表示が点灯します。

rn:t AN丁目 PRE・AMP NB 

コ門Lとと門 <4A
♀－ ＇♀ ~'-~' ,_, 
FMモードでは動作しません
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快適な受信のために

｜ 片品~；！or gpl 
ATTは、入力信号を－20dB減衰させる機能です。目的の信号の近

くに強い信号が．あるために混信している場合は、ATTをONにし

て全ての信号を減衰させることで、結果的に混信を少なくできま

す。

ATTと次項のPRE-AMPのON/OFFは、下表のATT/PRE-AMPItン
ドに登録され、次にそのバンド、に戻ったときは前に設定した状態

になります。

1 ＠！）を押す
. 1甲すたび、にATTカroNJOFFします。
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m:I ANT目 ATTコ，，LL L ,-, 咽A
~I. I ~I ~I.♀ LI 

LSB 

ATT/PRE-AMP バンド

区切り周波数
初期値

ATT PRE-AMP 

30k孟f OFF OFF 

2.5M壬f OFF OFF 

4.1M壬f OFF OFF 

7.5M主計 OFF ON 

10.5M孟f OFF ON 

14.5M壬f OFF ON 

18.5M孟f OFF ON 

21.5M壬f OFF ON 

25.5M孟f OFF ON 

30.0M壬f OFF ON 

｜出~AMP • 
PRE-AMPは通常ONにしておきますが、目的の信号から離れた

ところに強い信号があるときは、PRE-AMPをOFFにすると、感

度は下がりますが、2信号特性が向上して、妨害を少なくできま

す。

3.5MHz帯や7MHz帯などの口ーバンドでは、アマチュアバンド

の近くに強力な放送局があります。口ーバンドでは、PRE-AMPを

OFFにすることをお薦めします。

参考・ OFFにすると感度は約10dB下カずります。

PRE-AMPと前項のATTのON/OFFは、ATT/PRE-AMPバンドに登

録され、次にそのバンド‘に戻ったときは前に設定した状態になり

ます。

1 (PRE-AMP）を押す

－押すたびにPRE-AMPがON/OFFします。

m:I AN丁目 PRE・AMP 

It IマL, ,, ,-, 叫 A
I ,.c D .=I.LI LI 



受（言フィルタ－ ｜ 
受信フィルターは、AF信号をDSPで処理しています。

PFキーにモニターをプログラムする

メニューNo.41（～45）でPFキーにプログラム番号53を設定

しておくと、PFキーを押しているあいだは、フィルターが下

記の状態に広がるので、混信状況をモニターできます。

SSB/AM/FMモード ： スロープチューンの初期状態
ハイカットつまみ 右回しきり

口ーカットつまみ 左回しきり

cwモード 600HzフィJレター

SSB • AM・FMモード

SSB ・AM•FMモードの場合は、ハイカット周波数と口ーカット周

波数を別々にスロープチューン動作で設定します。

ローカット
圏波数調節 I 

一卦 ハイカット周波数調節！
~－－－－一一一一－－－－－－＞：
旬、，i..，－－ー『＇ r ' 

10Hz 1kHz 

口ーカット周波数

10 Hz ～1.0 kHzの聞で切替わります。

ハイカット周波数

1.0 kHz ～5.0 kHzの聞で切替わります。

注意・ IFシフトとは連動していません。

スロープチューン

高音域の混信がある場合

5kHz 

三世－~日
1⑥ DSP SLOPE HIGH）を反時計方向に回す

低音域の混信がある場合

1 @ DSP SLOPE LOW）を時計方向に回す

快適な交信のために

cw・FSKモード
CW・FSKモードの場合は、フィルタ一帯域幅を切替えます。

フィルターを
狭くする

目的信号時 自

混信信号 1111 

CW•FSKモードのフィルタ一帯域幅はそれぞれ下表の通りで
す。（初期値CW:600Hz , FSK: 1.5kHz) 

cw FSK 

50 200 600 250 

80 300 1.0k 500 

100 400 2幽Ok 1.0k 

150 500 1.5k 

注意・ 1.0k/2.0kのフィルターを設定しているときはオートゼ
園田圃欄 口インは働きません（→p.28）。

フィルターの選択

~ 

1生E亘むを押す

「！叩出g
2 0MULTICH）を回す
－希望の帯域幅を選びます。

J国刷出D
3＠亘むを押す
もとの表示に戻ります。

FIL --20f: 

FIL・・ r門=, ,_, 

49 



快適な交信のために

オプションのIFフィルターとの関係

オプションのIFフィルターを組み込んだ場合、DSP受信フィル

ターの帯域幅によって、cwとFSKモードのIFフィルターは下記
のようにナ口一／ワイドが自動的に切替わります。

参考・ IFフィルタ （→p.46) 

DSPフィJレター
IFフィルターの状態（自動設定）

の選択値 YK刷88SN-1 YK・88C・1 YK・88CN-1

1800Hz 500Hz 270Hz 

50 

誌1 Narrow 

州知 Narrow 
Narrow 

400 

器1 Wide 

1.0k 
Wide 

2.0k Wide 

250 
Narrow 

500 Narrow 
FSK 
1.0k 

Wide 

Wide 
1.5k Wide 

注意・オプションのIFフィルターを組み込んでいない場合、
＂＂~·：帯町宮 cwとFSKモードのIFフィルターは常にWideです。
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！ ビートキャンセル ｜ 
SSB,AMモードで受信しているとき、目的の信号に周期信号

（ビート）が混信している場合は、ビートを打ち消して、目的の信

号を聞きやすくできます。ビートのタイプにより、B.C.1または

B.C.2を選びます。

B.C.1 連続したビートに効果があります。

B.C.2 CW信号タイプのビートに効果があります。

FMモードでは、受信音にシングルトーンがある場合、そのトーン

を打ち消します。

参考・本機のビ トキャンセルは、OSP処理の適応フィル
由加盟国タ によって行っており、混信信号の周波数が変化した

ときは、フィルタ 自身が特性を変えて追従します。こ

のため、つまみを回して調整する必要はありません。

ビートキャンセルのON/OFF Bqj 

回
目
回
目

複数のビートの場合（日C.1)

＠を押す

・ BEAT CANCEL表示が

点灯します。

2亀ーを押す

BEAT CANCEL 

cw信号タイプのビートの場合（日C.2)

ー~を1秒以上押す
・ B.C.2に切り替わったとき、モールス符号の” I”でお知ら
せします。
B.C.2のとき(illをl秒以上押すとB.C.1に刷、モール
ス符号の” E”でお知らせします。

解除には

2亘ーを押す
・ビートキャンセルがOFFになります。

参考・ B.C.2は電源を切ると解除されます。次に電源を入れた

~ときはB.C.1 がONになります。

BEAT CANCEL 

nl I @1秒 l
戸F Q 唱~ 211 「 I＋吟… B.C.l <11111111111 B.C孟 l

~.-!J. 二二j 電源OFF I~ 
・CW信号の立ち上がり時にクリック音が出ることがあ

りますが、故障ではありません。



｜ ノイ川クション 堕｜
ランダムな雑音に対してはノイズリダクションが有効です。

雑音のタイプによって1または2があり、SSB/FM/AMモードと、

CW/FSkモードでそれぞれ選択できます。

ノイス、リダクション1

ノイスリダクション1は、受信した目的信号の周波数に合

わせた適応フィルターを形成して、信号を浮かび上がらせ

ます。目的信号の減衰に比べて、雑音が大きく減衰するの

で、 S/Nは良くなります。 SSBに有効です。

N.R.1フィJI,ター

ド雑音 警
目的信号

目的信号と雑音の状態によって、メニュー 51でノイズリタ

クション1のフィルター効果を変更します。

N.R.l LEVEL 

MULTI/CH 

R. lの効果を選択
Auto.I （低い）～9（高い
初期値 Auto⑨
 

N.R. l enhanced level ぷ霊神銘園田園圃圃圃圃

ノイズリダクション2

ノイズリダクション2は、音声のような準周期信号を含め

て、周期的な信号のみを取り出します。このため、周期性

の無い雑音に対しては除去効果が大きく、 cw信号などが
雑音に埋もれているような場合に特に有効です。

目的信号

I N.R.2フィルタ－ I I 
I ・ I もとの雑音 ｜ 

抑圧された雑音

ノイズリダクション2 SPAC相関時間の変更

ノイス、リダクション2の場合は、フィルター形成のための

自己相関時間によって除去効果が変わるため、メニュー

No.12で自己相関時間を変更できます。

SSBモードなどでは状況に応じて選択してください。

cwモードでは、通常は長いほうが効果的です。

SPAC 

MULTI /CH 

弓主〉 7.5, 20ms 
初期値20ms

N.R.2 time constant Jふ曙掴圃圃圃圃圃圃

注意・相関時間より短い信号は除去されます。

快適な交信のために

ノイズリダクション1/2/0FFの選択

司
自
由
自

⑨五Dを押す
・ N.R.I表示が点灯し、ノイズリダクションlが動作しま
す。

N.R.目

<4A 

ノイズリダクション2にするときは

2~ を押す
・ N.R.2表示が点灯し、ノイズリダクション2が動作しま
す。

解除には

3⑨恥を押す

注意・ SSB/AM/FMモードでは、音質が低下したり、パルス性
置四四臨の雑音が発生することがあります。
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オートアンテナチューナー

注意・内蔵のオートアンテナチューナーは非常連絡設定周波数4,630kHzでは動作しません。（→p.27)

ム~SWRの確認

本機のオートアンテナチューナーは、アンテナ系のSWRが3以下

の場合に、SWR二五1.2になるようにチュ一二ンクします。

オートアンテナチュ ナ をONにする前に、スルーの状態でア

ンテナ系自体のSWRが良好な状態にあることを雁認してくださ

し、。

1使用する周波数を設定する

ANT 1とANT2を切替えるときは

2 ＠：…むを押す
・ ANT lまたはANT2が点灯します。使用するアンテナを表

示させます。

3電波型式をcw、FSKまたはFMにする
・ SSBはキャリアがでないので、 SWRの測定には向いてい

ません。
・CWを使うときは、長点／短点ではなく、測定中は連続的

にキャリアを出してくださし、

AT表示が点灯しているときは

4逗雪恒三3を短く押す（注意）
・ AT表示が消え、スルーになります。

この表示を消す

A
 n

u
 
cJ 
U
J
 

目

nt印
刷
可
コ

図

5マイクロホンの－を押しながら、 SWRメー

ターの指示を読む

・ SWRが3以上の場合は、オートアンテナチューナーは正常

には動作しません。アンテナ系を調整してからお使いく

ださし、

注意・スピーチプロセッサーをONにしているときはSWR

綱同閣制 メーターは表示されません。［PROC］を押してPROC表

示を消してください。

• [ATTUNE］は、押し続けるとアンテナチューニングを
開始します。オート／スルーを切替えるだけのときは、

短く押してください。

－送信する前にしば‘らく受信して、交信中の局に混信を

与えないことを確認してください。

・正確にSWRを測定するときは、外付けのSWRメー

ターをご使用ください。
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アンテナチュ一二ンク

オートアンテナチュー二ング中は、表示周波数でcwモード・約
10Wで実際に送信します。チュ ニングに要する時間はMAX.20

秒です。

注意・送信する前にしばらく受信して、交信中の局に混信を

－圃与えないことを確認してください。

• 1回のチューニングでSWRが下がらない場合でも、何度
か繰り返すとチューニンクが取れることがあります0

．チューニングが終了しでもSWR=1.0にならないことが

あります0

・cwモードで使用中、一瞬SWR表示が大きくなること
があります。これはSWRメーターの演算誤差によるも

ので故障ではありません。

ご主主うE

c ,~ 
ANT 1とANT2を切替えるときは

6唖むを押す
・ ANT lまたはANT2が点灯します。使用するアンテナを表

示させます。

2 CATT而言〕を押し続ける（約0.5秒）
・ AT表示が点滅したら離します。
－オートアンテナチューニング中は、 AT表示が点滅しcw
とTX表示が点灯します。

m 
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コ
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回

一

川

印

刷
ご
」

回
〕

・ AT表示が点滅から点灯に変わり、 TX表示が消えたら、チ

ューニングは完了です。

cw、FSKまたはFMモードで

3送信する

・ SWRが下がっていることを確認します。

チューニングが取れないとき

・アンテナのSWRが異常に高いときは「SWR（・．．

一・）」と警告モールスを出して、スル になります。アン

テナ系を調節してからお使いください。

－最長20秒間チューニング行っても SWRが下がらないとき

は、 AT表示は点滅したまま、「ピピピピjと警告音を繰り返
します。
[ATTUNE］を才甲して、チュ ニングを角郭余してください。

長
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プリセット・メモリー

プリセットメモリーは、チューニングが取れた時のデータをアン

テナ／バンドごとに登録しておくメモリーです。

再びそのバンド．に戻ったときは、メモリーされているデータの状

態に切替わります（プリセットチューニング）。

実際に送信してチューニングを取るのではありません。

これにより、同じバンドの周波数帯を使うときは、2度目以降のア

ンテナチュー二ングの時聞が大幅に短縮されます。

注意・オートアンテナチューナーはアマチュアバンドの周波
園田－－数帯に対してだけ動作します。

アマチュアバンド外の周波数の場合は、近くのアマ

チュアバンド内の周波数でプリセッ卜されます。

このため、メニューNo.11のRXATをONにしたときは、

受信感度が下がることがあります。

• ANT1端子で外部アンテナチューナーAT-300を使用し
ている場合は、本機に内蔵しているオートアンテナ

チューナーは動作しません。

プリセットメモリ－

ANT 1とANT2では別々のチューニングデータをATバンドメモ

リーに保持します。初期値は全てアマチュアバンドでの50Q同

調の値です。

また、ANTI＼ンドメモリーには、選択されたアンテナ番号を（ANT

1/ANT 2）を保持します。

注意・プリセットメモリーのANT/ATバンドは、日本と世界の
圃圃園田アマチュアバンドを考慮して区切っています。このた

めアマチュアバンド以外の周波数も含まれています。

ANTI＼ンド ATI＼ンド ANTI＼ンド ATI＼ンド

2.500M壬f
30k壬f 14.100M壬f

1.850M壬f 14.500M手f

2.500M壬f
21.500M孟f

18.500M壬f

4.100M壬f
3.525M壬f 21.150M壬f

3.575M壬f 25.500M壬f21.500M壬f

3.725M壬f
30.000M壬f

25.500M壬f

4.100M手f 29.000M壬f

7.500M孟f 7.030M壬f 30.000M壬f

7.100M孟f
53.000M五f

51.000M壬f

10.500M孟f 7.500M壬f 52.000M手f

10.500M孟f 53.000M話f

オートアンテナチューナー

プリセットチューニング

オートアンテナチューナーをONにしているときは、ATバンドが

変わるたびに自動的にプリセットチューニングを行います。

C二工工二コ

@!~ 
ANT 1とANT2を切替えるときは

1 ＠：亙Dを押す
・ ANT lまたはANT2が点灯します。使用するアンテナを表
示させます。

2周波数を設定する

AT表示が消灯しているときは

3性竺型彰を押す
・ AT表示が点灯します。

liEI BJ ANT目

コ，－，a L ,-, ,-, ... A 
~I. I♀ ~I.LI LI 

注意・プリセットチューニングを完了していても、SWRが増
圃幽圃由 加することがあります。このときは、オートアンテナ

チューニングを行ってください。
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オートアンテナチューナー

受信部でアンテナチューナーを ONにする

送信と受信が同じATバンド、に入っているときは、メニュ No.11 

をONにしてからチュ ニングすると、受信信号もアンテナ

チューナ一回路を通るため、アマチュアバンド外にある強い妨害

信号の影響を少なくできることがあります（挿入損失により受信

感度が低下することがあります）。

送信と受信のATバンドが異なっているときは、受信時はスルー

になります。

RXAT 

MULTI / CH 

⑦
 

A11te1111a rune1 operation while rece1ν111g 強調幽阻幽幽

注意・チューニングした後でメニューNo目11をONにすると、

置－回受信信号が減衰するため、感度が下がります。再度

チューニングを取り直してください。

・オートアンテナチュ ナーをONにしてフルブレーク

インにすると、メニューNo.11をOFFにしている場合で

も、アンテナチューナ一部のリレー保護のため、受信信

号もアンテナチューナ一回路を通します。

受信信号だけをスルーにはできません。

・マチュアバンド外の周波数を受信するときは感度が下

がります。

スル－

放送帯を受信するときや、アンテナ系のSWRが1.2以下でオート

アンテナチュ ナーを必要としない場合などは、スルーにしま

す。

注意・特定のバンドだけをスルーにはできません。

骨子元福〕を押す

AT表示が消えてスルーになります。
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I AT-30 

オートアンテナチューナ－AT-300（別売）をANT1端子に接続す

ると、内蔵のオートアンテナチュ ナ はスル になります。

AT-300の接続については14ぺージをご覧くださし、。

注意・ AT-300の接続確認は電源を入れたときに行っていま

四四四幽 す。このため、コントロールケーブルは、必ず本機の電

源を切ってから接続してください。

• AT-300はプリセットチューニングを行いません。周波
数を変更したり、電源を入れ直したときは、必ずチュー

二ングを取り直してください。

• AT-300のチューニング範囲は1.8MHz帯から29.7MHz
帯までです（定格）。50MHz帯には対応していません。

C二工亡二コ

@!~ 
ANT 1とANT2を切替えるときは

~を押す
・ ANT lを点灯させます。

2 (AT元福〕を押し続ける
・ AT表示が点滅したら離します。
－オートアンテナチューニング中は、 AT表示が点滅しcw
とTX表示が点灯します。
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回
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回

・ AT表示が点滅から点灯に変わり、 TX表示が消えたら、チ
ューニングは完了です。

cw、FSKまたはFMモ ドで

3送信する
・ SWRが下がっていることを確認します。

チュー二ングが取れないとき

最長20秒間チュー二ング行っても SWRが下がらないとき

は、 AT表示は点滅したまま、「ビピピピ」と警告音を繰り

返します。

[ATTUNE］を押して、チューニングを解除してくださし＇ a

途中で、チューニングを止めるとき

[ATTUNE］をj甲します。
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。1:2.5 4 1:2.9 8 1:3.3 12 1 :3.7 
1 1:2.6 5 1:3.0 9 1 :3.4 13 1 :3.8 

2 1:2.7 6 1 :3.1 10 1:3.5 14 1 :3.9 

3 1:2.8 7 1:3.2 11 1:3.6 15 1 :4.0 

L叫

I cwメyセージ I 

内蔵の工レクト口二ックキ ヤ によるcw符号は、 CH1～ 
CH3までの3つのチャンネルに、それぞれ約50文字程度録音でき

ます。

録音後は再生したり、送信したり、繰り返し送信したりできます。

注意・バグキーモ ドではcwメッセージ機能は使用できま
欄闇輔副醐 せん。

パグキーを使用する場合は、メニューNo.22でバクキ モ ドを

選択できます。

バグキーモードをONにすると、短点は内蔵のエレクト口ニック

キーヤーで合成しますが、長点はパドルの動作に従います。

注意・バグキーモードではcwメッセ ジ機能は使用できま
－ー回せん。

BUCKEY* 

MANUAL WEIGHT* 

・・Fノ、グキーモードのON/OFF
初期値 OFF

AT WT  REV* 

竺ートウエイトの
リノtースのON／〔lFF
初期値 OFF

バグキーモードの選択

、ミf

ー画型むを押す
－送受信ともにcwモードにします。

録音

MULTI / CH 

/ No. ""'-

( 27) 

CW Auto weighting reve,sed 

H

＼

／

 

C

＼

／

 

I

一l
F」
」
－

0
6

日
一

M
4
一
山

U

／

叫

山

U

M

／

＼

附

u
 
o
 
n
 

W
 
C
 

①①① 
①③① 
①①① 
⑪①⑪  

MULTI / CH 

/ No ""'-

( 22) 

Bug key.function 

エレクトロニックキーヤー

マニュアル
ウエイ卜の
選択

月一
キーイングスピードは、0（約10WPM）～100（約60WPM）の聞

を2ステップで調節できます。

メニューNo.26がONのときは、ウエイ卜（短点と長点の比率）は、

キーイングスピードが上がると自動的に増加するオートウエイ

卜です。

メニューNo.27で、キーイングスピードか、上がると自動的に減少

するリパースモードにもできます。

メニューNo.26のオートウエイ卜をOF Fにすると、メニュー

No.49で‘ウエイ卜を1:2.s～1 :4.0の聞で固定できます。

ATWFJGHT* 

内蔵の工レク卜口ニックキーヤーは、リアルタイムでcw符号を
送信する以外に、cw符号を録音して、繰り返し再生／送信でき
るcwメッセージ機能があります。
内蔵の工レク卜口ニックキーヤーを使うには、あらかじめ背面の

PADDLE端子にパドルを接続しておいてください（→p.15）。

オートウエイ卜がON
キーインクスピ ド

のときのウエイト
O～30 32～70 72～100 

OFF 1 :2.8 1 :3.2 
リバース 1 :3 

ON 1・：3.2 1・：2.8

3 QMULTI CH）を回す
－数字が大きくなるほどスピードは速くなります。

圃・..... 
オートウエイトのON／〔lFF
初期値 ON

ー空豆を押す
・CWモードにしますo

－ーを押す
－現在のキーイングスピードが表示されます。

キーイングスピードの設定

す宇品ーし了終を｛疋設の
ト
ト
』

ト
ー
ビ

用

ヤ

ス

川
一
グ、／

「

V

J

，寸

一

E

一一

一

K
一
キ

コ門
ιυ 

ウエイ卜

レ亡しI
I’L -:..:_1 

FAST 

MULTI / CH 

/ No ""'-

( 26) 

CW Auto weighting 

.,.A 

。。

2 

4 



voxがONのときは

2⑩亙〉を押す
. voxをOFFにします。

3~⑧を押す

FAST 

唱A 「Cl
'-I 

4直面TI、軍司孟または笹恒三〉を押す
FAST 

""4A ,-Cl I 
L r I 

チャンネル番号です

5パドルでモールス待号を打つ
打った符号が録音されます。

前に録音されていたcwメッセージは消去されます。

録音を終了するには

6＠：聖昼〉またはC亘雪〉を押す
－録音できる文字数（約50文字）を超えた場合は自動的に

終了します。

困層p
r
 

再生／送信する

録音したcw符号は、voxをONにして再生すると、そのまま送信
されます。録音内容を確認するときはvoxをOFFにしてくださ
し、。

1 cwモードにする
送信するときは送信モードをcwにします。

送信しないときは

2⑤面を押してOFFにする
－送信するときはvoxをONにするか、［PTT］または［SEND]
を押します。

3再生したい座面否～長坦⑧キーを押す

σ面否を押した場合

「n,_ ;--

’一”になると、
次に再生したい
チャンネルを受
け付一けます。

．
 
．
 
．
 

－
 

aaE

，a
・・・・

再生／送信するチャンネル番号です
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エレク卜口ニックキーヤー

－再生中に待機番号がH Hになると、次に再生したいチャン

ネルを受け付けて、連続再生できます0

・全て再生し終わるか、途中で［CLRJを押すと、再生は終わ

ります0
・送信しているときは、［PTT］または［SEND］を離すと、受信
に戻ります。

再生／送信中の割り込み

メニュ No.28をONにすると、再生／送信しているcwメッセー
ジの聞に、パドルで打ったcw符号（例えば相手のコールサイン
など）を、割り込ますことができます。パドルが止まると、cw
メッセージの残りの部分を再生／送信します。

メニューNo.28がOFFの場合は、パドルを打つとcwメッセ ジ
の再生／送信は終了します。

INS KEYG* 

MULTI / CH 

インサート・キーイングの
ON/OFF 
初期値 OFF弓仁

Keying priority over playback 

繰り返し再生／送信する

メニュ No.23をONにすると、連続再生／送信している最後の3つ

のチャンネルを何度でも繰り返して（リピート）再生できます。

リピー卜再生するにはメニュ No.23をONにします。リピー卜

再生を止めるには［CLR］を押します。

RPTMODEキ

MULTI / CH 

1を〉
Playback ,epeat 

リピー卜再生／送信のインターパル

リピ 卜再生／送信のインタ パル（間隔）は工場出荷時は10秒で

す。メニュ No.24でO～60秒まで、1秒きざみに変更できます。

REP.TIME* 

MULTI / CH 

リピート再生のインターパル
O～60sec 
初期値10sec⑨
 

Inte刊albetween repeated plαybacks 明警鐘・園田圃・圃・・・・E,_, 

例 CH1、CH2のリビ 卜再生で、インターパルを20に設定した

場合は、CH1、CH2、20秒休み、CH1、CH2、20秒休み、・・・を繰

り返します。



便利な機能

｜ 3種類のビープ音 ｜ 
ビープ音による3種類の動作確認音、モードモールス、警告音があ

ります。

動作確認音

・受付音キーやつまみの操作が受付けられると「ピッ」

と鳴ります（1.4kHzの短音）。

・終了音一連のキ一操作（例メモリー登録など）が終了

したときおよび、スキャンがスター卜したとき

鳴ります（1.4kHzの長音）。

・解除音「MULTI/CH］による機能設定モード（下記）が

解除されたとき鳴ります（0.88kHzの短音）。

• MICゲイン設定
・送信出力設定

・キーイングスピード設定

．ディレイタイム設定

－フィルターの切替え

モードモールス

モードスイッチを押したとき、モールス符号でモードをア

ナウンスします（いづれも 1.4kHz）。

LSB(L) ・ー・・ FM(F) 

USB(U) ・・－ AM(A) 

CW(C) 一・一・ FSK(R) 

CW-R(CR) 一・一・ ・一・ FSK-R(RR) 

警とと立
同日

・無理な操作を要求したときなどは警告音を出します

(0.7kHzの短音）。
－オートアンテナチューナーで最長20秒間チューニンク、行っ
てもSWRが下がらないときは、「ピピピピ」と警告音を繰

り返します。
・アンテナのSWRが異常に高いときはオートアンテナチュー

ナーのチューニング開始時に「SWR（・・・ ・一一・ー・）J
と警告モールスを出して、スルーになります。

ビープ音を変更する

これらのビープ音は、メニューNo.01で、音量をOFF～9まで変更

できます。OFFのときはすべてのビープ音が止まります。
BEEP 

MULTI / CH 

R 
Beep output level 

｜ 照明を明るくする I 

ディスプレイ照明はメニューNo.00で、d1（明るい）～d4（暗い）、

OFF（消灯）が切替えられます。

DIMMER 

MULTI / CH 

⑨
 

Display brightness 

本機には以下のメーターがあり、ピーク値を示すためドットが短

時間静止します（ピークホールド）。

下記の表示は全点灯時です。

S/PWR 

SWR/COMP 

ALC 

~r:x ーターと PWR メーター ~~ 
.t' －ー

受信時はSメータ一、送信時はPWRメーターに自動的に切り替わ

ります。

Sメーターは、受信信号の強度を示します。

注意・無信号時にSメーターが1～2目盛点灯することがあり
園田園ー ますが、これはアンテナからのノイズによるもので、故

障ではありません。

PWR（パワー）メーターは、送信出力を示します。出力は、［PWR]

を押してから［MULTI/CH］を回して調節します（→p.19）。

SWRメーターとコ似品ータ－ f!叫
圃F 『圃

通常はSWRメーターですが、SSB/FM/AMでスピーチプロセッ

サーをONにすると、COMPメーターになります。

SWRメーターはアンテナのSWR（目安の値）を示します（→オー

トアンテナ・チューナ－ p.52）。

COMPメーターはスピーチプロセッサーをイ吏用するときのコン

プレッションレベルを示します（→スピーチプロセッサー

p.26）。

ALCメーター Rnru 
送信中のALCのかかり具合を示します。

e SSB メーターの振れが［－ALC－］の範囲内にあるときが適正
な送信条件です。MICゲインで調節します（→p.25)0 

e AM ALCメーターはほとんど変化しません。マイクロホン
に向かつて、PWRメーターが軽く変化する程度にMIC

ゲインを調整します（MICゲインの調節→p.25）。

e FM ALCメーターは変化しません。
MICゲインはメニューNo.17で切替えます（→p.30）。
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便利な機能

voxは、話すと送信になり、話を止めると受信に戻る機能です。
[VOX］を押すとON/OFFが切替り、vox表示が点灯／消灯しま
す。

cwモードの場合は［VOX］を押すとフレ クインが働いて、キー
ダウンで送信し、キーアッフすると受信に戻ります（→ブレーク

イン p目28）。

voxゲインを調節する VGJ 

SSB/FM/AMモードでは、voxゲインを調節できます。個人の声
の大きさや、周囲の雑音の状態に応じて、メニュ No.16で0（送

信しなし、）～9（小さな声でも送信する）から選びます。声の大きい

人や、大声で話すときはゲインを小さくします。
VOX.GAIN 

MULTI / CH 

⑨
 

VOXgain 

送・受信切替えのテ2イレイタイム v引
vox運用中に言葉の切れ目ごとに直ちに受信に戻ると、なめら
かな送信になりません。このため、音声信号が途切れでも送信状

態を続けるディレイタイムを設けて、次の音声と連続するように

しています。話し方の特徴に合わせてテ、イレイタイムを設定して

ください。

ー亘盃むを押す
・サブ表示部に現在の設定値が表示されます。

2 0MULTICH）を回す

・ SSB/FM/AMモード OFF, 5～100 (150～3000 ms) 
・CWモード FBK （フルブレークイン）

5～100 (50～1000 ms) （セミブレークイン）

（→ブレークインp.28)

設定を終了するには

3⑨亘亙〉を押す

［ 誤操作を防止する ｜ 
周波数をロックする しり

スイッチやつまみに誤って触れても受信周波数が変わらないよ

うに、受f言周波数の操作をロックできます。

@L亘盃〉を押す
・F.LOCK表示が点灯し、下記（A図）の綱かけしてあるスイ
ッチ類は動作しなくなります。
送信や混信除去、 RIT/XITの操作、メニュー操作、 TF-
SET中の送信周波数の変更はできます。

送信を禁止する

E呉って送信しないためには、メニューNo.38をONにします。

本機をスプリット転送（→p.63）などで受信専用機として使用す

る場合は、送信禁止をONにすることをおすすめします。

TX/NH 

L町LTI/ CH 

R 
TX inhibir 

A図 ロックされるスイッチ類

むさ当II ' KENWOOD ALL叩 DEMULTI山内57阻
己江主当
と主さう
芭当主主うE

①①① 
cるc
⑦①① 
＠窃⑪
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RIT恥ceive「｜「

RITは送信周波が変えずに、受信周波数を微調整する機能です。

調節範囲は±9.99kHzで、す。

cwモードでは、メニューNo.48をONにすると、RIT周波数にたい
してオートゼ口インカf働きます（→p.28,29）。

交信中に相手の周波数がずれてきた場合の調節や、XITと組み合

わせた使い方があります。

。
＠） 
の

⑨むを押す
・ RIT表示とRIT周波数が点灯します。

~TJ 
前に設定したRIT値を消す場合は

2＠＠を押す
・ RIT値が0になります。

3 ORIT/XIT）を回す

R~ 

F司F司
・良好に受信できる周波数に合わせます。

－表示周波数はRIT値が加減された値になり、 RIT値も表示
されます。

例 24.940.00MHz Iこ0.73kHzのRITを設定した場合

守コ
p
n
t
 

叩
円
以
川
守

田
門
コ

問一川守．畑一
コL
一

回

一

I
l
i
l
i－
－

l
」
l

RIT 

n門ヲ
υ. I :.J 

・RITつまみはIOHzステップですが、［FINE］を押すとlHzス
テップになり、精密な調節ができます。

このときは同調つまみのステップも変わります（→

p.22）。

送信する場合は

4⑧恒⑧またはGitを押します
例 24.940.00MHzで、送信されます。

pnu 

mnu 
M守目。J

間
一

υt．四一コL
一

回

一

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
「

RIT 

E門3

解除には

5⑨Eを押す
・ RIT表示とRIT周波数が消えます。

便利な機能

I XIT TX Incremental Tuning I 

XITはRITの逆で、受信周波数を変えずに、送信周波数だけを微調

整する機能です。調節範囲が±9.99kHzあるため、パイルアップ

局がスプリッット運用を求めたとき、素早く応答できます、

また、RITで調節した値がそのままXIT値になるので、混雑してき

たとき、RITで空いている周波数を捜してXITでその周波数に移

ることもできます。

。1
＠）  

の

⑧むを押す

・ XIT表示とXIT周波数が点灯します。

前に設定したXIT値を消す場合は

2画盃むを押す
・XIT値が0になります。

~TJ 
~~ 

3 ORIT/XIT）を回す _f!aj _f!UJ 
・雇－ －－・正 3・

．良好に受信できる周波数に合わせます。

－表示周波数はXIT値が加減された値になり、 XIT値も表示
されます。

・XITつまみはIOHzステップですが、［FINE］を押すとlHzス

テップになり、精密な調節ができます。

このときは向調つまみのステップも変わります（→

p.22）。

送信する場合は

4⑧匝⑥またはGitを押します
－送信中に［RIT/XIT］つまみを回すと送信周波数が変えられ
ます。

注意・送信中に周波数を変える場合は他局への妨害に注意し
盟理＇＂＇＂＂＂＂＂ てくださし、0

．送信中に周j皮数を変える場合はアマチュアバンドを超

えないように注意してください。

す土品
h

え巾円
A
H
M
 

，『へ
米
女波周

す
’
汀

閉

T

X

↓

1
寸
シ
」
ぺ一不

t
一
昨
一
市

山
一
V
A

一
泊

除解

5

59 



便利な機能

I RFゲイン 堕
本機のイコライザーは送受信の音声帯域を下記のように変える

ことができます。

音声のエネルギーが低域に片寄っ

ている場合、ハイブース卜にする

と、声の質は多少変わりますが、聞

き取りやすい声を送信できます。

音声帯域外の周波数成分を減らす

ことで、聞き取りやすくします。

低音を強調します。

600Hz以上の周波数をすべて3dB

強調します。

OFFのときと同じ4寺’｜主です。

ハイフースト……… Hb

RFゲインは［R円つまみで調節します。時計方向に回し切ったと

き、ゲインは最大になります。反時計方向に回して行くと、信号の

減表量に比例してSメーターが上がります。

通常は、RFつまみは時計方向に回し切った状態で使用してくだ

さい。

－フォルマント・jTス.FP 

－パスブース卜...・ H ・...bb 

コンベンショナルー C

フラット H ・H ・－……..u 

I AGC山内inControl I.ill イコライザーの概念図

実際には受信IFフィルタ一等の影響を受けます。
振幅

C コンベンショナル

－－·－；.；，；·•司·.；：~ －.：.：~－店司.·，，：－·.シ町、~－~－－ フオルマントパス
一．，，今、 a ，玖

メ・・－・・-・ ',. .•·· • ・、 y I 、
・〓 J ・

', / ¥ fFP ＼ハイブース卜..目，．
j ' • ...町、目 i ・・・....・－圃圃圃.....’ ．『ト a岡町・・ー－－

Hb bb . 7，・スブスト

音声周波数
[kHz] 2.2 0.7 0.2 

Off 

AGCは受信した信号の強弱の変化をできるだけ抑えるように、IF

ゲインを自動制御する機能です。

AGCを効果的に使うには、モード（電波型式）ごとに時定数を変

える必要があります。

時定数は一般に、信号の強弱の変化がはっきりしているcwモー
ドやFSKモードでは速く（FAST）、変化がゆっくりしているSSB

モードやAMモードでは遅く（SLOW）します。

本機は、工場出荷時は上記の設定にしてありますが、［AGC/

TONE］キーで変更できます。

素早くチュー二ングする場合や、弱い信号をつかまえるには、

SSBモードやAMモードでもFASTが有効です。 送信イコライザーの選択はメニューNo.14で行います。

TXEQ 

弓；言イコライザのタイプ切替え
OFF,Hb,FP,bb,c,U 

初期値OFF

送信イコライザーを選択すると、TXEQ表示が出ます。

効果はTXモニターで確認できます（→p.62）。

MULTI/CH 

/No."""' 

( 14 J 
rx eauali?er "' 

⑦①① 

ANT圃 PRE-AMP

I LI ,, ,-, ,-, ,, ,, !~LIT 

I ,.LI LI LI.LI LI 0~ ♂｛♂BO.OD 

TXEQ. 

1希望のモードにします

受信イコライザーの選択はメニューNo.50で行います。

RXEQ 
す土品lu

 
灯
土
口
山

』

l

，刀

恥
一
一
却

を

T
一

i

1

P

3

 

「

J

A

一

E

一F

一

N
一は

一

O
一き

一

T

一

一
H
I
－－と

一

C
一の

一

G
一
江

一A
一M
一
③
」
干

nJ』

弓；言イコライザのタイプ切替え
OFF,Hb,FP,bb,c,U 

初期値OFF

恥1ULTI/CH

/ No. ""-

〔50)

RX equalize, 

FAST 

-<4A 

受信イコライザーを選択すると、米表示が出ます。

明九
州

tJW

注意・ FMモードで［AGC/TONE］を押すと、TONEまたは
一一一一 CTCSSカfQN/OFFします。
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PFキー（プログ山一シヨンキー） ｜ 

R
「

l

J

E
一。一
W
一
o

一

O
一。一

D
E
F
1
』

戸
ι

－
4

D

’戸、

[POWER］キーの横のPFキーは、工場出荷時はVOICE1キーです

が、下記の機能やパネル面にはないタイレク卜・メニューキーに

プログラムできます。

番号 PFキーの機能 →p. 

00～40 メニュー00～40を直接呼び出します 94 

50 スケルチ・モニター 19 

51 Voice 1 67 

52 Voice 2 67 

53 DSP slope tune/CW 600Hzモニター 49 

60 クイックメモリーの［MR] 42 

61 クイックメモリーの［M.IN] 42 

62 [SPLIT] 24 

63 [TF-SEη 24 

64 [A/BJ 23 

65 [M/V] 23 

66 [A=B] 23 

67 [SCAN] 43 

68 [M>VFO] 41 

69 [M.IN] 38 

70 [CW TUNE] 28 

71 録音チャンネル［CH1] 55 

72 録音チャンネル［CH2] 55 

73 録音チャンネル［CH3] 55 

74 [FINE] 22 

75 [F. LOCK] 58 

76 [CLR] 局運ページ22,41,42,44,94 左記

80～83 メニュー-48～51を直接呼び出します 94 

99 OFF （機能ナシ）

注意・ PFキーに番号84を設定できますが、動作はしませんo

E 盟国醐番号84を設定してPFキーを押すと、未定義の文字列が

表示されますが、故障ではありません。

操作はメニューNo.41で行います。
PF KEY司

MULTI / CH 

④
 

Front panel PF key programmtng ：；：瓶一－－

例1 PFキーにフィルターモニターを設定する

⑨里⑥を押す

2 0MULTI CH）を回す

・メニューNo.41にします。

便利な機能

3~⑨色亙恒〉またはマイクロホンの－
EIDを押す
－上表から希望のプログラム番号（例は53: DSP ・ ・ ・) 

を選びます。

J回MENU L/ / J
I
l
l－
／

l
1
1
1
 

A
 コJ

脚

r守－

AM円RE
 
Rn 
R
F
 

AN丁目

4直面むを押す
－プログラムが完了して、メニューモードを終了します0

・PFキーを押しつづけている問、工場出荷時のDSPスロー

プまたは600Hzのcwフィルター状態をモニターします。

例2 PFキーにVOICE1を設定する '{RJ. 

⑨型空つを押す

2 0MULTICH）を回す
・メニューNo.41にします。

3~ 亘亙唖〉またはマイク口ホンの－
EIDを押す
－上表から希望のプログラム番号（例は51: VOICE！）を選
ぴます。

J図MENU L/ / ー
寸
l
i－
－
／

I
l－
－

－

A
 

S
a－－－－ 

脚

C
J

A

”
 

F
E
 
En 
R
F
 

ANT目

4直面を押す
－プログラムが完了して、メニューモードを終了します0

・PFキーはVOICElキーとして働きます（VOICEキーカf動

作するにはオプションvs3の組み込みが必要です）。

マイクロホンのPFキー

マイクロホンMC-47を使用している場合は、マイク口ホンのPF

1～PF-4にも、メ二ュ No目42～45の操作で、左記と同様のプログ

ラムができます。

週昼
過去長
崎Ci5

MIC PF!'' 

直，..... ＼冒．． 
マイクのPF！キ の；2:;;-, ・・・・
初期値 64(A氾） ~・・・

マ：ア3濁－

Mic PFJ key programmmg 

凡1/CPF2* 

7クの町キーの前 田園
初期値 62(SPLITJ ~・・

4昇宮高田園圃圃聞闇

MIC PF3斗

γ 70)PF3キの抗 圃圃
初期値 65(Mハ1) ~・・・・

τ努沼環．．．． 
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便利な機能

I Tx1送信）モニター ｜ 
送信時に、変調前の音芦信号をモニタ できます。

送信イコライザの効果を確認するときや、ヘッドホンをつけて交

信するときなどにご使用ください。

注意・変調前の信号をモニターしているため、実際の送信信

~号の音質と完全には一致しません。
FMモードの場合、プリエンファシス後の信号をモニ

ターしているため、高音が強調されます。

• PFキーには設定できません。

送信モニターの設定はメニューNo.47で行います。

TX MONITOR 

恥1ULTI/CH

⑧
 

TXモニターの訪主
OFF,! （小）～9（大）
初期値OFF

TX monitor volume 
. 
」

62 

音声の録音 ｜ 
オプションのDRU-3Aを組み込むと、音声を［CH1］～［CH 3］に録

音して、再生したり送信したりできます。

注意・ DRU-3Aの組み込みは68ぺージをごらんください。

珊珊宮崎・ cwモードの録音・再生は55ぺージをごらんください。
• FSKモードでは動作しません。

音声を録音する L叫
録音できる時聞は［CH1］が最長30秒、［CH2］と［CH3］は最長15秒

です。

注意・録音中や再生中に電源を切ると、録音またはメモリ－
－－脚姐 しであった内容が消去されることがあります。

1希望のモードにする
－送信と受信のモードを同じにします。

voxがONのときは

2哩函むを押してOFFにする

3笹亘⑤を押す
－録音待ちになります。

4 ＠：亘J)～笹恒三〉のひとつを押しながら、マイ
クロホンに向かつて話す

・ [PTT］は押さずに話します。

録音を終了するには

5押しているキーを離す

－録音時間がなくなった場合も録音は終了し、もとの動作
状態に戻ります。
－連続録音はできません。

録音した音声を再生／送信する P目
録音した音声は、voxをONにするか、［PTT］または［SEND］を押し
て再生すると、そのまま送信されます。録音内容を確認するとき

はvoxをOFFにしてください。

1 CW以外のモードにする

送信と受信のモードを同じにします。

送信しないときは

2⑤孟を押してOFF（こする

3再生するチャンネル（金雪I)～⑤至亘む）を押す

痘函TI
を押した場合 円円n r・ ．

 
．
 
．
 

－
 

aa
－－
ass
－
 

再生待機表示



－再生中に待機番号が” 吋こなると、次に再生したいチャン
ネルを受け付けて、連続再生できます0
・全て再生し終わるか、途中で［CLR］を押すと、再生は終わ

ります0
・送信しているときは、［PTT］または［SEND］を離すと、受信

に戻ります。

再生時のモニター音量は、メ二ュ No.25で‘OFF,1 （小）～9（大）ま

で変えられます。この音量はAFつまみでは変わりません。

DRU VOL* 

MULTI / CH 

R 
Playbαck volume 

録音を消去する

1笹堅⑥を押す

2 消したいチャンネル（⑤盃己D～~）を押
しながら、直白むを押す

リピート

繰り返し再生する

メニューNo.23をONにすると、連続再生している最後の3つの

チャンネルを何度でも繰り返して（リピー卜）再生できます。

リピー卜再生するにはメニューNo.23をONにします。リピー卜

再生を止めるには［CLR］を押します。
RPTMODE* 

MULTI / CH 

R 
Playback repeat 

リピー卜再生のインターバル

リピー卜再生のインターパル（間隔）は工場出荷時は10秒です。メ

ニューNo.24で0～60秒まで、1秒きざみに変更できます。

REP.TIME* 

Ml正TI/ CH 

リピート再生のインターバル
O～60sec 
初期値10sec⑨
 

Inte1ναl between repeated playbacks 

－ hr:渇露盤酒・・・・・・・・・・

例 CH1、CH2のリピー卜再生で、インターパルを20に設定した

場合は、CH1、CH2、20秒休み、CH1,CH2、20秒休み、・・・を繰り

返します。

便利な機能

トランスバータ ｜ 
本機にはトランスバータ（周波数変換機）の運用周波数を直読す

る機能があります。この使用方法は、充分な知識と技術が必要で

す。接続には特にご注意ください。

注意・送信出力はSW固定になります。
哩~ トランスバータの入力定格がSW以下の場合は、本機と

トランスパータの聞にアッテネーターなどを入れて、

トランスパータへの入力を調節してください。

・アンテナチューナーはスルーになります。

・テンキーによる周波数入力はできません0

．上記以外にも使えない機能があります。

接続

本機のANT1または ANT2端子と接続します。

切替え

あらかじめ本機を、トランスパータの周波数に換算できる周波数

に設定します。

注意・表示周波数は100Hz桁までです。

例親機が28.000MHzのとき、運用周波数を144.000MHz（こあげ、

るトランスパータの場合

1本機の周波数を28.000にする

ffil ANT目 PRE・AMPコLI,-, ,, ,-, ,-, ,-, ... A 
ζ D. LI LI LI. LI LI 

FM 

2メニュ－No.40で、変換する周波数を選択する
－選択した時点で出力はSW固定になります。

XVERTホ

MULTI / CH 

⑨
 

Tra11sver1er介eque11cydisplay てう笈滋司圃圃圃圃圃園

ml ANT目 PRE・AMP

tυυ，， ,-, ,-, ,, _,.A 
I -, -1. LI LI LI. LI 

FM 
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便利な機能

スプリ y卜転送 ｜ 
本機は受信周波数とそのモ ドを、接続している別のトランシー

パに転送できます。

コンテス卜で1人が受信、1人が送信を行うツ マンオぺレ
ションの際、ワッチしたデ タを転送するときなどに使います。

転送できるトランシーパーは、本機同士と、TS』 870

TS-950SDX、TS-850、TS-450、TS-690の各シリーズです。

接続については15ぺージをごらんください。

注意・ TS950SDX、TS850、TS-450、TS-690の各シリ ス、

と転送する場合は、当社インターフェ スIF232Cが必

要です。

－本機はデータ通信用の通信速度とストップビットをメ

ニューNo目35で変更できます（→p目79）。

本機同士、またはTS-870と転送するときは、同じボー

レートにしてください。

当社のその他の機種と転送するときは、本機をメ

ニューNo.35で”4800bps、ストップビット2”に設定して

ください。

メニューNo.35を変更したときは、いったん電源を切っ

て、もう一度入れ直してください。

－転送できないときは、電源を入れる順番を変更してみ

てください。

スプリッ卜転送機能のON/OFF

2台のトランシーパーを接続した後、メニュー操作で両機のスプ

リッ卜転送機能をそれぞれONにします。

TS-570 －－………．メニューNo.36

TS-870 .......... 一 TS870のメニュ No.54 

TS-950SDX ...一一 TS950SDXのメニューNo目09

TS-850 ・ ・・… •••• TS同850のメニュ No.35 

TS-450/690 . . . . . . . . . . . TS-450/690のメニューNo.17

TRNSFER 

MULTI / CH 

スプリ y ト転送機能の

ON/C〕FF
初期値 OFF

や
⑨

Quick Data tra11sfe1 一－－；£潔圃・・・・・

本機でデータを受け取るとき

本機でデータを受け取るときは、デ タはクイックメモリ－1に

入ります。

メ二二L-No.37をONにすると、クイックメモリー1でなく、運用

中のVFOで直接受け取ることができます。

DIRECT 

MULTI / CH 

R 
Quick Daw 1ra11sfer to VFO 一ご激盟圃圃圃園
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注意・ VFOで直接受け取るときは、送信側は必ずVFOモード

にしてください0

・親機がメモリーチャンネル状態のとき、または子機が

クイックメモリ チャンネル状態のときは、転送でき

ません。

スプリッ卜転送の操作

あらかじめ両機のスプリッ卜転送機能をそれぞれONにしておき

ます。

注意・運用情報を転送中は、その他の動作が遅くなることが
部ム あります。

E・I・H創E・，，，1司品I・E
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1 VFOモードにする

転送したい周波数になったら

2【’l’J[伺；.‘l'J
．転送を開始します0
・転送が完了したら、転送先のトランシーパーのビープ音
が鳴ります。
本機が転送元である場合は、転送したものと同じデータ
が本機のクイックメモリーlにも書き込まれます。



アクセサリーリスト（別売）

DC安定化電源（22.SA)

PS-53 

マイクロホン マイク口ホン

MC-60S8 ず場 MC-80 
単一指向性 無指向性

ダイナミック型 エレクトレッ
コンデンサー型

ヘッドホン ヘッドホン

HS-5 HS-6 

温度補償型 音声合成ユニット

水晶発振ユニット VS-3 （→p.67) 
so・2(TCXO)
（→p.66) 

SSBフィ jレター（1.8kHz) cwフィルタ一（500Hz) 
YK-88SN-1 （→p.68) YK-88C-1 （→p.68) 

ミ
DC電源ケーブル

PG四 22

マイクロホン

MC-43S 
ハンドマイクロホン

--
匂）P"守町＼ 

タ十音Bスピーカー

SP-23 

デジタルレコーディング

ユニット

DRU-3A 
F齢

（→p.68) 

cwフィルタ一（270Hz) 
YK-88CN-1 （→p.68) 

＼雪辱、静

マイクロホン

MC-90 
単一指向性
ダイナミック

感度が低いためFMモ ドに
は適しませんO （→p.30) 

タト部スピーカー

SP-SOB 

モービルブラケット

MB-430 

袋三ご＼
I I 
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アクセサリーの取り付け

so伊補償型水闘にツ卜の取り付け ｜ 
注意・作業を始める前に、［POWER］をOFFにし、必ずDC電源

コードを抜いてください。
－配線を挟んだり、傷付けないようにしてください0
．外したねじをなくさないようにしてください。

下ケースのねじ8本を外し、ケースを取ります。

2 シールド板のねじ6本を外し、シールド板を取ります。次にプリ

ン卜板のねじ13本を外しておきます。

図A

はじめに
6本

次に

13本

図B
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3 放熱板をシャーシーに固定しているスプリング（板バネ）を外し

ます（図B-3）。

4 CN1コネクターの線を外します（国B-4）。

5 その線の束線を外します（図B-5）。

6 S0-2用スペースのそば、の抵抗R503とR504をカッ卜してから、

S0-2をはめ込みます（図B-6）。

7 S0-2をハンダで固定するためにプリント板全体を裏返します。

注意・フラットケーブルに気をつけてください。

8 プリント板にS0-2のピン（5力所）をハンダ付けし、長すぎるピ

ンをカットします。

9 プリント板全体を元に戻し、ねじ13本で固定します（図A）。

10シールド板をねじ6本で固定します（図A）。

11放熱板をシャーシーに固定するためスプリンク（板バネ）をはめ

ます（図B引。

12 CN1コネクターに線を差し込みます（図B引。

13元どおりに束線します（右図）。

線がファンモーターに触れないよう
に、線を図の矢印の方向にヲ｜し、て、た
るみのない状態で束線してください。

14下ケースを乗せて、ケースをねじ8本

で取り付けます。
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削の取り付けとアナウンス機能｜

音声合成ユニットVS-3を組み込んで、次にメ二ュ No.41でPF

キーにVOICE1/2をプログラムすると、トランシーバーの状態を

英語の音声で知らせるアナウンス機能が使えるようになります。

PFキー（プログラム・ファンクション・キー）

本機の場合パネル面に 1つ、オプションの MC-47に4つの

PFキーがあります （→p.61）。

VS-3の取り付け

注意・作業を始める前に、［POWER］をOFFにし、必ずDC電源
叩同一コードを抜いてください。

－配線を挟んだり、傷付けないようにしてください0

．タトしたねじをなくさないようにしてください。

1 下ケースのねじ8本を外し、ケースを取ります。

2 VS-3の部品面が内側に来るようにして、コネクタ－CN16に差し

込みます0

・音声が小さすぎたり大きすぎる場合は、 YRSで調節でき
ます。通常は触らないでください。

3 下ケースを乗せて、ケースをねじ8本で取り付けます。

アクセサリーの取り付け

アナウンス機能（英語）

アナウンスの内容によりVOICE1とVOICE2の2種類がありま

す。

VOICE 1のアナウンス内容

• VFO周波数

・メモリーチャンネルの周波数（空チャンネルのときは

「OPEN」とアナウンスします。）

・メニュ一番号と選択した内容

VOICE 2のアナウンス内容

・Sメーターのピーク値

ム－7
 

H
ノ
門
同「ノの

中
守

F
ト
a
n「

－9 
畑山
克明」唖

2 0MULTICH）で41～45を選ぶ
・ 41はパネル面のPFキ一、 42～45はオプションのMC47の
PFキーです （→p.61）。

3~ 痘亘唖〉で51/52 を選ぶ
・ VOICE 1 .........・H・.....・H・....・ H・－…SI

VOICE 2…….....・H・－…… H・H・...52です0

・マイクロホンの［UP/DOWN］でも選べます。
－子Jil買2に戻ると連続してメニューを設定できます。

4⑩函⑧を押す

－設定が完了します。

VOICEキーの操作

アナウンスを聞きたいとき

1Rを押す

途中で止めるには

2 (illを押す

注意・音量の調節はできませんO
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アクセサリーの取り付け

I DR仙の取り付け

注意・作業を始める前に、［POWER］をOFFにし、必ずDC電源
盟国臨融 コードを抜いてください。

・配線を挟んだり、傷付けないようにしてください0
．外したねじをなくさないようにしてください。

下ケースのねじ8本を外し、ケースを取ります。

2 コネクタ－CN15からフラットケーブルを外します。

3 コネクターCN15の手前のクッションから剥離紙をはがします。

4 DRU-3Aのコネクタ一（CN901）をコネクタ－CN17に差し込みま

す0

・DRU-3Aのケース下側をクッションに密着させてくださ
し、。

5 コネクターCN15にフラットケーブルを戻します。

6 下ケースを乗せて、ケースをねじ8本で取り付けます。
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｜ Y附伽1/C-1/CN-1 (J)取り付け ｜ 
フィルター取り付け後の操作についてはp.46をご覧ください。

注意・作業を始める前に、［POWER］をOFFにし、必ずDC電源
園田園田 コードを抜いてください。

・配線を挟んだり、傷付けないようにしてください0
．外したねじをなくさないようにしてください。

下ケース中央のカバーのねじ2本を外し、カバーを取ります。

2 下図を参照に、あらかじめフィルター取り付け用に組み込まれて

いるねじを外します。

3 プリン卜板のコネクタ－CNSとCN9にフィルターのピンを合わせ

て、しっかり差し込みます。

フィルター

4 
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故障とお考えになる前に

保証書

保証書は、必ず所定事項（ご購入店名、ご購入日）を記入

し、記載内容をお確かめの上、大切に保存してください。

保証期間

保証期聞は、お買い上げの日より 1年間です。正常なご使
用状態でこの期間内に故障が生じた場合は、保証書の規定

に従って修理いたします。お手数ですが製品に保証書を添

えて、お買い上げ‘の販売店または当社サービスセンターに

ご相談ください。

保証期間経過後の修理

保証期聞が過ぎた後の修理については、お買い上げ‘の販売

店または当社サービスセンターにご相談ください。修理に

よって機能が維持できる場合、お客様のご要望により有料

で修；E里いたします。当ネ士はこのHF卜ランシ－J＼ーの干浦市多
用性能部品を、製造打ち切り後最低8年保有しています。

アフターサービス

アフターサービスについてご不明な点は、ご遠慮なくお買

い上げの販売店または当社サービスセンターにご相談くだ

さい。

リセyト 堕
電源からのノイズおよび静電気などにより、キー操作を受け付

けなくなったり、同調つまみを回しでも周波数が変化しなくなる

ことがあります。取扱説明書どおりに操作しでも正常に動作しな

いときは、リセッ卜してください。

VFOリセット

VFO周波数、バンドメモリーなどは工場出荷時の値に戻ります

が、メモリーチャンネルやメニューの設定内容、ATプリセット、

ANTデータはリセッ卜されません。

注意・メモリーチャンネル番号は00に、クイックメモリ－
Z田町＂＂＂＂ チャンネル番号は1になります。

いったん電源を切ってから、

⑧⑥を押しながら電源を入れる

・ HELLOを表示して、リセットを終了します。

υc,, ,-, 
’tζLL LI 

オールリセット

メモリーチャンネルやメニュー（メニューNo.46を除く）などを

含めて、全ての設定が工場出荷時の値に戻ります。

注意・メニューNo.46（オプションフィルターの設定）はリ
四期融問セットされません。

いったん電源を切ってから、

⑨垂〉を押しながら電源を入れる
・ HELLOを表示して、リセットを終了します。
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故障とお考えになる前に

トラブルシューティング l 
修理を依頼される前に下記の項目をお確かめください。

症状（受信） 原因 処置

電源を入れでも表示が点灯せず、音も 1電源コネクターとDC電源コードが完 1差し込みを完全にする。 （→p.14) 
出ない。 全には差し込まれていない。

2電源コードのヒユースカず切れている。 2ヒユース唱が切れた原因を対策してか

ら、ヒューズを交換する。 （→p.14) 

3 DC安定化電源のスイッチが入ってい 3スイッチを入れる。

ない。

電源を入れでも正常に表示しない。 マイコンが誤動作している。 リセッ卜する。 （→p.69) 

電源を入れると、 14.000USB表示と バックアップ用電池の寿命がきている。 パックアップ用のリチウム電池の寿命は

なり、メモリ の内容が消えている。 約5年です。リチウム電池の交換は、ご

購入店または最寄りの弊社サービスセン

ターにご相談ください。 （→p.38) 

アンテナをつないでも信号が受信でき 1スケルチが動作している。 1 [SOL］つまみを調節する。 （→p.19) 

ない。
2 [ATT］が入っている。 2 [ATT］をOFFにする。 （→p.48) 

受信感度が低い。
3 [SEND］が入っている。 3 [SEND］をOFFにする。

4 [PRE-AMP］が入っていない。 4 [PRE-AMP］をONにする。 （→p.48) 

5アンテナの選択（1 /2）が合っていな 5 [ANT］でアンテナの選択を正しく合わ
し、。 せる。 （→p.52) 

6アンテナの同調がとれていない。 6アンテナを調整する。 （→p.52) 

7[R円つまみでゲインを下げ、である。 7[R円つまみを時計方向に回しきる。

信号を受信しでも、正しく復調できな モード（電波型式）の設定が合っていな 他のモードに変えてみる。
し、。 し、。

[RIT/XIT］つまみを回しでも周波数が変 [RIT］、［XIT］機能がOFFになってる。 [RIT］または［XIT］を押す。 （→p目59)

わらない。

SSBの受信音が極端にハイカットまた 1 [DSP SLOPE］つまみの位置が不適 1 [DSP SLOPE］つまみを調節する。

は口ーカットになっている。 当。 （→p.49) 

2パケット用フィルターが選択されてい 2音声用のフィルターにする。

る。 （→p.49) 

[UP/DOWN］を押しでも、同調つまみ [F.LOCK］が動作している。 [F.LOCK］を押す。 （→p.58) 

を回しでも周波数が変化しな＼，¥ 0 

前面パネルのキ一入力ができない。 入力時に同調つまみが回っている。 同調つまみを止めてから入力する。

バンドの全範囲をスキャンしない。 プログラムスキャンが設定されている。 CH90 （～CH99）の設定を変更する。

特定の（希望していない）メモリ チ 1スケルチが不適当。 1 [SOL］つまみを調節する。 （→p目19)

ャンネルしかメモリースキャンしな
2 （グループ）メモリーチャンネルに2 2 （グループ）メモリーチャンネルに2し、。
つ以上登録されていないか、全て口ッ つ以上登録するか、 口ックアウトを解

クアウ卜されている。 除する。 （→p目43)

3グループメモリースキャンが選択され 3希望のグループを選択してからメモリ

ている。 ースキャンさせる。 （→p.43) 

注意・下記の周波数でビート音が聞こえることがあります

醐幅四輔 が、これはセットの周波数構成によるもので、故障では

ありません0

－ハンディトランシーパーをセットに近づけると、ハン

ディトランシーパーから雑音が聞こえることがありま

す。セットから離してご使用ください。

10.000MHz、20.000MHz、30.000MHz
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故障とお考えになる前に

症状（送信） 原因 処置

出力が出ない／少ない。 1マイク口ホン端子の差し込みが不完 1差し込みを完全にする。 （→p.17) 

全。

2アンテナの選択（1 /2）が合っていな 2 [ANT］でアンテナの選択を正しく合わ
し、。 せる。 （→p.52) 

3アンテナの同調がとれていない。 3アンテナを調節する。 （→p.52) 

送信しな＼，¥ 0 送信禁止がONになっている。 メニューNo.38で送信禁止を解除す

る。 （→p.58) 

SSB、AMモードの送信時に何も話し MICゲインが高すぎる。 ALCメーターを見ながら、 ALCが軽く

ていないときのバックノイズが大き かかる程度にMICゲインを調節する。
し、。 （→p.25) 

voxが働力、ない。 voxゲインの設定が低すぎる。 メニューNo.16でvoxゲインを調節す
る。 （→p.58) 

リニアアンプが働かなし、。 REMOTEコネクターの接続不良。 接続し直す。 （→p.17) 

リニアアンプのコントロールリレーが メニュ－No目39で‘コントロールリレー

OFFになっている。 をONにする。 （→p.17) 

オートアンテナチューナーでチュ一二 アンテナのSWRが高い。 アンテナを調節する。 （→p.52) 

ンクを聞虫台しでも、すぐにスルーにな
る。

症状（データ通信） 原因 処置

AFSKで送信するとき、エラーやリ卜 1 TNCから出力されるAF信号の出力レベ 1 ALCゾーンを超えないようにTNCの出
ライが多い。 ルが高すぎて変調信号が歪む。 (ALC 力レベルを下げる。

ゾーン）を超えている。

2本機のACC2端子の入力感度が入力信 2 ALCゾーンを超えないようにメニュー

号と合っていない。 No.33でACC2端子の入力感度を下げ、

る。 （→p.37) 

3高周波が回り込んで変調信号が歪む。 3回り込み対策をする。

a TNCと卜ランシバが共通の安定 a TNCとトランシーバーを別の安定化
化電源を使っている。 電源にする。

bアンテナのSWRカf高い。 bアンテナを調節する。 （→p目52)

cアンテナからトランシーパーに高周 cアンテナ、 トランシーパ一、 TNCの

波が誘起される。 アースを取り直す。または接続方法

を変えてみる。

d ACC2端子の入力感度が高いため、 dメニューNo.33でACC2端子の入力感

高周波を誘起して回り込<Go 度を下げる。 （→p.37) 

FSKで受信するとき、エラーが‘多い。 1本機のACC2端子の出力レベルがTNC 1メニューNo.34で、 ACC2端子の出力
の入力レベルと合っていないため、テ、 レベルを調節する。 （→p.35) 

コードできない。

2マルチパス歪や周期の短いフェージン 2ビームアンテナの場合は、アンテナの
グが発生している。 （受信信号が一番 方向を変えて、工ラ の起きにくい位
強いときが最良とは限りません。） 置を捜してみる。

パケットで送信できずに、 TNCのDCD 1本機のACC2端子の出力レベルが高す メニューNo.34で、 ACC2端子の出力

ランプが点、止了したままになっている。 ぎる。 レベルを調節する。 （→p.37) 

2スケルチが聞いている。 2スケルチを調節しなおす。 （→p.19) 

3本機のACC2端子のPSQ（⑤）と、 TNC 3本機のACC2端子のPSQ（⑤）は、
のスケルチの極性が逆になっている。 OPEN:L CLOSED’Hに固定されていま

す。 TNCの極性を逆にしてください。

4 TNCのディレイタイムの設定が合って 4 TNCのディレイタイムは300ms以上に

いない。 してください。
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故障とお考えになる前に

ヒューズの交換 ｜ 
本機を外部アンテナチューナ－AT-300と接続する回路には

ヒューズが入っていますoAT-300ご使用時にヒューズが切れた

場合は、原因を対策した後、ヒューズを交換してください。

上ケースのねじ8本を外してケースを取り、次にシー
ルド板のねじ12本を外し、シールド板を取ります。

2 ヒューズ（4A）を交換します。

3 シールド板と上ケースを元どおりに戻します。

SOWにパワーダウンする ｜ 
TS 570SGで移動する局の免許を申請する場合は、出力を50Wに

パワ ダウンしなければ‘なりません。

注意・ 50Wに改造した場合は、技術基準適合証明送受信機と
しての免許申請はできません。
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送信機系統図を添付して、保証認定願で申請してくだ

さし、（→p.74～77）。

下ケースのねじ8本を外してケースを取ります。

2上ケースのねじ4本を外してケースを取ります。

3前面パネルとシャーシを止めているねじの、上2本を
はずし、下2本は緩めます。

e、

輸し噌外す
＼＼緩める

4前面パネル全体を引くと、 90度回転して止まります。

人

＼／  

，，， 
リードジャン／＇＼ー

5 プリント基板（上図）右上のリード‘ジ、ャンパーを切っ
て、聞きます。

聞く

~ 

fl 
6前面パネル、下ケース、上ケースのねじを止めてを元
に戻します。



基準周波数の校正 ｜ 
本機は工場出荷時に規格内に校正されていますので、特に必要な

場合以外は校正しないでくださし、。

校正は、cwモードで800Hzのcwピッチ／サイドトーンを聞き
なが‘ら、トリマーを調整します。

メニューNo.20のcwピッチを変更しているときは800Hzに戻し
てください（→p.29）。

注意・オプションのS0-2を装着している場合は基準周波数校
園田園E 正はできません。

・配線を挟んだり、傷付けないようにしてください0

．タ1、したねじをなくさないようにしてください。

初期状態

⑨⑥＆③⑥肝肝
@ID センター

cwキ一端子…・・…．．電鍵またはショー卜プラグを接続

下ケースのねじ8本を外してケースを取り、次にシー
ルド板のねじ6本を外し、シールド板を取る

次に

2 ②唖唇⑥を押して、 cwモードにする
3 @ IF SHIFT）をセンターにする
－中心周波数を800Hzにします。

4 q亘亘むを押し、 0MULTICH）を回す
・フィルターの帯域幅をlkHz(lOOOHz）にします。

5 q画雪〉を押す
－フィルターの設定を終了します。

故障とお考えになる前に

6 JJY/WWV(10MHz, 15MHz）を受信する
・ディスプレイを見ながら、受信周波数を正確に合わせて

ください。

例 10MHz ....・H・－…....・H・....・H・..10.000.00ピッタリにする

．約800Hzのピート音が聞こえます。

’，r .. nl角川［MHz]
fAc二園田sp町 ×ムfreference+ 800 [Hz] 
円『 2Q[MHz] 

ムf開 fe陪 n田：基準周波数のずれ［Hz]

7 キーダウンする
・800Hzのサイドトーンが聞こえ、受信音と重なって、うな

り（ダブルビート）が生じます。

うなりが聞き取りにくいときはAFつまみで受信音、また
はメニューNo.21で、サイドトーンを調節します。

f sidetoneニ 800[Hz］士 50ppm 

( = 800 ± 0.04 [Hz] ) 

8 トリマー（TCSOO）を調節する
－うなりの周期が最大になり、うなりがなくなる位置に合
わせます。このとき、受信音とサイドトーンの周波数差

は最小になります。

9 シールド板と下ケースを元どおりに戻す
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開局申請書の書き方

本機は技術基準適合証明送受信機です。市販の申請書に、必要事項を間違いなく記入の上、申請してくださ l¥oまた、TS-570Sの運用に

は、第2級アマチュア無線技士以上、TS-570Mの運用には、第3級アマチュア無線技士以上の資格が必要です。

使用するトランシーパ（送信装置）
技術基準適合証明発行願（記入例）

⑦⑧｜⑨手数料⑤技術基準適合証明番号（注）送信機番号

K:X:1:2:3:4:5:6:7:8 

出口！日日i口口口コ！口

ffij 入員己

技術基準適合証明ラベルの番号を書く

（番号は無線機ごとに異なります）
2台まで
育大脅大円

3台のとき
＊＊＊＊円

4台以上
＊ 

K: 

K 

K 

第3送信機

第4送信機

第5送信機

第6送信機

K: 

K 

第7送信機

第8送信機
技術基準適合証明ラベル

K 第9送信機

K 第10送信機

申請書および工事設計書（記入例）

了＼

ここは、技術基準

適合証明送受信機

での申請のときは

省略できます。

これは、付属装置

付設またはSタイ

〉プを5航パヮー
ダウンしたことに

より、非技術基準

適合証明送受信機

として保証認定を

申請するときの記

載例です（ノfケ y

卜またはRTTY装

置を付設する場合

にはFl、F2などの

電波型式を追加し

てくださしミ）

ノ

＂工事設計 第 1送信機

変更の種別 取替増設撤去変更

技術基準適合証明香号 K口口口口口口口口
、

1_ 1.9MHz A1 630MHz帯
10MHz帯

発射可能な

電波の型式、
3.8MHz帯
7MHz帯

周波数の範囲
A 1 A3 A3J 14MHz帯

18MHz帯
21MHz帝
24MHz帯

A1 A3 〈捌Hz帯
A3J F3 5コMHz帯

平衡変調
変調の方式 リアクタンス変調

低電力変調

定格出力 ※1 w 

五冬 名称個数 MRF255×2 
段

管 ー時官Lる 圧 13.8 V ， 

送信空中線の型式 ※4 

その他の工事設計
電波法第3章に規定する

条件に合致している 1 

r｛
J
 

⑮
 

21希望する周波数の範囲、空中線電力、電波の型式

電波の型式※2

1.9M : I※1 : I A 1 : 
一一一一ーーーーーー一一ーーーー」ーー↓ー田ーーー－＂ ート ーーーー田ーーーーーー一一一一L一一＋ト一一一

3.5M : I※1 : I A 1 A3 A3J : 
一一一一一一一一一「一ー＋ー一一一一一一寸一一十一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一回ヤー仲ーーー

3.BM : I※1 : I A 1 A3 A3J : 
イ ＋イ＋：＋ト

4.630M※3: I※1 : I A 1 : 
一一一一一一一一トー←－－－－－－・Fー十ーー一一一一一一一一一一一一一一一一一一」・－－≪一一一

7M : I※1 : I A 1 A3 A3J : 
一一一一一一一一一一一一一一「一－，ト一一一一一一十一→一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一－，一一叫一一一

10M : I※1: I A1 : 
l→」＋ー』： <>-

14M : I※1 : I A 1 A3 A3J : 
一一一一一一一一一一一一一一一一」ー斗ー一一一一一一」一一＋一一一一一一一ーー一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一－Lー→ト一一

18M : I※1 : I A 1 A3 A3J : 
一一一一一一一一一一一一一一一一「一－t一一一一一一一一一一－r』一一一ーーーーーーーーーーーーー一一ー一一ー一一一一一一一一一一一一一「一→←一一

21M : I※1 : I A 1 A3 A3J : 
一一一一一一ーーーーーーーーーー」ーーιーーーーーー」ード ーL ；← 

24M : I※1 : I A 1 A3 A3J : 
一一一一一一一一一一一一一一一「一一＋一一一一一一一寸一一十一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一－，一一＋一一

28M : I※1 : I A 1 A3 A3J F3 : 
___ Jー↓一一一一」ー」一一一一一一一ーーー イ＋ト

50M : I※1 : I A 1 A3 A3J F3 : 
一一一一一一一一一一一一一一一十ーーャ一一一一一一寸一一十一一一一一一一一一ー－－一一一一一一一一一一一一一：ー

l I I I 丸J

周波数帯※21空中線電力

※4には、使用する送信空中線の型式を記入します。

※lには、申請する空中線電力を記入します。

(50Wのときはsow（→p.72）、 IOOWのときはIOOWと書く）
TS-570YGでは1.9MHz～28MHz帯は！OW、50MHz帯は20Wです。

※2は無線技士資格によって変わります。

※3は、非常通信の連絡を設定する場合に使用する周波数です。
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開局申請書の書き方

保証認定願

本機により、RTTY(RadioTeletype）およびパケット通信を申請する場合は、付属装置付設のため非技術基準適合証明送受信機としての

取り扱いになります。

したか、って、工事設計書の記載は省略できません。前ページの記載例を参考にして記入してください。

また、保証認定願裏面の付属装置の表に、名称、方式・規格、組み合わせて使用する送信機番号を記入してください。

パケット通信の申請方法（記載例）

SSBモードを使用するときは円、 FMモードを使用するときはF2を、電波の型式欄に追加記入してくださし＼o

ただし、F1は1.9MHz帯で、は許可されません。F2も1.9～24MHz帯で、は許可されません。

名称 方式・規格 組み合わせて使用する送信機番号

(13）パケット通信装置 (14) (15) 

①方式 : AFSK 

②通信速度 : {F1) 300bps 

{F2) 1200bps 

注意 －方式・規格はTNC装置 ③周波数偏移幅 : {F1) ±100Hz 

によって異なります。 (F2) ±500Hz 
使用するTNC装置の諸 ④副搬送波周波数 : (F1) 2210Hzまたは1700Hz
元を確認して記入して

(F2) 1700Hz 
ください。

⑤符号構成 AX.25プロトコル準拠

RTTYの申請方法（記載例）

電波の型式欄にF1を追加記入してくださし、。ただし、F1は1.9MHz帯で、はRTTYは許可されません。

名称 方式・規格 組み合わせて使用する送信機番号

(16) RTTY装置 ( 17) ( 18) 

①方式 : FSK 

②通信速度 : 45.5ボー

③副搬送波周波数

④周波数偏移幅 : 170Hz 

申請書類および申請に関するお問い合わせは、

財団法人日本アマチュア無線振興協会

〒 170-8088 東京都豊島区巣鴨 l丁目 24香3号小島ビル 電話監理部業務課（03)5395 -3206～9 

電波を発射する前に

アマチュア局は、自局の発射する電波が、テレビやラジオの受
信に障害を与えたり、障害を受けているとの連絡を受けた場合
は、ただちに電波の発射を中止し、障害の有無や程度を確認し
てくださし、

無線局運用規則第9条アマチュア局の運用第258条

アマチュア局は、自局の発射する電波が他の無線局の運用又

は放送の受信に支障を与え、若しくは与えるおそれがあるとき

は、すみやかに当該周波数による電波の発射を中止しなければな

らない。（以下略）

障害が自局の電波によるものと確認された場合、無線機・アン
テナ系を点検し、障害に応じて当社サービス窓口や、お買い上
げの販売店などに相談するなどして、適切な処置を行ってくだ
さし、。

受信側に原因がある場合、障害対策は単に技術的な問題にと
どまらず、ご近所付き合いなどでむずかしい場合もあります。
日本アマチュア無線機器工業会 (JAJA）および（社）日本アマ
チュア無線連盟 (JARL）では、電波障害の対策と防止について
の窓口を開設しておりますので、対策にお困りの場合はご相
談くださし、。

日本アマチュア無線機器工業会（JAIA)
〒1700002 

東京都豊島区巣鴨 l丁目 10番5号 第2JI［端ビル
電話 (03) 3944-8611 

（社）日本アマチュア無線連盟（JARL)
干 1708073 

東京都豊島区巣鴨 l丁目 14番5号電話 (03) 53953111 
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CWKEYO〆そ

FSK 
RTTY o 

MIC 
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送信機系統図

マイコン

デジ空ル制御部

分周比設定

S歩イプのみ



送信機系統図

ANT 1 ANT 2 

大7

64目22MHz
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電波障害（TVl,BCI）対策フローチャート

アンテナ系の点検

YES 

無線機の電源ライン、
接続ケーブルの引き回し
および長さを変更する

NO 
ーー．
I 

無線機にBPF,LPFを
取り付ける
TV，ラジオにライン
フィルタ を取り付ける

JARL,JAIAおよび無線機
メー力ーのいずれかの
相談窓口にお問い合わせ
ください。

78 

YES 

終了

圃圃園田園園園園圃圃圃目

終了

_y_ 

無線機のアンテナ
ケーブルの引き回し、
アンテナケーブルの点検

アンテナ聞の距離を離す

TVにHPF（バランス
タイプ）を取り付ける

NO 
回国園田園

YES 

無線機にLPF,
BPFを
取り付ける

NO 
ーーーーー－.
T 

JARL,JAIAおよび無線機
メー力ーのいずれかの
相談窓口にお問い合わせ
ください。



パソコン・コントロール

パーソナル・コンビューター（以下コンヒoュータ ）からコマン

ドを送って、本機をリモート・コントロールできます。

また、本機が受信した周波数などをコンビューターの画面に表

示させることもできます。

リモー卜コントロールのためのコマンドは別表の62項目です。

RS 232C 
シリアル
ポートへ

，，ソコン ストレート
ケーブル

データ通信の定格

コマンドは、コンビューターのRS-232Cから、本機のCOM端子

を介してデータ通信されます。COM端子側のテ タ通信の定格

は下表のとおりです。

RS-232Cの設定をこの定格に合わせてくださし、。

通信方式 シリアルインタ フェ ス

通信速度 メニュ－No.35により言宣定する

同期方式 調歩同期方式（非同期）

スター卜 1ビット

ビット構成
キャラクタ長 8ビット

ス卜 yプ メニューNo.35

により設定する

J"f.リティチェック なし

信号形式 RS 232C 

通信速度とストップビットの設定

通信速度とストップビットはメニューNo.35で選択します。

co凡fRATE 

Ml正TII CH 
ノfソコンインタフェース
12-1～576-1 
初期値 961 ⑧
 

Communication parameters for COM co1111ector 

可－－－－－メニュー 通信速度 スト yプ メニュー 通信速度 ストップ
表示 bps ヒット 表示 bps ビット

12 -1 1200 96 -1 9600 

24 -1 2400 192 -1 19200 

48 -1 4800 384 -1 38400 

48 -2 4800 2 576 1 57600 

注意・当社製の従来のHF機は、TS-870Sは96-1（初期値）、そ
圃園園田れ以外は 48-2です。

48-2で動いているプログラムを本機で使用するとき

は、メニューNo.35を48-2にするか、コンビューターの

通信速度を本機に合わせてくださし＼o

接続

コンビュ タ のRS-232C端子に直接接続します。

注意・接続前に無線機、コンビューターなどの電源は必ず
園田園ー OFFにしてください。

・従来機のデータ通信時に使用していたオプションのイ

ンターフェースIF-232Cは、本機では使用しません。

⑧ CTS ⑦ RTS 

①④⑥⑨は

NC （無配線）

⑤GND ③TX Data ②RX Data 

端子No. 信号名 COM端子の機能 方向

任活活児島 NC 無配線

無線機からコンヒ。ュ ターヘ、シ

② RXD リアルデ タを負論理で出力しま 出力
す己

コンヒ。ューターから無線機ヘ、シ

③ TXD リアルデータを負論理で出力しま 入力
す。

⑤ GND 信号クランド

コンヒ。ューターから無線機へ、正
説法里で出力します。

⑦ RTS 
コンヒoューターが受信デ タを受

入力
け入れられないときは、無線機に
たいして”L”レベルで送信デ タを
禁止します。

無線機からコンヒ。ユーターへ、正
論理で出力します。

⑥ CTS 
無線機が受信デ タを受け入れら

出力
れないときは、コンビューターに
たいして”L”レベルで送信デ タを
禁止します。

コマンドの送りかた

コンヒ。ューターにコマンドを送ってコントロールするには下記

の方法などがあります。

e BASICなどの言語でプログラミングする0
．通信ソフトを利用する。

シリアルボ トを操作できる一般的な通信ソフトを、「デー

タ通信の定格」に合わせてお使いください。

．コントロール用のソフトウエアを入手する。販売店にご相談

ください。

コマンドの構成

コマンドの構成は下記の例のとおりです。

例 VFOAに7MHzの周波数を入力する。

FA 00007000000 _;_ 

コマンド ターミネータj＼ラメタ
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パソコン・コントロール

コマンド： コマンドは2文字の英文字です。

大文字・小文字を間いません。

パラメータ： パラメータは桁数を正確に各コマンドの

フォーマットに合わせてください。

機種によってはフォーマットが異なる場合が

あります。すでにあるフ。ログラムをイ吏用する

場合はご注意ください。

パラメータが付かないものもあります。

3桁のパラメータの場合は999まで入力でき

ますが、有効値は各コマンドで指定している

値です。

ターミネータ： セミコロンはコマンドの終了を意味します。

コマンドの種類

ターミネータの位置は正確に各コマンドの

フォーマットに合わせてください。

コマンドには、設定コマンド、読出コマンド、応答コマン

ドの3種類があります。入力系、出力系でで分けると下記

のようになります。

F 設定コマンド

［…一一る無線機に入力する。 L読出コマンド

応答コマンドを要求する。

出力コマンド 応答コマンド

無線機から出力される。 状態を出力する。

例えば‘FAコマンド（VFOAの周波数）の場合

VFO Aの周波数を？MHz（こ設定するときは、

コンビューターから無線機に下記のコマンドを送ります。

FA00007000000; 

VFO Aの周波数を読みたいときは、

コンビューターから無線機に下記のコマンドを送ります。

FA; 

読出すコマンドを受け付けると、

無線機からコンビューターに下記の応答コマンドカf送り返

されます。

FAOOOO?OOOOOO; 

エラーメッセージ

エラーが生じた場合、無線機はコンビューターにエラーメッセー

ジ”つ；”を送ります。

？， 

コマンドのフォーマットが間違っている。
フォーマットは合っているが、無線機がそのコマ
ンドを受け付けない状態にある。
（コマンドを受け付けないときは、エラーメッ
セージを戻さないこともあります。）

-~~CJ ム可 Aリ コンビュータ・コマンドリスト

コマ
名称

設 読 応

ンド
機能

:ii:『: 出 答
→p. →p. 

AC ANTENNA TUNER CONTROL 
アンテナチューナーのIN庁HROUGHとTUNE

のON/OFF
。。。 52 

AG AF GAIN AFゲイン 。。。 18 

Al AUTO INFORMATION オートインフォメーション 。。。82 圃

AN ANTENNA NUMBER アンテナの番号切替え 。。。 52 

BC BEAT CANCELER ビートキャンセラー 。。。 50 

BY BUSY BUSY信号 一。。 44 

CA CW AUTO TUNE オートゼロイン 。。。 28 

CN CTCSS NUMBER CTCSS周波数番号の設定 。。。 31 

CT CTCSS CTCSSのON/OFF 。。。83 32 
DN DWN (MIC) マイクロホンのDWNスイッチ 。一 一 22,39,41 

EX EXTENTION MENU メニュー 。。。84 94 
FA FREQUENCY VFO A VFOAの周波数 。。。 23 

FB FREQUENCY VFO B VFO Bの周波数 。。。83 23 
FR FUNCTION RX RX (VFO A, VFO BまたはM.CH）の設定 。。。 23 

FS FINE STEP FINE機能のON/OFF 。。。 22 

FT FUNCTION TX TX (VFO A, VFO BまたはM.CH）の設定 。。。 23 

FW FILTER W旧TH フィルター幅 。。。84 49 
GT 
AUTO GAIN CONTROL TIME 

AGCの時定数 。。。 60 
CONSTANT 
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パソコン・コントロール

コマ
名称

設 読 応

ンド
機能

定 出 答
→p. →p. 

ID ID 
セットからモデルを認識するためにモデル番号を読 。。84 一 一
み取る

IF INFORMATION セットの状態を読み出す 一 。。 一

IS IF SHIFT IFシフト 。。。 46 

KS KEV SPEED KVコマンドによるキーイングのスピード 。。。86 55 
KV CW KEYING 

入力された文字をモールスコードに変換してキーイ 。。。 一
ングする

LK LOCK 周波数ロックのON/OFF 。。。 58 

LM LOAD MESSAGE 音声とcwメッセージの録音 。。。 55, 62 

MC MEMORY CHANNEL メモリーチャンネルを呼び出す 。。。87 39,42 
MD MODE モード 。。。 一

MG MIC GAIN マイクゲイン 。。。 25 

MR MEMORY READ メモリー内容を見る 一 。。 39,42 

MW  MEMORY WRITE メモリーの書き込み 。 88 
39,42 一 一

NB NOISE BLANKER ノイス・プランカー 。。。87 47 
NR NOISE REDUCTION ノイス・リダクション 。。。 51 

PA PRE-AMP プリアンプのON/OFF 。。。88 48 
PB PLAY BACK 音声とcwメッセージの再生 。。。 56,62 

PC POWER CONTROL 送信出力 。。。 19 

PR SPEECH PROCESSOR スピーチプロセッサー 。。。 26 

PS POWER SWITCH 電源のON/OFF 。。。89 18 
PT PITCH ピッチ周波数 。。。 29 

RA RF ATTENUATOR RFATT 。。。 48 

RC RIT (XIT) CLEAR RIT/XIT周波数をクリアする 。一 ー 59 

RD RIT (XIT) DOWN RIT/XIT周波数のDOWN 。一 一 59 

RG RF GAIN RF GAIN 。。。
90 
60 

RM READ METER メーターの選択とメーター値の読み出し 。。。 57 

RT RIT RIT周波数のON/OFF 。。。 59 

RU RIT (XIT) UP RIT/XIT周波数のUP 。一 一 59 

RX RX 受信状態にする 。一 。 一

SC SCAN SCANのON/OFF 。。。 43 

SD SEMI BREAK-IN DELAY TIME セミ・ブレークイン時のディレイタイム 。。。 28 

SH SLOPE TUNE HIGH (SSB,FM,AM) スロープチューンのハイカット周波数 。。。
91 
49 

SL SLOPE TUNE LOW (SSB,FM,AM) スロープチューンのローカット周波数 。。。 49 

SM METER S/PWRメータ一信号の出力 一 。。 57 

SQ SQUELCH LEVEL スケルチレベル 。。。 19 

SR SYSTEM RESET セットのリセット 。ー 一 69 

TO TONE サブトーンのON/OFF 。。。 31 

TN TONE NUMBER サブトーン周波数 。。。92 31 
TX TX 送信状態にする 。一 。90 一
UP MIC UP SWITCH マイクロホンのUPスイッチ 。一 ー 83 22,39,41 
VD VOX DELAV TIME voxテEイレイタイム 。。。 58 

VG VOX GAIN vox 。。。 58 

VR VOICE RECALL 音声合成を発声させる 。 92 
67 ー 一

vx VOX (Voice operation X-mit) voxのON/OFF 。。。 58 

XT XIT XITのON/OFF 。。。90 59 
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パソコン・コントロール

ACアンテナチュナの IN庁HROUGHと、 TUNEのON/OFFa 

4 6 

設定 I A 
C RX 
IN庁HRUIN斤HRUON/OFF 

読出 lA C 

応答 A 
C RX 
IN/TH円UIN/THRU ON/OFF ， 

31行目 ( 1桁）

／て 14桁目（1桁）
フ l

11s桁目（1 fo:) 
タ

RX IN/THRUの設定はできないので、 1/0のいず
れでもよい。

TX IN/THRU Antenna tuner THRU ... ... 0 

Antenna tuner IN…一ー ー 1 
TUNE ON/OFF OFF ...... ... . ........……… o 

ON（プリセントチょーニンヴする） 1 

ただし4桁目が0のときはATTHRUなので、 5桁目を 1にしてもTHRU
ONにはなりません。

AGAFゲインの設定

マ
4 

設定 IA G A F ゲイ
/ 、

13～5桁目（3桁） OOO(min）～255(max) 

読出 IA

}¥ 

G 

フ
メ

応答 IA

立 立 豆 三Z 、， タ

G A F ゲイ
J、, 

Al  AUTO INFORMATIONのON/OFFa セy卜の状態が変化したとき、自動的に応答コマンドを出力する機能。

ヨfLrムー，
H又疋 A 

A 

~ 

No 
3桁目（1桁）日

パ
ラ
メ
ー
タ

読出

,z ミZ ,z 

リ応答 A No目

ANアンテナ番号の切替え。

2 4 

設定 1A N 
No 

読出 IA N 

マ 立 立

応答 IA N 
No目

BCビートキャンセラーのON/OFF。

OFF .. ...... .. .. .... . .........。
IFコマンドの内容（パラメ タ）に

変化があったとき、一定時間ごとに｜

Fコマンドを出力する…目........・ H・u…・・・・・ ••• ••• 1 
パラメータに変化力ずあったコマンドを

出力する ••• ••••••••• ••••••••• • •• 2 
1と2を併用する ••• ••• ••••••••• • ••••• 3 

3桁目（1桁） ANT1 

ANT2 

パ
ラ
メ
ー
タ

目 2

立 2 立 3 立 4 

ヨ両又円一r疋L. B 
C ON/OFF 

読出 B C 

立 立

応答 B 
C O叩 FF

BY  BUSY信号の読み出し0 （設定コマンドはありません。）

3桁目（1桁）

パ
ラ
メ
ー
タ

OFF 

BC1 
BC2 

n
U
4
1
円〆』

3t行目（1桁） OFF 
ON 

…目。

パ
ラ
メ
ー
タ

ロμ

ロu

出

答

2

読

応

au

J y 
ミ乙

＼ y ON/0昨



r:;A cwオートセ口インのON/OFF

三Z 立 立 4 

設定 leA No 
読出 leA 

立 玄 玄

応答 leA No. 
CN CTCSS周波数番号の選択

平つ 写 マ 4 

設定 lC N No. 
読出 lC N 

立 立 立

応答 lC N No. 

CT CTCSSのON/ F 
。 2 て7 3 。 4 

設定 leT ON/OFF ラ
読出 leT 

立 立 立

応答 lC T ON/OFF 

パソコン・コントロール

3桁目（1桁）

パl設定コマンド オートチュ 二ング解除 ......... －…… ー O
ラ｜ オ トチュニンク開始............ ...... .. ... 1 

11応答コマンド 0 オ 卜チユ 二ングは動作していない

タ｜ 1 ... ーオートチュ ニンク重tH乍中

3～4桁目（2桁）

パラメータ

13桁目（1桁）
I可

フ
メ

タ

OFF 

ON 

CTCSS周波数を01～38までの番号で入力

する。番号表（→p.31)

39番の 1750HzはCTCSS周波数には使用

できません。

。

ON UP マイクロホンの UP/DOWNと同じ。モードごとに設定されたステyプで、 UP/DOWNする O （設定コマンドのみ。）

設定 IDN I u p ！パlなし。

FA 

云日以凡〆疋『

読出

応答

フ
メ

タ

F B VFO A/VFO Bの周波数設定。（2桁目は、 VFOAのときはA、VFOBのときは Bです。）
2 
ヌ 立

4 6 
三Z 立 立

9 
三Z
10 立 lI 立 12 豆 13 叉 14 

F A/B 表 刀可 周 j皮 数 ( 1 k H z オーダーで 1 1 桁表示）

F A/8 

F A/B 
． 

表 刀ミ 周 j皮 数 ( 1 k H z オーダーで 1 1 桁表示） ， 
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パソコン・コントロール

ーさn...r-1--曾
日又疋

EXメニューを設定する。

E XI  メニュー No. I 

IE  XI  ; I 

IE  xi メニュー No. I 

6 ry 7 ry 8 。 9

メニュー内容 D 3～5桁巨（3桁） o＋メニュー No.例 20 の場合020

2 2 2 

J'f. 

716～9桁目（4桁） 0000～0074の数空

マI 1：列 OFF・….................0000 
タI ON ..………H・H ・.0001

その他は次ページの表による

読出

応答 メニュー内容 三
FR  FT  受信／送信を VFOA/BまたはM.CHにする。

2 円 3 

－U」設定
F R庁 77ノ7:,3/ 

F R庁； l

3桁目（1桁） VFOA 
VFOB 
M.CH 

n
U
4
1
円
〆
』

読出

応答

ミ乙 宝L 立

リ

パ
ラ
メ
ー
タ

F R/T11＇山

FS  FINEのON

り 2 マ 3 守 4 

設定 IF s ON/OFF ; I 

読出 F s ; I 
応答 F s ON／師 ；［ 

3桁目（1桁） OFF 
ON 

... 0 

パラメータ

FW受信用フィルタ 幅の設定。 3～6桁目（4桁） 日［10Hz]

マヲ
2 

でヲ
3 

円
4 

~ 
5 6 

設定 IF

． 
w フィ Jレター中国 SSB/FM/AM cw 

J'f. 0000 : Narrow 
フ 0000～0079 : 50 Hz 0400～0499 : 400 Hz 

読出 IF w メ
0001～9999 : Wide 0080～0099 : 80 Hz 0500～0599 : 500 Hz 
FSK 0100～0149・100Hz 0600～0999 : 600 Hz 

タ 0000～0499 250 Hz 
0150～0199 : 150 Hz 1000～1999 :1000 Hz 

応答［ F

てヲ マ 。 。 ． 0500～0999 500 Hz 0200～0299 : 200 Hz 2000～9999 : 2000 Hz 

w フィルター幅 1000～1499 1000 Hz 0300～0399 : 300 Hz 

1500～9999 1500 Hz 

GTAGC時定数の設定（FMモード以外）。

言Z
2 

玄Z
3 

立
4 
ロ
5 
ヨ巴
6 

設定 IG T 
時 定 数

(3桁） 002 ..…...・H・－－－………...・H・..FAST 
/</. 004 .............ー….............SLOW 

読出 IG T 
フ
メ

立 sz 立 三Z ヨE タ

応答 iG T 日寺 ：.ι 』 数

・・・・・・・・・・圃．
ID 機種の確認。（設定コマンドはありません。）

3～5桁目
(3桁） TS-570 018 

パラメータ

読出｜ I D 
て7 sz 立 立

a ; I 応答｜ I D 。
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パソコン・コントロール

No. 6～15桁目→ 0000 0001 0002 0003 0004 0005 0006 0007 0008 0009 0010 0011 0012 0013 0014 0015 p. 。。 DIMMER OFF d4・暗 d3 d2 d1－明 57 

01 BEEP OFF 1－小 2 3 4 0 b 7 出 日ー穴 57 

02 1M/500k 100 500 1000 [kHz] 21 

03 CH.STEP 5 10 [kHz] 21 

04 CH.STEP(FM) 5 10 12.5 20 25 [kHz] 21 

05 STEP.ADJ OFF ON 21 

06 BC.STEP 10 9 [kHz] 33 

07 MRSPL/T OFF ON 40 

08 CH.SHIFT OFF ON 39 

09 PG.S.HOLD OFF ON 45 

10 CAR.SCAN to co 44 

11 RXAT OFF ON 54 

12 SPAC 7目5 20 [ms] 51 

13 TX.WIDTH 2.4 2.0 [kHz] 26 

14 TXEQ OFF Hb FP bb C u 60 

15 PROC.LOWIHI 。 5 10 15 20 25 [dB] 26 

16 VOX.GAIN 。 2 3 4 5 6 7 8 9 58 

17 FM/MIC L H 30 

18 SUB. TONE(F) サブトーン陪h炭叙は39；反から選択します。評細はp.31をこらんくだけい（罰則値88.5Hz 。 31 

19 SUB.TONE b C 31 

20 PITCH 400[Hz] 450 500 550 600 650 700 750 800 850 900 950 1000 29 

21 CW VOL OFF 2 3 4 5 6 7 8 9 29 

22 BUG KEY OFF ON OFF：キーヤー ON：バグキー 55 

23 RPTMODE OFF ON 56,63 

24 REP.ηME リピート ィムは、 O～60秒 (0000～0060）まで1抄刻みに選べま （初担11且10秒 56,63 

25 DRU VOL OFF 2 3 4 5 6 7 8 9 63 

26 AT WEIGHT OFF ON 55 

27 ATWTREV OFF ON 55 

28 INSKEYG OFF ON 56 

29 FSK.SHFT 170 200 425 850 [Hz] 34 

30 MARκPOL OFF ON 34 

31 FSK.TONE 1275 2125 34 

32 PKT.FIL OFF 1200 300 P(=PSK) 36 

33 PKT/IN 。 2 37 

34 PKT.OUT 。 2 3 4 5 6 7 8 9 35,37 

35 COM.RATE 12・1 24-1 48-1 48-2 96開1 192-1 384-1 576・1 79 

36 TRNSFER OFF ON 64 

37 DIRECT OFF ON 64 

38 TX/NH OFF ON 58 

39 LINEAR OFF ON 17 

40 XVERT OFF 50 144 430 [MHz] 63 

41 PF KEY 前面パネルのPFキ 51(VOICE 1) 左記の5つのPF干ーは、 61 

マイク口ホンのPF1キー メニューキー（00～40、48～51)、
恒圃圃園開園田園圃E

42 MICPF1 64(A/B) 61 

43 MICPF2 マイクロホンのPF2キー 62(SPLIT) 
特殊キー（50～52）、 内「
前面パネルのキー（60～76)

44 MICPF3 マイクロホンのPF3キー 65(M/V) および機能なし（99）に設定できます。 内「
－－ーーーーー・・ー

45 MICPF4 マイクロホンのPF4キー 50（モニタ一） 詳細はp目61をごらんください。 61 

46 OP IFFIL OFF 1800 500 270 [Hz] 47 

47 TX MONITOR OFF 2 3 4 5 6 7 8 9 62 

48 RITZEROIN OFF ON 29 

49 MANUAL WEIGHT 1:2.5 1 :2.6 1:2.7 1:2.8 1:2.9 1:3.0 1 :3.1 1:3.2 1:3.3 1 :3.4 1:3.5 1:3.6 1 :3.7 1:3目81 :3.9 1 :4.0 55 

50 RX EQUALIZER OFF Hb FP bb C u 60 

51 NR1 LEVEL Auto 1（低い） 2 3 4 5 6 7 8 9（晶） 51 

85 



パソコン・コントロール

IF TS-570の状態を読み出す。（設定コマンドはありません）

4 
1一一一一一一一一立

、， 6 て－ 7 14～18桁目（5桁）
19～23桁目（5桁）

3～13桁自（11桁） 表示周波数を 1kHzオ ターで表示
f列 00014175000...ー... 14.175MHz 

2 目・.........目.....メモリーチャンネル
32、3、4桁目（1桁） 0 ...... ......... ...... . .. OFF 

ON 

35～36桁目（2桁） 01～39 (p.31参照）

読出

応答

F
一三

F 表示周波数

10 
5乙一一一一一一一一一_i

II 14 2-」~ 16 
24、5桁目（1桁）

表示周波Z スペース

24 

I RITの｜

10判OF刊
32 

/t 129桁目（1桁）

; 130桁目（1桁）

タ

立 2317 立 L 三L」 22

RIT周波数

SPL汀の ITONEの
ON/OFF I ON/0汗 lTONE No. lスペース

31桁目（1桁）

29 30 31 25 

. ,SCANの
ア〆7jヨ〆 lON/OFF lJ;o~FI 7＇＂ース lメモリーチャンオルITX/RX MODE 

33 37 38 34 35 36 

スペース
RIT周波数と±を 1Hzオーターで表示。

”＋”は” ”でもよい。
例＋5320
n
U
4
1
n
U
4
1
 

5.32kHz 

OFF 

... ON 

RX 

TX 

0 ...... NO MODE 1 ... LSB 

2……目USB 3 ... CW  
4司... FM 5. AM 

6 ......... FSK 7 .... CW-R 

8 ...... NO MODE 9……… FSK-R 。 目・田・回日 .. ..  ...  . ...  VFOA 

... VFO B 

IS IFシフトの設定。
マ 4 "v fミ 可V

6 
マ
7 

さH又ILr疋.,__ s シフト方向 シフト周波数

読出 s 
応答 s ン7ト方向 シフト局j皮喜士

3桁目（1桁）

11,_, I一目時）
メ

タ

J 

プラスまたは0のとき ＋またはスぺース
（ーを入力するとエラーになる。）

0000～1100 ..... E ……… …・ー [Hz] 

KS KYコマンドのキーインクスピード設定。
4 ヨ区 6 

設定 1K s SPEED 
読出 1K s 

勺 豆 三ヨ 立 ヨE

応答 1K s SPEED ， 

3～5桁目（3桁） 01 O (min.）～060 (max.) [WPM] 

パ
ラ
メ
ー
タ

KY入力された文字をモールスコードに変換してキーイングする。
I v 2 守 3 4 て7 ・ 勺守

設定 IKY…i 
10 y 11 9 12 マ 13 v 14 v 15 y 16 

17 18 19 20 21 22 23 24 

｜；｜ 

読出 K y I 

応答 K y 0/1 I 

設定
3桁目（1桁） 必ずスペースにする（ASCIIコ ド20h)

4～27桁目（24桁） A～乙 O～9など

応答
3桁目（1桁） 0＝バッファに空がある

1＝バッファに空がない

パ l設定は28文字の固定長です。（文字の不足分は一一（スぺース）を挿
ラ｜入する。ただし、 はモ ルスコードに変換されない。）

干11つの文章には24文字まで入力できます。
会｜文章を続けて入力する場合は、無線機がキーイングし終わって力、
．ら、再度「KY」コマンドから入力してください。
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パソコン・コントロール

LK F.LOCKのON/OFFo
勺
2 

て？
3 4 

てフ

三己又Tt,r疋i「・ L K ON/0町
13桁目（1桁） OFF ．．．．．．．．．．．． 。

ON 

...........・

．．．．．．．．．．．．．．． 

L 
r, 

読出 K 
フ
メ

立 さヨ :,z 

応答 L K ON/OFF 
タ

LM音声と cwメyセ ジ録音のON/OFFo
立 2 立 三Z 4 

二同手又口jr疋i事 L M 録音No.

読出 L M 
'iZ 立 立

応答 L M録音No

MCメモリーチャンネルを呼び出す。
4 

設定 lM C スベス チャンネル

読出 lM C 
三Z 三ヨ 玄Z 立 ヨE

応答 lM C スペース チャンネル
MDモードの設定。

3桁目（1桁） 録音停止． ‘ ーー ………・目 •.•..• 0 
1チャンネルを録音…...・ H・－ •.•.....• ー .. • 1 
2チャンネルを録音 •..•.. ... ..• •...• ..• .2 
3チャンネルを録音 ........... ..• ..• . .• E 目.3

パ
ラ
メ
ー
タ

）
 
一T
υ
引

）

2
 

桁

G
1
目

（－
T
 

μ
科

目

5

桁
～
η
O
A斗

パ
ラ
メ
ー
タ

スペース
メモリーチャンネル番号

立
2 3 4 

設定 lM 
勺 てヲ

D MODE 
． 3桁目（1桁） 0 ... NO MODE 5田川田山田 AM 

I"¥ 1 目・田… LSB 6 FSK 

読出 lM D 
フ 2 ... USB 7 回目… CW-R

メ 3 ... cw 8…… NO MODE 

4 ……回目 FM 9 FSK-R 

応答 lM 
マ てフ マ タ

D MODE 
． 

MGマイクゲインの設定。
てづ
2 3 4 s 6 

設定 IM
て7 て7

G MIC ゲイ ノ
13～5桁目（3桁） OOO(min）～ 1 OO(max) 

I"¥ 

読出 IM G 
フ
メ

ミZ 。 立 :,z 
‘’ タ

応答 IM G MIC ゲイ ノ、

NBノイスフランカ のON/OFF。
豆立 4 

設定 1N B ON/OFF 

読出 1N B 
さヨ 立

応答 IN B ON/OFF 

3桁目（1桁） OFF 

ON 

。
パ
ラ
メ
ー
タ
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パソコン・コントロール

MRメモリーの読み出し。（設定コマンドは MWです。） 3桁目（1桁）

I "' 2 ロ 1 立 4 立弓軍 6 

読出 IM R A~·;~~f 7，~ースルネル I
4桁目（1桁）

l 立 2 豆 3 立 4 立 5 宣 6 S1 5～6桁目（2桁）
応答 IMR Af！.ゾ卜 mース チャンネル！ 7～17桁目（11桁）口 の指定

18桁目（1桁）
9 立 IO " I l 立 12 sz 13 立 14 立 15 宣 16

周波数 I'¥ 

フ
17 18 19 豆 20 宣 21 豆 22 立 23 豆 24 メlモード け TO阻 TONEN スペース よI19桁目（1桁）

アウト ON/OFF 0・ 

20桁目（1桁）

21～22桁目（2桁）

23桁目（1桁）

0 ........受信または区間指定チャンネ

ルの下限周波数

1 .......送信または区間指定チャンネ
ルの上限周波数

スペース
チャンネル番号

表示周波数を 1kHzオーダーで表示

。….NO MODE 1 .... LSB 
2 .... USB 3 .... CW 

4・・ー FM 5….AM 
6 .... FSK 7…CW-R 
8…. NO MODE 9 .... FSK-R 
0 .........ロックアウ卜する

1 ..…．．．ロックアウトしない

サブトーンのON/OFF

00～39 (p.31参照）

スペース

・メモリ が空チャンネルのときは、チャンネル番号以外は

Oを返します。

MWメモトの設定（書き込み）。（読出、応答コマンドはMRです。）

[M W 本ト… チャンネル

3桁目（1桁）

壬[L,-1-,,

ロ又疋 「 14桁目（1桁）15 16 

5～6桁目（2桁）
7～17桁目（11桁）

I 18 t行目（1桁）23 24 

スペース ， 
フ
メ

i I 19桁目（1桁）
20桁目（1桁）

21～22桁目（2桁）

23桁目（1桁）

周波数

ー
19 20 21 22 

0 ・ ロ

ロァク TONE 
アウト ON/OFF 

TONE No. 

受信または区間指定チャンネルの下限

周波数．．． ・・・・・・ ・•••••• ー……....0 
送信または区間指定チャンネルの上限

周波数ー－－…....・ H・－－－－－－－－ •• 1 
スペース

チャンネル番号

表示周波数を 1kHzオーダーで表示

NO MODE..... 0 LSB .................. 1 

USB ......・H・－… 2 cw目・H・H・－－……3
FM ...・H・－目・H・H・－．4 AM …...・ H・.........5 
FSK・……ー・...6 CW R ............... 7 
NO MODE ..... 8 FSK-R .............. 9 

ロックアウ卜する….........・.............0 

ロックアウトしない……目 H・H・H・H・－目….1 
サブトーンのON/OFF

00～39 (p.31参照）

スペース

－周波数の有効桁をすべて 0にすると、空チャンネルにな
ります。

－空チャンネルに書き込むと、いったん送受は同じデータに

なります。スプリッ卜にするときは、その後送／受いず

れかを書き換えてください。

NRノイスリダクションのON/OFF。
立
2 て7 3 切 4 

設定［ N R No. _ I 3桁目（1桁） OFF 

N.R.1 

。

読出［ N R 
N目R.2

フ
2 

メ

豆 豆 豆

応答［ N R 
タ

No. 

PAプリアンプのON/OFF.

読出｜

応答｜

88 

l 笠 2 立 3 2 4 

p A ON/OFF ． ， 

p A二日
立

p A ON/OFF ． ， 

3桁目（1桁） OFF 

ON 

。
パ
ラ
メ
ー
タ



パソコン・コントロール

PB音声とcwメyセージの再生と、再生の取消。
てヲ 2 り 3 守 4 

設定 p B再生No. ; I 

読出 p B ; I 

応答 p B再生No. ・I 

パ
ラ
メ
ー
タ

3桁目（1桁） 再生停止......・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・田・ーO
1チャンネルを再生・ー…………...・ H・.......1 
2チャンネルを再生.........................................2 

3チャンネルを再生．－－－－－－－－－－・・ーー・……3

PC送信出力の設定。
" 
2 
言＇
3 4 5 6 

玄Z 立

設定
p C PWR I 13～5桁目（3桁） 005(min）～ 1 OO(max) [WJ 

Jf. 
5Wステップ

読出
p C 

立 豆 立 "' ヨE

応答 p C PWR 

PRスピーチ・プロセッサーのON/OFF。
9 2 9 3 9 4 

設定 p R O阿OFF ; I 

読出 p R ; I 

応答 p R O阿O匝 ｜ 

3桁目（1桁） OFF 

ON 

.. 0 

パ
ラ
メ
ー
タ

PS外部から電源を ON/OFFする。 TS-570の［POWER］がONでもOFFでも、このコマンド‘で電源を ON/OFFできる。
マ 2 り 3 マ 4

設定｜ p s ON旧師

読出 Ip s ; I 
応答 Ip s ON/i肝 ；｜ 

PTピッチ（＝サイドトーン）閤波数の設定。
てヲ 2 り 3 守 4 り 5 

設定 Ip T t:"・y:f ; I 

読出 p T ; I 

応答 p T c:・y:f I 

RAアッテネーターのON/OFF
l り 2 切 3 り 4 マ 5

設定 IR A ON/OFF J 

読出 IR A ; I 

応答 IR マ A レN/iー; 1 

3桁目（1桁） OFF 

ON 
….0 

パ
ラ
メ
ー
タ

3～4桁目（2桁）
[Hz] 

00 ....... 400 

02目H・H・500

04 ....... 600 

06 ....... 700 

08 ....... 800 

10 ....... 900 

12….. 1000 

01…・・ー450
03 ....・..550 

05・H・...650 

07…….. 750 
09…..... 850 

11 ........ 950 

パ
ラ
メ
ー
タ

3～4桁目（1桁） OFF 

ON 

00 
.. 01 

パ
ラ
メ
ー
タ
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パソコン・コントロール

RC RIT(=XIT）周波数わけする。（設定コマンドのみです。）

設定IA
2 

豆一一旦

なし。

C ごU パ
ラ
メ
ー
タ

Ru RIT(=XIT）周波数をUP/DOWNする。（設定コマンドのみです。）RD 

設定瓦五司 直子u なし。

パ
ラ
メ
ー
タ

RT XT RIT/XITをON/OFFする。

設定日IXT 
読出 IR/XT 

応答 IR/XT 

ONι 

ど
玄 さ之

3桁目（1桁） OFF 
ON 

。

パラメータ

RGRFゲイン（RFつまみ）の設定。
り
2 

打
3 4 6 

て7 ヤゥ 、，

さ目又凡r疋-'--,. R G R Fゲイ ，ノ

13～5桁自（3桁） OOO(min）～255(max) 

H 

読出 R G 
フ
メ

ミZ sz 立 sz 玄 タ

応答 R G R Fゲイ ノ、 ， 

RMメーターの選択とSWR、COMP、ALCメ タ の値の読み出し。（Sメーター、 PWRメーターはSMコマンドですo)
立 2 立 3 ,, 4 

設定 1R M メイー ． ， 

読出 IR M 

応答 IR M メタ メーターの値

3桁巨（1桁） 選択していないー ……u…目 E ーO
SWR…….  • • • • • • • • • • • 1 

COMP.・・ ・.............. …….2 
ALC. . ー・…………… 3 
0000～0008 
メーター値は、送信時に点灯しているドッ

トの数で、相対的な値です。

，て

フ

イI4～7桁目（4桁）
タ

リ
RX TX RXは受信状態、 TXは送信状態にする。（設定、応答コマンドのみ。）

1 立 2 立 3 立 立 3 

設定 lR X IT X 
｜なし。

' ,, 
フ
メ

立 立 立 立 lタ

応答 lR X T X 
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パソコン・コントロール

SCスキャンのON/OFF
9 9 4 

設定 s C ON/OFF • I 

読出 s C ; I 
応答 s C ON/0町 . I 

3桁目（i桁） OFF 

ON 

。
パ
ラ
メ
ー
タ

SDセミ ブレークインのときのデレイタイムの設定。

設定 iS D 
読出 Iso 

応答 Iso 
マ

3 4 5 6 
9 9 Y 

テーィレイタイム
3～6桁目（4桁） 0050(min）～ i OOO(max) 

50msステッフ

sz. ミZ

パ
ラ
メ
ー
タ

ディレイタイム 川

SH SL ス口 フ。チューンの帯域の設定と読み出し。
立 2 立 3 立 4

設定 IsH/L 帯域 13～4桁目（2桁）
ハイカット

，可

読出 IsH/L 
フ
メ
｜｜口カット

立 立 立 勺 タ

応答 IsH/L 帯域

5.0kHz……田・… •••••••••••••••••• 00 
i .OkHz ... ........... ... . ..... 20 

i OHz . .…田……………00
iOOOHz……………・・・・・ーー •. 20 

SM受信時はSメーター、送信時は PWRメ タ の値を読み出します。 （設定コマンドはありません）

3～7桁目（4桁） 0000～00i5 

メ タ 値は、点灯しているドットの数で、
相対的な値です。

J 
パ
ラ
メ
ー
タ

読出 1S M 

応答 Is M S/PWRメーター出力値

SQスケルチレベルの設定。
4 

設定 IsQ SOLレベル

読出 IsQ 
宝Z sz 立 さヨ

応答 ISQ SOLレベル

3～5桁目（3桁） OOO(min）～ 255(max) 

:J 

パ
ラ
メ
ー
タ

SR VFOリセ y 卜または MRリセ y 卜。（設定コマンドのみです。）

設定 ls R…仏 ; I 3t行目（i桁） VFOリセット
オールリセット .. 2 

パ
ラ
メ
ー
タ
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パソコン・コントロール

TI¥J トーン周波数番号の選択。
立 2 マ 3 マ 4

設定［ T N トーンNo. ． ， 

読出［ TN
l マ 2 マ 3 " 4 

応答 IT N トーンNo. ． ， 

3～4桁目（2桁） サブトーン周波数を01～39までの番号で入
力する。番号表（→p.31)

パラメータ

TOトーンのON/OFF。

設定 IT。一三
読出 T 。

マ 立 立

応答 IT。ON/OFF
VDvox のデイレイタイムの設定。

3t行目（1桁） OFF 

ON 

。

パラメータ

2 
マ
3 
マ
4 5 6 7 

設定 Iv
マ 司， マ

D ディレイタイム 13～6桁目（4桁） OOOO(min）～3000(max) [ms] 

f"'/. 

読出 Iv D 
フ， メ

立 三Z 立 立 ヨE 立 タ

応答 iV D ディレイタイム

VGvoxゲインの設定。
マ 2 マ

3 4 6 
マ マ 司V

設定 Iv G voxゲイ ./ 、
． 13～5桁目（3桁） 001 (min）～009(max) ， 

I'¥ 

読出 Iv G 
フ
メ

応答 IV
立 立 立 立 ヨE タ

G voxケ．イ ./ 、 ． 

VR音声を発する。（設定コマンドのみです。）

設定 IV R V!N2 ; I 
3桁目（1桁） VOICE 1 

VOICE 2 .. 2 

パ
ラ
メ
ー
タ

vx voxのON FF 

設定「ヤ

読出 lV 
応答［ v
92 

。 2 " 3 " 4 

X ON/OFF ; I 

X ; I 

X ON/OFF ; I 

3桁目（1桁） OFF 

ON 
－……。

パ
ラ
メ
ー
タ



定格

一 般仕様 送信 音E
TS-570 I間 70I間 70
SG MG VG SG MG 

TS・570
VG 

電波型式
A3J [LSB,USB], A1 [CW], 
A3 [AM], F3 [FM], F1 [FSK] 

160mJ＇＼＇ンド 1.9075 ～ 1.9125 

メモリーチャンネル数 100 80mJ＇＼＇ンド 3.5000 ～ 3.5750 

アンテナインピーダンス 500, 75mバンド 3.7470 ～ 3.7540 

（送信のみ、 50MHzは除く） AT使用時 16.70～1500
75mバ；ンド 3.7910 ～ 3.8050 

電源電圧 DC 13.8 V ±15% 
40mバンド 7.0000 ～ 7.1000 

接地方式 マイナス接地
30mバンド 10.1000 ～ 10.1500 

消費 受信（無信号時） 2A以下

電流 送信（最大） 20.5A以下 112A以下

送信周波数範囲 20ml tンド 14.0000 ～ 14.3500 
[MHz] 

17mバンド 18.0680 ～ 18.1680 
使用温度範囲 -10℃～十50℃

15mJ＇＼＇ンド 21.0000 ～ 21.4500 
周波数安定度（一10℃から＋so℃） ±10 ppm以内

12mバンド 24.8900 ～ 24.9900 
周波数確度（室温） 土10ppm以内

寸法（幅〉告 X!奥行） 270×96×271 
1om1，ンド 28.0000 ～ 29.7000 

（ ）は突起物を含む [mm] (281×107×314) 6ml fンド 50.0000 ～ 54.0000 

質量 6.8kg 非常連絡
4.6300 

設定周波数

SSB, Max. 100 50 10 

受信部 CW FSK 

受信方式 FM以外 ダブルコンバージョンスーパーヘテロダイン方式

FM トリプルコンバージョンスーパーヘテロダイン方式

500 kHz～30 MHz 
受信周波数範囲

50 MHz～54 MHz 

1 9～ FM Min 5 

28MHz 
Max. 25 5 

送信 AM 
Min. 5 

出力
SSB, 

[W] Max目 100 50 20 
CW, FSK, 

[MHz] 第1: 73.05 第2 8.83 
中間周波数

第3: 455 (FMのみ）[kHz] 

FM Min. 5 2 
50MHz 

Max. 25 5 
AM 

500kHz～1.705MHz 12 dBμ (4μV）以下 Min. 5 

SSB 
1.705MHz～24.5MHz -14 dBμ (0.2μV）以下

cw 
SSB 平衡変調

FSK 
24.5MHz～30MHz -18 dBμ (0.13μV）以下 変調方式 FM リアクタンス変調

50MHz～54MHz -18 dBμ (0.13μV）以下 AM 低電力変調

500kHz～1目705MHz 30 dBμ (31.6μV）以下
感度

1.705MHz～24.5MHz 6 dBμ (2μV）以下
AM 

スプリアス 1.9～28MHz帯 -50dB以下

発射強度 50MHz帯 -60dB以下

24.5MHz～30MHz 2 dBμ (1.3μV）以下 搬送波抑圧比 40dB以上

50MHz～54MHz 2 dBμ (1.3μV）以下

FM 28MHz～30MHz -12 dBμ (0.25μV）以下

50MHz～54MHz -12 dBμ (0.25μV）以下

不要側波帯抑圧比
40dB以上

（変調周波数1.0kHz)

最大周波数変偏移（FM)
ワイド 士5kHz以下

ナロ ± 2目5kHz以下

MODE -6dB -60dB 送信周波数特性 400～2600Hzで－6dB

SSB、cw、FSK 2.2 kHz 以上 4.4 kHz 以下 XIT可変範囲 ± 9.99kHz 

選択度 MODE -6dB -SO dB マイクロホン・インピータンス 6000 

(IF) 
AM 4 kHz 以上 20 kHz 以下

注意・ JAIA（日本アマチュア無線機器工業会）で定めた測定法
FM 12 kHz 以上 25 kHz以下 ~による。

イメージ妨害比 70 dB以
－定格は技術開発に伴い変更することがあります。

第一中間周波妨害 70 dB以

円IT可変範囲 ± 9.99 kHz 

SSB 500kHz～1.705MHz 26dB μ (20 μ V）以下
cw 

6 dBμ (2μV）以下
FSK 
1.705MHz～30MHz 

スケルチ

感度 AM 50MHz～54MHz 6 dBμ (2μV）以下

28MHz～30MHz -12 dBμ (0.25μV）以下
FM 

50MHz～54MHz -12 dBμ (0.25μV）以下

低周波出力 1.5W (80、10%歪時）

低周波負荷インピーダンス 80 93 



メニュー操作

メニュー操作 E主j
メニューで設定できる項目は別表の46項目です。全項目をAとB

の2系列に設定できます。

メニュー操作は下記に統ーされています。このため本書では省略

型で記載しています。

墾区ぽ（

⑩画⑥を押す
．サブ表示部に機能概要を英文でスクロール表示します

（下図）。

2 QMULTI CH）でメニュ一番号を選ぶ

3~ 毎亘同〉で選択肢を決める
・マイクロホンの［UP/DOWN］でも選べます。
－子Jil買21こ戻ると連続してメニューを設定できます。

4＠司⑥またはC亘⑧を押す
－設定が完了します。

メニューの省略型（例 メニューNo.00)

DIMMER 

MULTI / CH 

⑨
 

Display brightness 

メニューAとメニューBの選択

本機はメニュ の全項目をAとBの2系列に設定できます。
例えば、

メニューAはDX向きの設定

メニューBはローカル向きの設定

のように使い分けます。

＠恒りつを押す
．メニューモードになります。

2 @F)を押す
－押すたびにA （表示）とB （表示）が切替わります。

3⑨型骨を押す

メニュー表示

AN丁目 PRE-AMP s －~－γγ7-?-20-40_60N9 ID . -
,n-25一一50一一～h MENU 
刊？ど：＇.：－ 1.5一一一3一一－－－－＇；！；！， w%
ら哨F -10一一一～ a ～ 円 。
co°＂＇~二玉一－－ <O咽 UD  
p.¥..C USB 

-1= L D ,-,- B ア1111/0TII C / ,_,, ,,,-I』 LL 

・メニュ一番号
（例メニューNo.08) 

・現在の選択肢 ・現在のメニュー系列 ・スク口 ル表示
（例 OFF) （例メニュー B) （下記）

T I "" Cl T-1 ' C LIi •II l ..... L L 
1,,1 C l•I/ ,-, 0 I. I ,,c,,urrコ 「LI口IdId C I ，＿，，，，，唱 1唱，＿ ,_ －s’・，－

r
C
 

E
l
l

－
 

r
L
 
－IC
 

n
u
 
－－
c
 表示中のメニュ の機能概要をスクロール表示する（例 メニューNo.08)
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メニュー操作

No. 
機能 選択肢 初期値 →p スクロ ／h麦五

。。 ディスプレイの明るさ OFF/ d4 （暗い）／ d3/ 
d2 57 O;s,o,匂IYbr/g!?tness 

d2/ d 1 （明るい）

01 ビプの音量 OFF, 1 （小）～ 9（大） 4 57 Be.θρoul;out !eViθ／ 

02 
MHzモードでの［U円／［DOWN］の 100/ 500/ 1000 

1000 kHz 21 
UP/00/1!/N button Riθ•que,η'CYStef) 

周波数ステップ kHz S£"e 1i7 tile I MHz mode 

03 
MULTI/CHつまみのFMモ ド以

1/5/10kHz 10 kHz 21 
MUi. Tl/CH control Riθ•quency stef) 

タトでの周波数ステップ SL7<θfor SSB, C/11/, FSκorAMmodcθ 
04 
MULTI/CHつまみの FMモードで 1 / 5/ 1〔）／ 12.5/ 20/ 

1〔〕 kHz 21 
MUL Tl/CH control rreqU<θncystr.θP 

の周波数ステップ 25 kHz s£"eforfごMmode

05 
VFOでの MULTI/CHつまみの下

ON/ OFF ON 21 
RiθC/U<θη'CY Roundli7g off when ushg 

位周波数まるめ MUi. Tl/CH contro/1i7 VFO modeθ 

MULTI/CHつまみのAMBC帯で
MUL Tl/CH control rreqU<θncysteρ 

06 
の周波数ステップ

10kHz/ 9 kHz 9 33 s£"eforA!lグmodeli7A!lグbroadcast
band 

07 メモリー/VFOたすきがけ運用 ON/ OFF OFF 40 MθmaσVFOs >/;/O/J，θ＇rB/1017 

08 
メモリ チャンネjレデタの一時

ON/ OFF OFF 39 
Tunable memory c!?anηc?I 

的変更 f十equenaes

09 プログラムスキャン ON/ OFF OFF 45 Program scan !?old 

10 
スキャン再開条件 タイムオペレ

to/co to 44 Scan胆>sumem.θtllod
卜／キャリアオペレ 卜

11 受信信号もA丁目路を通す ON/ OFF OFF 54 
Antr.θηna tuner of)era!laηw/71/e 
rec,θYV!i7g 

12 ノイズリダクション 2の時定数 7.5/ 20 ms 20 ms 51 NR2!i.れ1ecaη1stδηf

13 
SSB /AMモ ドでの送信フィル

2.4/ 2.0 kHz 2.4 kHz 26 
TX niter bandw;dt/7わfSSBorAM 

タ幅 modeθ 

T×イコライザーの設定
OFF/ Hb/ FP / bb/ 
c/U 

14 
OFF：フラット， Hb：ハイブース卜， FP：フォjレマントパス，

OFF 60 TX equal!zer 

bb：パスブース卜，c：コンベンショナjレ， U：フラット

15 
スピーチプロセッサーのコンブレ 0～25 dB ( 5 dB 

1〔〕 dB 26 S/J，θθ・ell f)roaθ:ssor com/J/1.θ:5SI0!7 /eViθ／ 
ツションレベjレ設定 ステップ）

16 VO×ゲイン 0（小）～ 9（大） 4 58 V0Xgali7 

17 FMモードでのマイクロホンゲイ L(LOW)/ H(HIGH) L 30 MiむTO,ρY,70,ηθgθわforFM mode 

18 FMモードでのサブトーン周波数 (39波から） 88.5 Hz 31 Sutβ1udb/e白九θforFM  mode 

19 FMモードでのサブトーンのタイプ b（パースト）／c（連続） C 31 
if/J，θof subaudble tone for FM  
modeθ 

20 
cw R×ピ、ソチ／ T×サイドトーン 400～ 1000 Hz 

800 Hz 29 
C/111 RX /J!!c/7/ TX s;dcθtone 

周波数 ( 50 Hzスデツプ） /Tiθ'qU<θη'CY 

21 T×サイドトーンの音量 OFF 1～9 5 29 TXs1detaηθvolume 

22 Semi-automatic key （パグキ一） ON/ OFF OFF 55 Bug key func/12コY7

23 連続再生 ON/ OFF OFF 56 63 Plc3yback rθρθ'8t 

24 連続再生の繰り返し間隔 0～60秒 10秒 56,63 1!7/r.θrνalbetw,.θθηfθPθ'8/r.θd f)lc3ybacks 

25 
再生音量

OFF, 1 （小）～ 9（大） 4 63 Plc3yback volum.θ 
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メニュー操作

No. 機能 選択肢 初期値 →p. スクロール表示

26 cwオ 卜ウエイト ON/ OFF ON 55 CW  Auto we;g/?t;i7g 

27 cwオートウ工イ卜リパス ON/ OFF OFF 55 CW  Auto we/g/?t;i7g reνc'rsed 

28 Keying p「io「ityover playback ON/ OFF OFF 56 Key,わgpr;i:Jr;i'y over playback 

29 FSKシフト［Hz]
170/ 200/ 425/ 

170 34 FSKs/?171 
850 

30 FSKモードでのキーダウンの極性
ON（反転）／

OFF 34 Key-down po/ar;i'y for FSK mode 
OFF （ノマル）

FSKモードでのトーン周波数
31 2125：・ 2125Hzマク， 1275/ 2125 Hz 2125 34 Tone lrequenatヲSわvFSKmodcθ
1275: 1275 Hzマーク

32 
デタ通信のフィルタ一幅 OFF/ 1200 bps/ 

OFF 36 Alli.θr bandw;dt／？わvdigital o,oeral!i:Jn 
(SSBモードのみ） 300 bps/ PSK 

33 
データ通信のAF入力レベル

0（小）／ 1 / 2（大） 2 37 AF li?put level for digital op，θfδ'17017 
(CWとFSKモ ドを含む）

34 データ通信のAF出力レベJレ 0 （小）～ 9（大） 4 35 37 AF output level for digital operation 

35 
COM端子の通信速度とストップ 12 1～576 1までの

96-1 79 
Commun1cat1i:Jn ,oarametersわv-COM

ビット 8タイプ CO!Zη1ec1立フf

36 スプリッ卜転送機能 ONI OFF OFF 63 Ou;ckOatr.δtr.δnsfer 

37 
スプリット転送先 ON: VFO 

ONI OFF OFF 63 Ou;ckOatr.δtransit.包rtoVFO 
OFF：クイックメモリー

38 送信禁止 ONI OFF OFF 58 TX li?/?;blt 

39 リニアアンプのI）レー ONI OFF OFF 17 Lli?ear tヨ¥77,0,桁15'rcontrol relay 

40 トランスパータ一［MHz] OFF I 501 1441 430 OFF 64 lransverter斤θquencyd!:s,olay 

41 [PF］キーにプログラムする 51(Voic巴1) 61 斤vntpanel PF key ,orogr,δmmli?g 

42 Mic [PF1］キ にプログラムする 64(A/B) 61 Mc PF! key programm1i7g 

43 Mic [PF2］キーにプログラムする 62(SPLIT) 61 McPF2k.θy programmli?g 

44 Mic [PF3］キーにプログラムする 65(M/V) 61 Mc PF.3 key programmli?g 

45 Mic [PF4］キーにプログラムする 50（モニタ ） 61 ん奇cPF4 key programmli?g 

46 IFフィルター幅［Hz] OFF I 180015001270 OFF 47 !Fnl!i.θr bandw;dt/? 

47 T×モニタのONIOFFと音量 OFFl1(小）～9（大） OFF 62 TXmon12的fvolume 

48 RIT周波数がオートゼロインする ONI OFF OFF 29 CW  tune available for RIT 

49 マ二ュアルウエイ卜の選択 1 : 2.5～1 : 4.0 1:3.0 55 cw 177,.δnual we/g/?t ratio 

受信イコライザーの設定
OFF I Hbl FP I bbl 
clU 

50 
OFF：フラν卜， Hb：ハイブース卜， FP：フォjレマントパス，

OFF 60 RX equal!zer 

bb：パスブースト，C：コンベンショナjレ， U：フラット

51 N.R.1の効果レぺjレ切替え AUTOl1（低）～9（高） AUTO 51 /1/R I mh.δneed It.ヲvel
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5 50Wパワーダウン……………目 72

7 7P DINプラグ……………………….17 

A ACC2端子．．．．．．．．．．．．．． 16 

AFSK方式－－－－－－－－－－－－ 36 
AF出力レベル………ー・…....35,37 

AGC …………………………….. 60 

ALCメタ……………………….57 

AM BC帯....・ H ・……………….33 

AMモード..........………… 33

ANO .................. 3 

ANT 1 / ANT 2端子．－－－－－－ 14 

AT-300 ........一…・…........14,54 

ATT ………………………一一一 48
ANTI＼ンド…………………………，.53 

AT！＇＼ ンド……………………………一 53

AT端子…・ーー一一..............… 14

B b （パース卜） ••••••••••••••••••••••••••• 31 
BUSYストッフ ー・・…............44 

Cc（連続）……………………...........31 

COM端子．…一一………………・ 15
COMP（コンフ。レッション）メ タ

.. 26,57 

cwメッセージ ••••••••••••••••••••• 55 

cwピッチー……ー…・ー・.29 
CW-R(CWリバース）…………...27 

cwモド……………………..27 

D DC13.8V ........... ・・・・ ・・・・… •• 14 
DRU-3A ................................... 68 

DC安定化電源ー一一…・......14 

DSP ……………………………….. 49 

E EXT. SP端子…ーー………..15 

F FMナ口一 ••••••••••••••••••••••••••• 30 

FMモード ………一－－－－－ 30 

G GND端子………………....・ H ・...15 

H HELLO…………...・ H ・－…，……一 18,69

I IF-232C .............................. 79 

IFシフト・・・ー・・ー ー…....46 

IFフィルター…………………・・ 46

K KEY端子．．．．－－－－－－－一...15 

L LSBモード・ー …・・… •••••••••• 25 

M MHzモード…………………….21 

MICゲイン……………………・ 25

MIC端子ー ー・・… ’ …一…… 17

索引

N N.R.（ノイス♂リダクション）…….51 

NB（ノイス・プランカ ）………… 47 

P PADDLE端子…… … ・・… •••• 15 
PFキー．．．．．． ．．．．．….. 61 

PHONES端子…............一…・…・ 17

PG-2Z………………………………… 65 

PRE AMP……………………………. 48 
PWRメータ一一....................57 

R REMOTE端子．． ・・ …・ ・・ •••• 17 
RFゲイン．． ・・ ・・ …・ •••••••• 60 
RIT（閏波数）．．－－一一一....59 

RS-232Cポート…………… 15,79

RTTY通信…………………・ 34

RXイコライサ、 …………………… 60 

S S（シグナル）メーター ••••••••• 57 

S0-2 ・・ ・・ …… ・・ー ・． •• 66 
SOL（スケルチ） 一一ー •••••• 19 

SSBモード…………………………・目 25

SWRの確認…………………… 52

SWRメーター…一一一－－ ••• 57 

T TF-SET機能……………… 24

TXイコライザ …ー ー・一一一 60

U USBモード……ー・.............25 

V VFO AとVFOB……………………. 23 

VFOモード…………………………・・ 23

VFOリセット ーー－一ー・・ー・.69 
VOICE ................................. 67 

vox .........一……..58 
voxゲイン…一一 •••••••••••••••• 58 

VS-3 ・・・… －－－－ ………... 67 

W WPM ・……………………ー 55

X XIT（周波数）…一..................59 

Y YK-88SN-1/C-1/CN-1……………目 68

あいうえお）II買

あアース端子…………………目.15 

アッテネータ一一.......…・…….48 

アンテナチューニング． 一… 52

いイコライサ‘ー……ーー ・・ … ・・ 60 

うウエイ卜…ー E ・E・－…・……・… 55

えエレク卜口ニックキーヤ一一...55 

おオートアンテナチュ ナ …… 52 

オートゼ口イン．．．．－－一一 28

オールスキャン．．．． ・・ ・・ … 43 

オールリセット一一…一… 69

か開局申請書…………………… 74

開始周波数一・.......…・………..41 

きキーイングスピード ・・…… 55

基準周波数の校正一一…… 73

技術基準適合証明……・…......74 

キャリアオぺレ 卜…………一 44

極性反転…・・ 一一………….34 

く クイック・メモリー．． ・・ ……  42 

区間指定メモリ一一一…… 41

グルプスキャン……....・ H ・......43 

け警告音 …・・ ・・ー・… …….. 57 

こコマンド…・一 ・・・・ ・・ …… 79 
コンブレッションレヘ‘ルー一 26

コンベンショナル……………..60 

さ再生（CWモード）………...........… 56

再生（音声）………………・........62 

サイドト ン………………………一 29
サブトーン ........・........…… 32

し時定数， 一…………………一 60

周波数ステップ・・・・…ー ー 21

周波数の丸め．． ・・・・ ・・ ••••••• 21 
周波数ロック．． ・・・・ ・・ … •••• 58 
終了周波数ーー •••••••••••••••••••• 41 
受信フィルター…...・ー… 一一 49

受信モニタ ……………… 19,61 

照明 ． －ー一 一一一………… 57
シンプレックス運用．．．． ・… 23
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すスキャン．．．． .................... 43 

スキャンスピード．． ・・ … .... 45 

スキャンホールド……………一 45

スケルチ………........………… 19

スピチプロセッサー………ー 26

スプリッ卜データ……………ー 39

スプリッ卜運用一一 ............ 23 

スプリッ卜転送…・・ 一 ・・ .... 63 
スペース周波数．．．． ........... 34 

スルー…………・…，… ..... 54 

スレッショルド・ポイント……・目 19

スロープチュ ン…………………目 49

せセミブレークイン ................ 28 

（ゼロイン）ー一一一…....28 

そ送信イコライザ ……………・目 60

送信機系統図 …・・ … ….... 76 
送信禁止．．． .................... 58 

送信出力…… …一 …........ 19 

た帯域幅一・・…………….46,49,50 

タイムオぺレート ー ・・……….44 

ちチャンネル間コピー． ............ 40 

（中間間波数） (IF} 一 ・・…… 46

つ通信速度..............……・………ー 79

てディスプレイ照明 ．． ・・ ・・ … 57 
ディレイタイム（CW) ．．….... 28 

ディレイタイム（音声）…一....58 

定格 ………………………… 93 
データの消去． 一・………… 41,42
データ通信 ................ 34,36,79 

電源端子一一 ・・・・ ・・…....14 

転送 ............一一……一 … .. 63 

テンキー ・ー………・・…・……… 22,38

電波障害対策．一一………….78 

とトランスj＼ータ．．．． ............ 64 

なナ口一・ワイド切替え（FM）……‘ 30
ナ口一・ワイド切替え（SSB/AM) 47 

内蔵エレク卜口ニックキ ヤ 55 

ナ口一送信 • • ............……… 30 

のノイズフランカー．． ・・ … ・司 47

ノイズリダクション ・・…...51 

98 

はパース卜……………一一一 31
ハイカット周j皮益支． ................ 49 

／＼イブース卜 ....................... 60 

パグキーモード，一ー一…… 55

／＼ケットフィルター…………・目 36

パケット通信………………….36 
パスブースト ー..................60 

j＼ソコン・コント口一jレ…・・ ... 79 

／＼ラメータ …・・ ••••••• ・・ ・司 79
パワーダウン（→50W）………..72 

ひピクホルド・……………目.57 

ビート音ー・ ・・ ...................... 70 

ビートキャンセJレ..................50 

ビープ音．． ........................... 57 

微調節（FINE）…………………・ 22
ヒニLース、.........…………………・目 4,72

標準メモリー…………………・ 38
非常通信設定用周波数一一.....27 

ふフィルタ一帯域幅……….46,49,50 

フォルマント・j＼ス・・…・・ ・・ 60 

プリセットチューニング．．．． 53 

プリセットメモリー． ・・…… 53 

フルフレークイン…………...・ H ・...28 

（プレード型）ヒューズ……… 4,72
プ口グラマブjレファンクションキー

61 

プログラム・スキャン ............ 45 

プロセッサー．．． ................ 26 

ヘヘッドホン．． .............. 15,65 

ほ保証認定願ー………一…….75 

まマーク周波数........................34 

マーク（送信）……....・ H ・..............34 

マイク（MIC）ゲイン………………一 25

めメーター ．． ．． … ・・・・ .... 57 

メニュー操作．．．． ................ 94 

メモリーシフト .................. 41 

メモリースキャン…………………・ 43

メモリースクロール…………・目 38

メモリ チャンネル…………・目 38
メモリーチャンネルロックアウト

目 44

メモリーのパックアップー.......38 

もモニタ ・一一一ー－－－… 19,61

りリセット ・・……一－－－ ... 69 

リチウム電池……ー…一…...38 

リニアアンフ… 一… ・ー ....... 17 

リピー卜再生......…………・・ 56,62

リレー………………………………… 17

れレピーター .......................... 31 

連続（c）…日一一・ー…..........・ 31
連続再生（CW).............目............55 

連続再生（音声）………................62 

ろ口ーカット周波数........…－－－－ 49 

録音（CW)....… ・ ・・…．． .... 56 

録音（音声）．…......................62 

ロック…………－ 一……・田………・目 58

スイッチ・つまみ・ディスプレイ表示の

検索は下記のぺージをご覧ください。

スイッチ・つまみ．．．・一 … 10, 11 

ディスプレイ表示．－－－－….12, 13 
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